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纖
〉
特
瓣
/
高
速
道
路
の
鵜
禽
社
会
嚢
験
中
間
取
り
ま
と
め
全
争

唾
鬮
噸
◎
ま
と
嚢
に
つ
い
て

道
路
局
有
料
道
路
課

金
割
引
導
入
に
向
け
た
社
会
実
験

③
物
流
の
効
率
化

(物
流
コ
ス
ト
の
引
き
下
げ
)

物
流
の
効
率
化
を
促
進
す
る
た
め
の
料
金
割
引
導

入
に
向
け
た
社
会
実
験

　

　
　
　
　

我
が
国
の
高
速
道
路
は
、
高
速
国
道
等
約
八
、
0
0
0

蹴
、
都
市
高
速
等
約
七
〇
〇
如
が
開
通
し
て
い
ま
す
が
、

現
在
の
料
金
体
系
の
も
と
で
は
、
並
行
す
る
一
般
道
路
を

含
め
て
渋
滞
や
環
境
へ
の
負
荷
な
ど
の
課
題
が
依
然
と
し

て
生
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
都
市
部
へ
の
交
通
集
中
に
よ
る
深
刻
な
渋
滞
の

解
消
、
地
域
活
性
化
の
支
援
、
物
流
コ
ス
ト
の
低
減
な
ど

政
策
的
な
課
題
に
対
し
て
、
料
金
施
策
に
よ
り
既
存
の
高

速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
極
力
有
効
活
用
し
、
重
点
的
に

取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

昨
年
末
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

｢道
路
特
定
財
源
の
見
直

し
に
関
す
る
具
体
策
｣
(資
料
1
)
に
お
い
て
は
、
高
速

道
路
料
金
の
引
下
げ
な
ど
に
よ
る
既
存
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
効
率
的
活
用
･
機
能
強
化
の
た
め
の
新
た
な
措
置
を

講
ず
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
料
金
引
下
げ
に
伴
う
効
果
と
影
響
及
び
そ
の

際
の
減
収
額
等
の
把
握
を
目
的
と
し
て
以
下
の
メ
ニ
ュ
ー

に
よ
る
料
金
社
会
実
験
を
今
年
六
月
よ
り
順
次
開
始
し
、

平
成
二
〇
年
度
以
降
の
新
た
な
措
置
に
向
け
、
詳
細
の
検

討
を
進
め
ま
す

(表
↓

。

①
都
市
部
の
深
刻
な
渋
滞
の
解
消

大
都
市
圏
の
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
効
活

用
す
る
た
め
の
料
金
割
引
導
入
に
向
け
た
社
会
実
験

②
地
域
活
性
化
の
支
援

地
方
部
で
国
道
に
並
行
す
る
高
速
道
路
を
有
効
活

用
し
、
現
道
の
課
題
を
解
消
･
緩
和
す
る
た
め
の
料

道行セ 20071 1



道路特定財源の見直しに関する具体策
平成 18年 1 2月 8日

閣 議 決 定

我が国の競争力、 成長力の確保や地域の活性化のため必要な道路整備を計画的に進めることは、 引き続き、 重要な課題であ
る。 他方、 我が国財政は極めて厳しい状況にあり、 国民負担の最小化のため、 歳出削減を徹底し、 ゼロベースで見直すことが
必要となっている。

このため、 昨年末の政府与党合意、 行革推進法等に基づく道路特定財源の見直しについては、 以下に定めるところにより行
うものとする。
1 . 道路整備に対するニーズを踏まえ、 その必要性を具体的に精査し、 引き続き、 重点化、 効率化を進めつつ、 真に必要な道
路整備は計画的に進めることとし、 19年中に、 今後の具体的な道路整備の姿を示した中期的な計画を作成する。

特に、 地域間格差への対応や生活者重視の視点を踏まえつつ、 地方の活性化や自立に必要な地域の基幹道路の整備や渋滞解消
のためのバイパス整備、 高速道路や高次医療施設への広域的アクセスの強化など、 地域の自主性にも配慮しながら、 適切に
措置する。

2 . 2 0 年度以降も、 厳しい財政事情の下、 環境面への影響にも配慮し、 暫定税率による上乗せ分を含め、 現行の税率水準を
維持する。

3 . 一般財源化を前提とした国の道路特定財源全体の見直しについては、 税率を維持しながら、 納税者の理解を得ることとの
整合性を保ち、
① 税収の全額を、 毎年度の予算で道路整備に充てることを義務付けている現在の仕組みはこれを改めることとし、 2 0年

の通常国会において所要の法改正を行う。
② また、 毎年度の予算において、 道路歳出を上回る税収は一般財源とする。

4 , なお、 以上の見直しと併せて、 我が国の成長力や地域経済の強化、 安全安心の確保など国民が改革の成果を実感できる政
策課題に重点的に取り組む。 その一環として、 国民の要望の強い高速毬首隆料金の引下げなどによる既存高速ネットワークの
効率的活用 ･機誼皀強化のための新たな措置を講ずることとし、 20年の通常国会において、 所要の法案を提出する。

※ 下線は筆者において付記したものである。

表 1 平成 l9年度料金社会実験について

主な割引内容

①
都
市
部
の
深
刻
な
渋
滞
の
解
消

首都高速 ･阪神
高速の利用距離
に応じた料金

圏首都高速 (日曜 ･休日) の距離別割引 【8/19~】

･○ ~ lolm 1 ; 3 割引

･ 10 ~ 201皿 : 2 割引

･201皿 ~ : 1割引 など

環状道路の料金
割引

圏圏央道

う通過交通の料金を3割引【8/1~ 1 など

圏アクアライン

･ 6 ~ 9 時、 17 ~ 20時 :35%割引

(普通車 ;2,320円一1,500円) 【8/20 ~】 など

②
地
域
活
性
化
の
支
援

地域の高速道路
の更なる科活用
を図る時間帯料
金割引

圏平日昼間割引【8/20~】

･ 9 ~ 17時 : 3 割引 (約10箇所)

圏平ロ夕方割引 【8/2-

･ 15 ~ 1知蕁駕 3 削弓

~ 1

(約30箇所)

圏一般有料道路の時階

･ 6 ~ 9 時、 17 ~ 2(

･ 0 ~ 4 時 : 3 割り

帯割引【8/20~】 (6箇所)

n" : 5割引

休日渋滞ポイン
トにおける時間
帯料金割引

･日曜上り20 ~ 22時 : 5 割引 【6/24 ~】

･土曜上り20 ~ 22時 : 5 割引 【8/25 ~ 1 など

包箇所)

( ③
引物物
き流流
下コの
とヂス効
) ト率
の化

夜間の料金割引
時間帯の拡大

‐23 ~ 24時 : 3 割引 【6/24 ~ 1

･22 ~ 2卸寺 : 2 割引 【8/1 ~ 1

G 箇所)

本四道路における物流の効
率化、観光振興に資する料
金割引

圏大型車深夜割引 (神戸 ･鳴門ルート、児島 ･坂出ルート)

･ 0 ~‘1時 : 3 割引 【8/20 ~】

圏普通車土曜 ･休ロ割引 (尾道 ･今治ルート)

･ 9 ~ 17時 : 2 割引 【8/25 ~】



二

中
間
と
り
ま
と
め
に
つ
い
て

前
記

彌
で
紹
介
し
ま
し
た
と
お
り
、
平
成
二
○
年
度
以

降
の
新
た
な
措
置
に
向
け
た
検
討
を
行
う
た
め
、
①

｢都

市
部
の
深
刻
な
渋
滞
の
解
消
｣
、
②

｢地
域
活
性
化
の
支

援
｣、
③

｢物
流
の
効
率
化

(物
流
コ
ス
ト
の
引
き
下
げ
)｣

と
い
う
三
つ
の
大
き
な
柱
を
メ
ニ
ュ
ー
と
し
た
高
速
道
路

の
料
金
社
会
実
験
を
今
年
六
月
か
ら
実
施
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
そ
の
う
ち
、
①

｢都
市
部
の
深
刻
な
渋
滞
の

解
消
｣
及
び
③

｢物
流
の
効
率
化

(物
流
コ
ス
ト
の
引
き

下
げ
)｣
の
社
会
実
験
に
つ
い
て
、
代
表
的
な
例
を
取
り

上
げ
て
、
実
験
の
中
間
取
り
ま
と
め
を
ご
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
に
お
い
て
も
、
物
流

の
効
率
化
及
び
観
光
振
興
の
観
点
か
ら
料
金
社
会
実
験
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
実
験
に
つ
い

て
も
中
間
取
り
ま
と
め
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

-

｢都
市
部
の
深
刻
な
渋
滞
の
解
消
｣
の
た
め
の

料
金
社
会
実
験
中
間
取
り
ま
と
め

④

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
に
お
け
る

料
金
社
会
実
験
中
間
取
り
ま
と
め

①

実
験
概
要

東
京
湾
の
東
京
都
、
神
奈
川
県
側
と
千
葉
県
側
、
例

え
ば
、
浮
島
①
成
田
空
港
な
ど
の
交
通
は
、
首
都
高

湾
岸
線

･
東
関
東
道
経
由
の
ル
ー
ト

(以
下
、
｢湾
岸

ル
ー
ト
｣
)
に
比
べ
て
、
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
経
由

の
ル
ー
ト

(以
下
、
｢ア
ク
ア
ル
ー
ト
｣)
の
料
金
が
割

高
に
な
っ
て
い
る
た
め
、湾
岸
ル
ー
ト
の
利
用
が
多
く
、

湾
岸
道
路
は
慢
性
的
な
交
通
混
雑
が
発
生
し
て
い
ま

す
。こ

う
し
た
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、
社
会
実
験
と
し

て
湾
岸
ル
ー
ト
と
ア
ク
ア
ル
ー
ト
の
料
金
面
で
の
競
争

条
件
を
揃
え
、
ユ
ー
ザ
ー
の
選
択
性
を
高
め
る
料
金
割

引
を
導
入
し
、
交
通
の
変
化
、
影
響
な
ど
を
調
査
す
る

料
金
社
会
実
験
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

本
社
会
実
験
に
つ
い
て
は
、
今
年
の
八
月
二
○
日
か

ら
実
験
期
間
を
下
記
の
と
お
り
三
段
階
に
分
け
、
割
引

内
容
を
変
化
さ
せ
な
が
ら
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、
現

在
は
第
三
段
階
の
実
験
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

･
第
一
段
階

(八
月
二
〇
日

(月
)
~
九
月
二
四
日

(月
))
…
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
時
間
帯
割
引

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン

(浮
島
I
C
~
木
更
津

金
田
I
C
)
の
通
行
料
金
を
通
勤
時
間
帯

(六
~

九
時
、
一
七
~
二
〇
時
)
に
お
い
て
E
T
C
車
限

定
で
割
引
く
と
い
う
も
の
で
、
普
通
車
の
場
合
、

通
常
料
金
二
、
三
二
〇
円
が
一
、
五
〇
〇
円
に
割

引
か
れ
ま
す

(図
1
)。

･
第
二
段
階

(九
月
二
五
日

(火
)
~
一
〇
月
二
八

日

(日
こ

…特
定
区
間
割
引

第
一
段
階
の
実
験
は
一
時
終
了
し
、
東
京
湾
ア

ク
ア
ラ
イ
ン
浮
島
I
C
と
東
関
東
道
等
の
I
C

(※
)
と
の
間
の
料
金
を
、
終
日
、
湾
岸
ル
ー
ト

の
料
金
十
五
〇
〇
円

(普
通
車
の
場
合
)
程
度
に

害
り
く
と
い
う
も
の
で
す

(図
2
5
4
)。

C

図

- @ アクアライ-　 　　 　 　 　 　

く割引内容〉 アクアライン時間帯割引※

通勤時間帯(6時- 9時、17時- 2 0時) に

アクアラインを割引 (普通車 2 ,320円→↑,500円)

アクアラインをさけ引

湾岸線経由

※アクア連絡造への通勤割引の社会実験を加味

γケアライン経世

図

≧首分〒セ ,007 11



〈割引内容〉 特定区間割引
越路狂公!趨諺淺-"キー(耀こ〕のき数対象

浮島IC ~ (アクアライン利用)~ 東関東道、千葉
　　　　　　　 　

　　　　　　　　
　　　 　　　

二さま群舞溌しぼみ≦さきナ ず溺瀦脆
(湾岸ル‐ト十500円[普通車の場合]程度に割引テ

ー
ゞ雄姿 きゞ ぜ へ鰔 { ; … =

東金道路など、特定の1C (新空港IC、成田ICなど)
発着のアクアライン利用交通の料金を割引

　　　
　

　　　　　　　
舞 が 芹 渋滞箇所

浬畳ま塁さ端近窯蓬iC間≦盤診蚤園配別職蓬

アタアラ4ン経由 湾岸線経由
4 820円 (97,4km )

※第同単の実験は一時終了

図 2

h ＼“＼東関東道 /
,綻ぶ
〆馨訟封誘ギメー 簸がち“さ

　　　　　　　
　 　

　　　　　　　　　　　　

　　

　
　　　　

ききざ.が鮮 ,
′ r

な/庭熱東金道路も
てレジ 浮島1c及 び、蟄

′ ◇′~熱さ‐導き蓬騒勁

　　　　　　　　　　　　　
　 　 　

　 　　 　 　 　　
　　　 　 　 　 　 　

　　　 　 　　　 　 　 　

、、
--)

･

1
℃1･

----
-1･}'

　　　

　 　　 　　　
　　

　

　 　
　

　
　　 　

　 　 　
　 　

　 　 　

図 2 特定区間割引適用区間

,B
ゾ雪幻

　 　　　 　
　　 　　　　　　　 　　　

　　 　 　　　 　　　　　度をと滅ぶ実

首都高速
東京線

Cゾーン 千葉東金道路

山武成東 松尾横芝

東京湾アクアライン

アクァライン連絡道

館
山
道

　
首都高速炎
　　　　　

　　
図 3 特定区間割引対象 I C



前
中

験
験

実
実

　

　

7/15は台風による影響が大きいため対象外とした。
富里、成田、新空港、大栄、佐原香取、潮来｣の東関東道6 IC、｢山武成東、

図 6 対象 8 - C 発着のアクアライン交通量 (E T C 車)

※交通量は次の期間の平均交通量
実験前:Hl9.7.9~8.5
実験中:H19.820~ 9.24

※8/6~ 8月9はお盆、7月5･9/6 ･9"は台風による影響が大きいため対象外とした。
※交通量はめ台単位でとりまとめており、合計に誤差が生ずる場合がある。
※割引時間帯とは、6時~ 9時、T7時~20時の合計6時間である。

謙
"

繊
麗

〕

時
槍　

　

　
　
%
“

　　
　
　

如
く
/
“>
<
↑
)

'

コ
γ

▽!
トビ
＼¥̂
M
(1トミ
ト
ミ{、

※

対
象
I
c
:
東
関
東
道
及
び
新
空
港
道

(富
里
、
成

す
る
と
い
う
も
の
で
、現
在
も
継
続
実
施
中
で
す
。

で
一
八
%
、
休
日
で
二
二
%
増
加
し
て
い
ま
す

由
、
新
空
港
、
大
栄
、
佐
原
香
取
、
潮

来
)
千
葉
東
金
道
路

(山
武
成
東
、
松

尾
横
芝
)
の
八
I
C

(図
5
)。

第
二
段
階
の
実
験
、
特
定
区
間
割
引
に
お
い
て
、

対
象
八
I
C
発
着
の
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
交
通
量
は
、

実
験
前
と
比
較
し
て
、
一
九
%
~
四
一
%
増
加
し

て
お
り
、
特
に
休
日
の
東
関
東
道
で
は
六
九
%
増

口
と
、よ
り
局
い
申
び
と
な
っ

＼
ま

ヌ
6

。

②

実
験
の
中
間
結
果

《交
通
量
の
変
化
》

･
第
一
段
階
の
実
験
、
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
時
間
帯
割
引

に
お
い
て
、
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
利
用
交
通
量
は
、
実

験
前
と
比
較
し
て
、
割
引
時
間
帯
に
お
い
て
平
日

･
第
三
段
階

(
一
〇
月
二
九
日

(月
)
~
)
…
ア
ク

ア
ラ
イ
ン
時
間
帯
割
引
十
特
定
区
間
割
引

第
一
段
階
、
第
二
段
階
の
割
弓
を
同
時
に
実
施
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00
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京藁道路(宮野木~武石)

出典;国土交通省データ、NEXCOデータ
※交通費は次の期間の平均交通量で怖o台単位でとりまとめている。

実験前 H19.79~ 8,6
実験中,Htas,20~a24

※8/6~創1銚まお盆、7′雀5･9′6･a′7は台風による影雲が大きいため

図 7 交通の変化 (第 1段階 :アクアライン時間帯割引)《周辺道路の交通状況への影響 (平日湖
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　　　　　　　　　　　　 ノノノ′′

/
/

′　　　　　　　

　　
　　

ノ

緘
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験
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第
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ノ
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図 8 湾岸ルートからアクアラインルートヘの転換

･
湾
岸
道
路
の
交
通
量
は
、
実
験
前

と
比
較
し
て
、
減
少
傾
向
に
あ
り
、

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
時
間
帯
割
引
、
特

定
区
間
割
引
と
も
に
、
湾
岸
ル
!

ト
か
ら
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
ル
ー
ト

ヘ

の
転
換
が
見
ら
れ
て
い
ま
す

(図

7

.
8
)
0

②
圏
央
道
に
お
け
る
料
金
社
会
実
験

中
間
取
り
ま
と
め

①

実
験
概
要

圏
央
道

(八
王
子
J
C
T
~
鶴
ヶ
島

J
C
T
)
は
、
今
年
六
月
二
三
日
に
八

王
子
J
C
T
~
あ
き
る
野
I
C
間
が
開

通
し
、
中
央
道
と
関
越
道
と
い
う
二
つ

の
高
速
道
路
が
圏
央
道
を
介
し
て
結
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

放
射
方
向
の
高
速
道
路

(中
央
道

･

関
越
道
)
と
接
続
す
る
圏
央
道
の
環
状

道
路
機
能
を

一
層
発
揮
す
る
た
め
、
今

年
八
月
か
ら
は
、
具
体
策
な
社
会
実
験

と
し
て
、
E
T
C
車
を
対
象
に
、
圏
央

道
全
線
利
用
割
引
及
び
中
央
道

(高
井

戸
方
面
)
圏
央
道
連
続
利
用
割
引
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

･
圏
央
道
全
線
利
用
割
引

(三
割
引
)

都
心
の
通
過
交
通
を
圏
央
道
に



迂
回
誘
導
さ
せ
る
た
め
、
圏
央
道
を
全
線
利
用
す

る
交
通
に
対
し
、
E
T
C
車
限
定
で
圏
央
道
区
間

の
割
引

(三
割
引
=
五
〇
〇
円
引

[普
通
車
の
場

合
])
を
実
施
し
て
お
り
ま
す

(図
9
)。

中
央
道

(高
井
戸
方
向
)
圏
央
道
連
続
利
用
割
引

(三
〇
0
円
引

[普
通
車
の
場
合
])

圏
央
道
に
並
行
す
る
国
道
一
六
号
等
の
渋
滞
緩

和
を
図
る
た
め
、
中
央
道
高
井
戸
方
面

(八
王
子

I
C
･
八
王
子
本
線
料
金
所
)
か
ら
圏
央
道

(八

王
子
西
I
C
~
圏
央
鶴
ヶ
島
I
C
)
を
利
用
す
る

交
通
に
対
し
、
割
引

(三
〇
〇
円
引

[普
通
車
の

場
合
])
を
実
施
し
ま
す

(固
め
)。

八王子IC ･本線料金所、八王子JC Tを
経由して圏央道を利用する交通に対し
割引く3 0 0円引[普通車の場合])を実
施

②

実
験
の
中
間
結
果

《交
通
量
の
変
化
》

･
圏
央
道
を
全
線
利
用
す
る
交
通
量
は
、
実
験
前
と

而

比
較
し
て
、約
一
六
%
増
加
し
て
い
ま
す
(図
解
)。

ヤ

･
中
央
道
と
圏
央
道
を
連
続
利
用
す
る
交
通
量
は
、

谷

実
験
前
と
比
較
し
て
、
約
一
三
%
増
加
し
て
い
ま

墳

図 9 圏央道全線利用割引 (3割引) の概要

央道を全線利用する交
に対し、圏央道区間内
3割引を実施

　　

施

巍

　
　　　

　

　

図 10 中央道 (高井戸方向) 圏央道連続利用割引の概要
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範
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増
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社会実験前;H19.フ23~ 7.24
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図 12 交通の変化【圏央道】 (中央道 (高井戸方向) ･圏央道連続利用割引)
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全
①-＼
範
)綱
増
認

(割引内容(E T C 車))連続利用割引
全車種･終日 3 0 0円引

※中央道(高井戸方面)と圏央道のゾーンのIC間を利用する車両が対象

翻中央道(高井戸方面)･圏央道連続利用交通量

…
㈱
…
蛾
000

600

　　

　　　
　　

　　　
　　
　　

(エ翌
＼
桝
)蠕
蛔
鬆

社会実験前 社会実験中

す

(図
g
o

･
実
験
前
と
比
較
し
て
、
圏
央
道
の
交

通
量
は
約

一
八
%
増
加
す
る

一
方

で
、
並
行
す
る
一
般
国
道

一
六
号
の

交
通
量
は
、
約
一
八
%
減
少
、
八
王

子
I
C
の
利
用
交
通
量
は
約
五
%
減

少
し
て
い
ま
す

(図
9
。

青梅 日の出 あきる野 八王子西

2

｢物
流
の
効
率
化

(物
流
コ
ス
ト
の
引
き

下
げ
)｣
の
た
め
の
料
金
社
会
実
験
中
間
取

り
ま
と
め

《夜
間
に
割
引
料
金
で
利
用
で
き
る

時
間
を
拡
大
す
る
社
会
実
験
》

①

実
験
概
要

国
内
長
距
離
輸
送
の
約
五
割
が
、
高
速

道
路
を
二
二
時
~
四
時
に
利
用
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
物
流
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、

上
記
時
間
帯
の
一
部
で
平
成
エ
ハ
年

=

月
か
ら
深
夜
割
引
(午
前
○
~
四
時
)を
導

入
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
割
引
適
用
を
受
け
る

た
め
、
一
般
道
路
に
一
旦
降
り
る
車
両
や

深
夜
の
料
金
所
付
近
で
は
待
ち
車
両
が
大

量
に
存
在
し
、
一
般
道
路
の
沿
道
環
境
や

料
金
所
周
辺
の
安
全
面
で
課
題
が
発
生
す

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す

(写
真
1
･
2
)。
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(囚
＼
卸
〕鰡
国
淋

　　
　出

※
i

※

※

圏央道に並行する国道 16号等の渋滞緩和の例

(露
-＼
箱
)曙
増
娯

写真 1 一般道路を走行する大型車 (国道 1号 (静岡市八坂付近))

こ
の
た
め
、
深
夜
割
引
の
適
用
時
間
を

拡
充
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
般
道
路
を
走

行
し
て
い
る
大
型
車
等
に
つ
い
て
高
速
道

路
へ
の
転
換
を
誘
導
し
、
一
般
道
路
及
び

高
速
道
路
に
お
け
る
交
通
量
の
変
化
や
料

金
収
入
に
与
え
る
影
響
を
検
証
す
る
目
的

で
、
東
名
高
速
道
路
、
名
神
高
速
道
路
、

1

東
名
阪
自
動
車
道
に
お
い
て
、
夜
間
に
割

図

引
料
金
で
利
用
で
き
る
時
間
を
拡
大
す
る

社
会
実
験
を
六
月
二
四
日
か
ら
開
始
し
ま
し
た

(表

2
)
0

②

実
験
の
中
間
結
果

(東
名
高
速
道
路

･
裾
野
I
C
~
東
京
I
C
の
例
)

夜
間
に
割
引
料
金
で
利
用
で
き
る
時
間
を
拡
大
す
る

社
会
実
験
に
つ
き
ま
し
て
は
、
東
名
高
速
道
路
、
名
神

高
速
道
路
、
東
名
阪
自
動
車
道
に
お
い
て
実
施
し
て
お

り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、
東
名
高
速
道
路
の
事
例
を
ご

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

写真 2 深夜の料金所付近における待ち車両
(東名高速道路上り線 ･東京料金所付近)



表 2

鬮開始日時及び割引率

開始日時 22時 ~ 23時 23時 ~ 24時

平成19年 6月24日 (日) 23時から 30% 割引

平成19年 8月 1日 (日) 22時から 20% 割引 30% 割引

圏割引対象車両
E T C 車両限定で、 対象の I C を指定の時刻に流出する車両 (全車種)

鬮対象となる出口 IC (流出のみ) (図 14 )

東 名 高 速 道 路 :裾野 I C ~ 東京 I C

東名阪 ･伊勢湾岸道路 :みえ川越 I C ~ 亀山 I C

名 神 高 速 道 路 ;栗東 I C ~ 西宮 I C 等

出口対象IC (料翁所)
藁名高速適路

　　　　　　　
　　 　 　

出口対象IC (料金所)
東名阪遣 ノ 伊勢湾岸道

　 　 　 　 　 　 　
　

　 　 　 　　　　

　　
　　　　

亀 ず 亀 錦 四 四 み み

出口対象IC (料金所)
東名阪遣 ノ 伊勢湾岸道

　

　 　 　 　 　 　 　　
　

　 　 　 　
　　　

　　　 　 　 　 　　

　 　 　 　 　

出□対象IC(料金所)
繊 麗襖脳 漿蕊棗

も中国吹田
尋吹田本線 茨木 大山崎

　　　　

凌ぎ漣“ “■ ““ !吹“
起諾 され{い

南鼾
久御山浅

久御山遵 巨 宇 堂 笠
ハノも 椋 治 治 取 京滋

;ミ〔行事,涼囃ぼれ〆だ し: '〆翻 れきぎみミな赫
ふ々り " ′き ぶ変遷!焚きさきもし、

図 l4 対象となる出口 I C (流出のみ)

　　 　　　　　 　　　　　　



･
東
京
料
金
所

(終
点
料
金
所
)
の
交
通
量
の
変
動

に
つ
い
て

既
存
の
ピ
ー
ク
時
間
帯
午
前
0
時
~
○
時
一
五

分
の
大
型
車
交
通
量
が
約
五
割
減
少
し
、
料
金
所

周
辺
に
お
け
る
割
引
待
ち
車
両
は
解
消
し
ま
し
た

※実験前 H乍9.6 . 4 ~ 6.2◆ 月 ~ 木
実験① H fg.6.25 ~ 7.鋭 月 ~ 木
実験② H 19.a 3 ~ 10薄8 月 ~ 木

弐

tく:
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}!毛'l

　

　

(図
1 5
･
芭

。

拡
充
し
た
割
引
時
間
帯

(二
三
時
台
)
の
大
型

車
交
通
量
は
約
三
割
増
加
し
ま
し
た

(図
俗
)。

一
般
道
の
交
通
量
の
減
少
に
つ
い
て

清
水
I
C
~
富
士
川
ス
マ
ー
ト
I
C
間
の
二
○

　　
?
｣

　

　

　

交
通
量
(台
/
5
分
)

(既存)
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　l 22:oo~ 23:oo l

図 15 交通量の変化 (東京料金所上り線 (大型車))

~
二
三
時
の
上
り
の
交
通
量
(全
車
)
を
見
る
と
、

実
験
前
と
比
較
し
て
一
般
道
の
シ
ェ
ア
が
一
･
五

ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
お
り
ま
す

(四
九
･
四
%
↓

四
七
.
九
%
)
(図
g
。

l融東名 東京料金所上り線"大型車交通量 l
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圏料金所周辺の待ち車両の増減
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図 16 料金所周辺における割引待ち車両



3

本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
に
お
け
る

料
金
社
会
実
験
の
中
間
取
り
ま
と
め

①
夜
間
割
引
社
会
実
験

実
験
概
要

9

8

Q
U

Q
O

　

　

穀

類
図 17 一般道の交通量の減少

本
升
と
四
国
間
の
物
流
機
能
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
淡
路
島
内
の
大
型
車
迂
回
交
通
に
よ
る
一
般
道
沿

道
環
境
問
題
の
改
善
な
ど
を
期
待
し
、
神
戸
淡
路
鳴
門

自
動
車
道
及
び
瀬
戸
中
央
自
動
車
道
に
お
い
て
深
夜
割

り
を
八
月
二
〇
日
よ
り
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
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出典 :本州四国連絡高速道路㈱
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※)交通流測定器 (トラフィックカウンタ)のうち大型車の値
※)実験前 :H18,82 1~ 10,22

実験中 :Hl9途.20~ 10,21

出典 :本州四国連絡高速道路㈱

図 2 1 神戸淡路鳴門自動車道における交通量の変動

一般道から本四道路に転換

※) ETC走行データから抽出
※)実験前洞la g.2~ fq l

実験中畑la g道~ 9.30

出典 :本州四国連絡高速道路(構

図 2 2 淡路島内迂回走行への効果

※1淡路島迂回走行:本州一四国間の交通で、海峡部は本四道路を利用するものの、
淡路島の(一部)区間は-報道を走行している車両

※2本四間直議交通:本州一四国間の交迩で、途中淡廃島で一殼園こ聯りることなく、
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※)天候は両日とも晴れ

図 2 3 淡路島内沿道環境 (道路騒音)の低減

社会襲臘により利用方法に変化がありましたがァ
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27覊

蕊化なし
　　　

図 24 物流事業者等の意識動向

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
国滋筍母 (淺隧市久困窮)姿邊盪(大型車) "ま撻突強請伐の比較 (平日)

d 割引時闇帯磁欝ゞ議そ癈夢麓麓繭蝨詞T
　　　　　　　誼2o

盪 ioo 、

きかきかきゞ "淨さか8弁が淨め淨蝨報ぜ淨6蝨にきべぶ "ゞ 淨ゞぢが%蝨べゞ
やぶきぶる淨ぷ證き ざ蝨き淨が、が淨や

ぶが炉も寿ぎも淨キ $がち淨もが

出典 :本州四国連絡高速道路㈱

酸化ありと回答したものの内訳

科瀞鮒麟掛あわせた釀襄霊臺誣虔隧覇覆翻霊錦
] -

　　　　　　　　　　 　　　

　　　　　　　　 　　　　　　　

‐蹴から*園雑への鮨搬轉壤鬘鬘鬘讓 lo

g 論 !0 lも 然リ ラも
　　　　　　　　　　

出典 ;本州四国連絡高速道路㈱

②

実
験
の
中
間
結
果

E
T
C
車
限
定
で
、
土
日
祝
日
の
午
前
九
時

~
午
後
五
時
に
西
瀬
戸
自
動
車
道
を
走
行
す
る

普
通
車
、
軽
自
動
車
等
を
割
引
対
象
と
し
、
全

区
間
二
0
%
割
引
と
す
る
も
の
で
す

(図
25
･

支
援
す
る
目
的
で
、
八
月
二
五
日
よ
り
西
瀬
戸

自
動
車
道
に
お
い
て
休
日
割
引
を
実
施
し
て
お

② 26 区 普 、 り 目
ち 間 通 午 E ま 動

が 九 影 す 目 増 量 割 実 二 車 後 T す 車
前 月 響 る 的 加 が 引 験 O 、 五 C o 道
年 の が な 地 し 実 時 の % 軽 時 車 に
同 治 み ど を ま 瞼 間 中 割 目 に 限 お
月 線 ら 、 西 し 前 帯 間 影 { い

･
割
引
時
間
帯
に
お
け
る
本
四
道
路
の
交
通

量
が
実
験
前
に
比
べ
、
八
~
-
○
%
程
度

増
加
し
ま
し
た

(図
な
。

･
目
的
地
を
西
瀬
戸
･u
動
車
道
沿
線
に
変
更

す
る
な
ど
、
観
光
目
的
の
旅
行
形
態
へ
の

影
響
が
み
ら
れ
ま
し
た

(図
態
。

･
九
月
の
沿
線
観
光
諸
施
設
の
入
込
み
客
数

が
前
年
同
月
に
比
べ
二
0
~
三
0
%
程
度

増
加
し
ま
し
た

(図
馨
。



--‐還送参観を荻野誘発騒ぎ警報瀕も“蕉$後報舅
、もぎ 終 いふし、

時間内に本四道路の入口又は出口料金所を通過して
い0

総務趣きまぜ輻蜜蝋薙ぎ寒菱簿%《}群蓬
特別割引は重複適用されません。

、利用区間の制限はありません。

出典 :本州四国連絡高速道路㈱
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出典 :本州四国連絡高速道路㈱
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道行セ 2007.ll



霊

お
わ
り
に

2

蓑化ありと回答したものの内駅

･′

圓
圓
圓
6

5

愛媛県側 9月期 ･観光施設入込客数
(対前年同月比)

帰

朝

今
年
六
月
か
ら
順
次
実
施
し
て
お
り
ま
す
高
速
道
路
の

節

約

綬

鱈
…
広

料
金
社
会
実
験
に
っ
い
て
、
代
表
的
な
も
の
に
対
象
を
絞

　

　

　

　

　

瀦

っ
て
、
そ
の
中
間
結
果
を
簡
単
に
ご
紹
介
し
て
ま
い
り
ま

行

データ提供 :広島県、 愛媛県

し
た
。

二

弓
き
続
き
、
料
金
割
り
の
効
果
に
つ
い
て
よ
り
詳
細
な

分
析
を
行
う
た
め
、
実
験
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

概

鰤
…

今
回
ご
紹
介
で
き
な
か
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
･

箇
所
の
料
金

社
会
実
験
に
つ
き
ま
し
て
も
、
今
後
、
機
会
が
あ
り
ま
し

た
ら
皆
様
に
ご
紹
介
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

閲

即

鍵

特

約

o

…

す
。

社会実験により利用形態に変化はありましたか?

‐-‐'‐'
‐! 漱ぐ

メド◆‐‐

西瀬戸自動車道利用者の意識動向

-

/f------‘

‐
‐-----------

-･lt･＼

'‐--
-
--･-1
.･【--
-
‐.---‘

Il

----‘!!誌!･{‘、‘;%-謎綴!

メ

‐◆‘

(単位:千人/月)

　　　

　

　

　
　
　

　

　

…
図

位
0

0

0

0

0

0

^

單
5

4

3

2

1

実験前

対象旗鑿塾 6施設

図 29 沿道観光施設入込客数への効果

(単位"千人/月)

広島県側 9月期 ･観光施設入込客数
(対前年同月比)



榊
ぼ窪

も
簾
鬱

首
囃
直
下
地
震
◎
輔
蟠
に
つ
い
て

i
国
壺
嚢
週
省
道
路
局
業
務
継
続
計
画
i

道
路
局
国
道
･
防
災
課
道
路
防
災
対
策
室

㈱
葉
務
纒
繞
計
画
と
釀

一
般
的
に
、
事
業
継
続
計
画

(B
C
P
…
切
こ
の
-□
①
の
の

n
oご□
目
崎

せ
言
已

と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
、
大
規
模

な
事
故
や
災
害
発
生
時
に
、
そ
の
企
業
等
の
事
業
を

｢
い

か
に
継
続
さ
せ
る
か
｣
あ
る
い
は

｢
い
か
に
目
標
と
し
て

設
定
し
た
時
間
内
に
再
開
さ
せ
る
か
｣
を
、
様
々
な
観
点

か
ら
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
計
画
で
す
。

官
公
庁
に
お
い
て
は
、
首
都
直
下
地
震
対
策
大
綱

(平

成
一
七
年
九
月
中
央
防
災
会
議
決
定
)
等
に
お
い
て
も
事

業
継
続
計
画
と
い
う
用
語
を
用
い
て
い
ま
す
が
、
民
間
企

業
等
の
場
合
に
は
多
数
の

｢業
務
｣
が
相
互
に
連
携
し
な

が
ら
実
施
さ
れ
、
全
体
と
し
て
一
つ
の

｢事
業
｣
を
構
成

す
る
と
い
う
の
が
多
い
の
に
対
し
て
、官
公
庁
の
場
合
は
、

業
務
の
総
体
を

｢事
業
｣
と
呼
ぶ
こ
と
が
一
般
的
で
は
な

い
こ
と
か
ら
、
｢業
務
継
続
計
画
｣
の
呼
称
の
方
が
馴
染

み
や
す
い
も
の
と
の
考
え
方
か
ら
、
本
年
六
月
に
内
閣
府

が
策
定
し
た

｢中
央
省
庁
業
務
継
続
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
｣

(以
下

｢ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
｣
と
い
う
。
)
に
お
い
て
、
｢業

務
継
続
計
画
｣
と
い
う
呼
称
を
用
い
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
、

首
都
直
下
地
震
の
よ
う
に
中
央
省
庁
自
体
も
被
災

に
よ
り
機
能
低
下
し
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
情
報
及
び
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
等
利
用
で
き
る
資
源
に
制
約
が
あ
る
状

況
下
に
お
い
て
、
優
先
実
施
す
べ
き
業
務

(非
常
時

優
先
業
務
)
を
特
定
す
る
と
と
も
に
、
業
務
実
施
に

必
要
な
資
源
の
確
保

･
配
分
や
、
そ
の
た
め
の
手
続

き
の
簡
素
化
、
指
揮
命
令
系
統
の
明
確
化
等
に
つ
い

て
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
業
務
立
ち

一
上
げ
時
間
の
短
縮
や
発
災
直
後
の
業
務
レ
ベ
ル
の
向

-

　

　

…
上
を
図
り
、
適
切
な
業
務
執
行
を
行
う
こ
と
を
目
的

…

　

　

-
と
し
た
計
画
。

-

と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
首
都
直
下
地
震
の
よ
う
な
不
測
の
事
態
に
よ

る
被
害
を
受
け
た
場
合
で
も
、
社
会
経
済
活
動
に
重
大
な

影
響
を
及
ぼ
す
業
務
に
関
す
る
機
能
は
中
断
す
る
こ
と
な

く
継
続
す
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
中
断
し
た
場
合
で
も

可
能
な
限
り
短
時
間
で
そ
の
機
能
を
回
復
す
る
た
め
の
対

応
方
法
等
を
定
め
た
も
の
で
す
。

道矛千セ 2007‐11

三

国
晝
爽
週
省
に
お
け
る
贓
組
み

国
土
交
通
省
防
災
業
務
計
画
(平
成
一
八
年
八
月
修
正
)

、1

に
は
、
防
災
対
策
の
基
本
方
針
と
し
て
、

“



( 産
凡 の
(
一
般
継
続
重
要
業
務
)
を
抽
出
し
、
人
的
な
執
務
体
制
、

保
全
等
の
た
め
に
継
続
す
る
こ
と
が
必
要
な
業
務

量

国
王
交
通
省
業
務
纒
繞
計
画

国
土
交
通
省
業
務
継
続
計
画
に
は
、
首
都
直
下
地
震
発

生
時
に
国
土
交
通
省
が
果
た
す
べ
き
災
害
応
急
対
策
業
務

(首
都
直
下
地
震
応
急
対
策
業
務
)
と
、
通
常
業
務
の
中

で
も
、
国
民
の
生
命
･
安
全
の
維
持
、
国
民
の
権
利
や
財

※
!
中
央
防
災
会
議
で
想
定
し
て
い
る
首
都
直
下
地
震

の
う
ち
、
｢東
京
湾
北
部
地
震

(マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

"
、
東
京
二
三
区
の
最
大
震
度
六
強
)｣
を
基
本
と

し
て
、
国
土
交
通
省
本
庁
舎
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

被
災
･
復
旧
状
況
等
の
詳
細
な
前
提
条
件
を
設
定

　 　　 　　　
害 ち し

、 車o 復 国
旧 土
状 交

と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
防
災
業
務
計
画
を
補
完
し
、

首
都
直
下
地
震
を
想
定

(※
)
し
て
、
｢国
土
交
通
省
業

務
継
続
計
画
｣
を
、
他
の
省
庁
に
先
ん
じ
て
、
本
年
六
月

に
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す

(図
1
)。

※
に
策

　 　
発
災
時
に
国
土
交
通
省
の
所
管
す
る
事
務
に
係
る

機
能
が
停
止
も
し
く
は
低
下
し
た
場
合
に
お
い
て

も
、
防
災
対
策
業
務
及
び
業
務
停
止
が
社
会
経
済
活

動
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
重
要
業
務
を
継
続
す
る

た
め
の
取
組
み
を
推
進
す
る
。

首都直下地震対策大綱 (H 17.9 )
首都中枢機関は発災時の機能継続性を確保するた
め、事業継続計画を策定する。

首都直下地震応急対策活動要領 (H 18 .4 )
国土交通省の主な活動は、緊急輸送のための
交通の確保 ･緊急輸送活動など。

中央省庁業務継続ガイドライン (内閣府)
%

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
国土交通省安全 ･★心のための :国土交通省安全 ･安心のための

“纖,搬送談謹ま翳策･囃さ料巽期錦話し
画への取組み 施 打ち出す。 l画への取組み｣ を打ち出す。

図 1 国土交通省業務継続計画策定の背景

被害態定 業務継続への影響

図 2 想定被害と業務継続への影響

勤務時間内発災 → 帰宅できるまで、全職員や来訪者に
対しての食料備蓄が必要

勤務時間外発災 → 発災直後の参集は徒歩のみ

耐震化済みであり、大きな影響無し

通信は災害時優先電話、専用の情報ネットワークと携帯
メールのみ

非常用発電、貯水タンク等による利用に限定

国土交通省安全 ･安心のための
ソフト対策推進大綱 (H 18 .6 )

発災時に国土交通省の所管する事務に
係る機能が停止もしくは低下した場合
においても、防災対策事業及び業務停
止が社会経済活動に重大な影響を及ぼ
す重要業務を継続するための取組みを
推進する。

国曲褻週省稟議纒繞計画

防災業務計画を補完
首都直下地震等を想定

①鉄道は 3日間途絶し、以降 3 0日
で徐々に回復

②庁舎周辺では震度6強の地震動

③一般電話は輻輳時の通信規制によ
り 1週間以上はつながりにくい
携帯メールは遅延はあるが使用可

④電気 2日、 水道 3日の停止



〈参考〉首都直下地震応急対策業務の抽出の考え方

“
1

早
期
復
旧
、
帰
宅
者
の
支
援
の
た
め
、
被
災
情

…
報
等
を
迅
速
に
収
集
、
提
供

-
2

迅
速
な
震
災
復
興
に
向
け
た
緊
急
輸
送
ル
ー
ト

等
2

　　　

行 た
　 　
保 く

1 i 道 四四

道
路
局
業
務
纒
繞
計
画

道
路
局
で
は
、国
土
交
通
省
業
務
継
続
計
画
を
受
け
て
、

　-

･
三
一時
間
以
内
に
、
地
方
八

･
三
一時
間
以
内
に
、
地
方
公
共
団
体
と
連
携
を
し

つ
つ
、
道
路
利
用
者
及
び
帰
宅
困
難
者
に
対
し
て
、

迂
回
ル
ー
ト
や
復
旧
状
況
等
の
情
報
提
供
を
開
始

･
一
日
以
内
に
、
広
域
支
援
部
隊

(警
察
、
消
防
、

自
衛
隊
等
)
の
進
出
の
た
め
の
緊
急
輸
送
ル
ー
ト

三
日
以
内
に
、
幹
線
道
路
、
防
災
拠
点
へ
の
緊
急

輸
送
道
路
の
一
部
供
用

　 　 　
送 百 -
道 国 部
路 笹 供
の ぢ 用

対
策 こ

業 の
務 中
は で

こ
の
中
で
、
道
路
局
関
係
固
有
の
首
都
直
下
地
震
応
急

次 道
の 路
と 局
お 関
り 係
で 固
す -

庁
舎

･
設
備
等
の
執
務
環
境
等
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
具

体 庁
的 舎
に ･

規 設
定 備

た秀
も 執
の 務
で 環
す 境

･業務停止が場合の影響を評価し、 継続すべき優先業務を抽出

･勤務時間外に発災し、 徒歩による参集を想定して、 参集可能な人員数を把握

･これらの条件の下で、 謀室単位で優先業務の遂行状況を検証

:} '% -
　

　 　　 　　　　 　

◆当該業務が停止又は回復されない場合に

○国民生活 ･社会経済活動に与えると想定される影響を 5段階 (影響は軽微~ 影響が極めて

大きい) で評価

0 発災からの経過時間毎に、 どの程度のレベルの影響が想定されるかを評価

◆継続すべき業務は、 1カ月以内にレベル田 (影響度は中度、 国民生活の不便等の社会的影響

が発生) 以上の影響が生じる業務を抽出

　 　 　　 　

◆職員の居住地データ等をもとに参集可能人数を課室単位で算出

く職員参集可能人数の考え方〉

○発災後 3日間は、 本省から 2 0 km圏内の居住者が

徒歩で参集

○本人 ･家族の被災、 周辺の救出 ･救助活動に従事

《参集可能人数の想定》

発災後 参集可能人数

1時間目

3時間目

1 日 ~ 3 日目

30日目

41un圏内職員の約 6割

12km圏内職員の約 6割

20km圏内職員の約 6割

全職員の 9割

参
集
可
能
人
数

、)′
0

0

0

0

0

0

%
1 0

8

6

4

2

1 3 l2 1 3 1 2 3 1
時 時 時 日 日 週 週 週 力
間 間 間 間 間 間 月

地震発生後の経過時間

の
二
つ
の
大
き
な
目
標
を
設
定
し
、
及
び
そ
の
目
標
達
成

に
向
け
た
業
務
分
担
や
要
員
確
保
の
た
め
の

｢道
路
局
業



務
継
続
計
画
｣
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
の
業
務
と
し
て
、
災
害
対
策
本
部
と
の
連
絡

調
整
、
被
災

･
迂
回
路
･
復
旧
状
況
の
情
報
収
集
及
び
と

り
ま
と
め
、
災
害
対
策
方
針
の
検
討
、
応
急
復
旧
を
含
む

災
害
復
旧
事
業
の
指
導
、
優
先
的
に
啓
開
す
る
道
路
の
検

討
･
調
整
、関
係
機
関
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
の
情
報
提
供
、

災
害
復
旧
事
業
予
算
の
調
整
等
の
他
、
職
員
や
そ
の
家
族

の
安
否
確
認
及
び
執
務
環
境
の
整
備
な
ど
必
要
と
な
る
業

務
及
び
そ
の
業
務
の
責
任
者
や
要
員
数
に
つ
い
て
整
理

し
、
参
集
し
た
職
員
が
順
次
、
緊
急
を
要
す
る
業
務
を
担

う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す

(図
3
)。

五

轡
道
路
管
理
者
間
の
連
携

道
路
局
業
務
継
続
計
画
に
あ
る
情
報
収
集
に
関
す
る
業

務
や
、
優
先
的
に
啓
開
す
る
道
路
の
検
討

･
調
整
な
ど
の

業
務
は
、
道
路
局
だ
け
で
な
く
、
関
東
地
方
整
備
局
、
関

係
地
方
公
共
団
体
及
び
関
係
高
速
道
路
会
社
の
各
道
路
管

理
者
相
互
の
連
携
な
く
て
は
機
能
し
な
い
と
言
う
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
優
先
的
に
啓
開
す
る
道
路

(迂
回
路
を
含
む
)
の
情
報
の
共
有
や
、
迅
速
か
つ
正
確

な
情
報
の
伝
達
の
方
法
等
に
つ
い
て
、
現
在
、
関
東
地
方

整
備
局
が
中
心
と
な
っ
た

｢首
都
直
下
地
震
連
絡
会
｣
に

お
い
て
、
各
道
路
管
理
者
間
相
互
の
連
携
方
策
等
の
検
討

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

穴

終
わ
り
幅

こ
の
よ
う
な
業
務
継
続
計
画
は
、
業
務
継
続
の
重
要
性

を
職
員
一
人
一
人
に
定
着
さ
せ
る
た
め
、
日
常
か
ら
の
訓

練
、
教
育
を
実
施
し
、
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
ス
パ

イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
、
業
務
継
続
力
の
向
上
を
図
る
こ

と
が
、
今
後
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

図 3 道路局業務継続計画における目標

｢首都中枢機能は、 特に発災後 3日間程度の応急対策時期においても、 途絶すること
く、継続性が確保されることが求められる。｣
｢道路は、 災害対策要員や資機材の緊急輸送基盤として重要な役割を担う。このため、
~急輸送道路のうち、首都中枢機能の継続性確保のために特に重要な区間については、
中略) 1日以内に緊急車両等の通行機能を確保できるようにする。｣

(以上 中央防災会議 ｢首都直下地震対策大綱｣ より)
･東京都地域防災計画では、 3日間で道路の啓開が本格化すると考え、 それまでの 3日
間は備蓄食料等を支給する。

保
L
ち

急朧　　　　　　

◎迅速な震災復興に向けた緊急輸送ルート等の通行確保

- ･ l日以内に、緊急輸送ルートの通行確保

l ･ 3日以内に、緊急輸送道路における通行を確保し、避難者への緊急物資の
i 輸送ルートを確保
.＼、~‐-‐“‐･･“-‐‐--.--･････.----･･---‐---‐---▲---‐----̂--‐‐‐‐･“‐▲----------‐----‐‐“‐‐‐--.--･･"---‐“‐‐“‐.------･･･【･-‐-】‐‐--‐‐--･･-‐･･--･･“‐‐▲-‐----.----･シー‐‐“‐---̂.------

･ 1時間以内で関係機関に対して被災情報の提供開始
･ 3時間以内に道路利用者に対しで情報提供を開始
･ 12時間以内に道路利用者 ･帰宅困難者に対して迂回ルートや復旧状況の !
情報提供を開始

東京湾北部地震による帰宅困難者は約 6 50万人
(中央防災会議 ｢首都直下地震専門対策調査会｣ 想定)

｢徒歩帰宅者の円滑な誘導に対する適時 ･適切な情報の提供｣
(中央防災会議 ｢首都直下地震避難対策調査会｣ 資料)

自主民等の安全確保と民心の安定に資する正確かつ迅速な情報の公表及び適時適切な
広報を行う (中央防災会議 ｢首都直下地震応急対策活動要領｣)

◎早期復旧、帰宅者の支援等のため、 被災情報等を迅速に収集、提供



呼
戚
一
也
年
度

遭
騰
轡
鯉
幟
癩
実
態
調
査
に
つ
い
て

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

中
山

旭

鯉

は
じ
め
に

道
路
管
理
瑕
疵
実
態
調
査
は
、
調
査
の
開
始
時
期
は
不

明
で
あ
る
が
、
道
路
の
種
別
毎
の
管
理
瑕
疵
実
態
及
び
道

路
管
理
関
係
訴
訟
の
判
決
等
を
把
握
し
、
こ
れ
ら
を
広
く

道
路
管
理
者
に
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
道
路
管
理
者

に
お
い
て
、
今
後
の
道
路
管
理
に
当
た
っ
て
の
留
意
点
等

の
検
討
に
資
し
、
も
っ
て
、
各
道
路
の
構
造
の
保
全
又
は

交
通
の
危
険
防
止
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
毎
年
、
全
国
の
各
道

路
管
理
者

(道
路
管
理
部
局
)
に
御
協
力
い
た
だ
き
、
各

道
路
管
理
者
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
デ
ー
タ
等
を
当
課

に
お
い
て
一
月
項
に
取
り
ま
と
め
、
二
月
頃
各
道
路
管
理

者
に
配
布
し
て
い
る
。

平
成
一
七
年
度
道
路
管
理
瑕
疵
実
態
調
査

(｢以
下

｢平
成
一
七
年
度
調
査
｣
と
い
う
。)
は
、
本
年
一
月
に
取

り
ま
と
め
、
二
月
に
配
布
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
稿

に
お
い
て
、
そ
の
概
要
と
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
す
る
。

墨

調
壼
結
果
の
纜
襄
と
ポ
イ
ン
ト

道
路
の
管
理
瑕
疵
に
よ
り
、
賠
償
し
た
事
案
の
件
数
及

び
金
額
に
つ
い
て
、
平
成
一
三
年
度
か
ら
一
七
年
度
ま
で

の
五
箇
年
を
主
に
訴
訟
等
と
示
談
に
分
類
し
集
計
し
た
も

の
が

｢総
括
表
｣
(表
-
)
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
事
故
態

様
分
類
別

(道
路
管
理
者
別
)
表
2
ー
ー
か
ら
表
2
ー
8

ま
で
を
総
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
ー
中
、
｢判
決
等
｣
と
は
、
判
決
の
ほ
か
、
裁
判
上

の
和
解
、
調
停
に
よ
る
解
決
を
含
む
概
念
と
し
て
整
理
し

た
も
の
で
あ
り
、
｢示
談
｣
と
は
、
道
路
管
理
者
と
被
害

者
等
の
間
の
民
事
上
の
和
解
に
よ
る
解
決
を
示
し
て
い

る
。
こ
の
表
で
は
、
賠
償
金
を
支
払
う
管
理
瑕
疵
事
案
の

中
で
も
、
訴
訟
等
に
よ
る
解
決
は
少
な
く
殆
ど
が
示
談
に

よ
る
解
決
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
特
に
、
地
方
公
共
団

体
が
管
理
す
る
道
路
で
は
、
そ
の
状
況
は
顕
著
で
あ
る
。

表
2
ー
-
以
降
の
調
査
結
果
の
把
握
の
前
提
と
な
る
事

故
態
様
の
分
類
方
法
は

｢事
故
分
類
表
に
つ
い
て
｣
に
掲

げ
る
と
お
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
表
1
の
総
括
表
は
、
国
管
理
(い
わ
ゆ
る
直
轄
)、

高
速
道
路
株
式
会
社

(旧
公
団
)、
公
社
、
地
方
公
共
団

体

(都
道
府
県
、
指
定
市
、
市
、
町
村
)
の
分
類
に
よ
る

統
計
で
あ
る
。

1

国
が
管
理
す
る
一
般
国
道

(表
2
ー
2
)
(図
2
)

い
わ
ゆ
る
直
轄
管
理
道
路

(指
定
区
間
道
路
)
で
は
、

｢穴
ぼ
こ
｣
が
最
も
多
く
、
次
い
で
平
成
一
三
年
を
ピ
ー



ク
に
減
少
傾
向
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
二
年
増
加
傾
向
を
示

因
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

し
て
い
る
、
｢落
下
物
｣
を
瑕
疵
原
因
と
す
る
事
故
が
多

い
。
以
下

｢蓋
不
全
｣、
｢落
石
｣、
｢そ
の
他
｣、
｢安
全
施

3

公
社
が
管
理
す
る
一
般
有
料
道
路

設
不
備
｣
、
が
そ
れ
に
続
く
と
い
う
傾
向
が
窺
え
る
。
特

に

｢蓋
不
全
｣
は
一
六
年
度
は
減
少
し
た
が
、
一
七
年
度

は
再
び
増
加
し
た
。
｢安
全
施
設
不
備
｣
は
、
毎
年

一
五

件
前
後
で
あ
ま
り
増
減
が
見
ら
れ
な
い
状
況
で
推
移
し
て

い
る
が
、
一
七
年
度
は
若
干
減
少
し
た
。

2

高
速
道
路
株
式
会
社

(旧
公
団
)
が
管
理
す
る

高
速
自
動
車
国
道
又
は
一般
有
料
道
路

(表
2
ー
3
)
(図
3
)

高
速
自
動
車
国
道
又
は
一
般
有
料
道
路
で
は
、
｢そ
の

他
｣
が
平
成
一
四
年
度
を
ピ
ー
ク
に
一
七
年
度
ま
で
三
年

連
続
で
減
少
し
て
い
る
も
の
の
依
然
と
し
て
最
も
多
い
傾

向
が
顕
著
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
料
金
所
に
設
置
さ
れ
て
い

る
開
閉
バ
ー
の
故
障
等
に
起
因
す
る
事
故
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
、
近
年
の
E
T
C
の
普
及
等
に
伴
い
新
た
に
多
く
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
が
、
そ
の
後
の
対
策
に
よ
り
件

数
が
減
少
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
｢落
下
物
｣

が
増
加
傾
向
に
あ
り
一
七
年
度
に
お
い
て
は
、
｢そ
の
他
｣

の
件
数
と
同
数
ま
で
増
加
し
て
い
る
。
｢穴
ぼ
こ
｣
、
｢路

上
障
害
物
｣
、
は
、
近
年
増
加
傾
向
で
あ
っ
た
が
、
一
七

年
度
は
減
少
し
た
。
し
か
し
表
の
単
位
目
盛
の
設
定
を
掛

酌
し
、
一
般
国
道
と
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
依
然
と
し
て
、

道
路
本
体
の
構
造
上
の
瑕
疵
と
し
て
は
最
も
多
い
事
故
原

(表
2
1
4
)
(図
4
)

都
道
府
県
道
路
公
社
が
管
理
す
る
一
般
有
料
道
路
で

は
、
総
じ
て
、
そ
の
年
に
よ
り
、
事
故
態
様
が
大
き
く
変

動
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
｢公
社
｣
は
全
国
の
地

方
公
共
団
体
の
公
社
全
て
を
調
査
対
象
と
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
各
公
社
が
管
理
す
る
道
路
の
地
理
的
特
性
等
の
場

所
的
環
境
や
利
用
実
態
等
を
分
析
し
な
い
と
傾
向
に
つ
い

て
何
と
も
言
え
な
い
状
況
で
あ
る
。
た
だ
し
、
全
体
を
通

じ
て
、
｢落
下
物
｣
、
｢落
石
｣
、
｢路
上
障
害
物
｣
が
上
位

を
占
め
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

4

地
方
公
共
団
体
が
管
理
す
る
一
般
国
道
、

都
道
府
県
道
及
び
市
町
村
道

(表
2
ー
5
)
(図
5
)

地
方
公
共
団
体
が
管
理
す
る
道
路
で
は
、
表
2
ー
6
以

下
で
も
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
が
窺
え
る
が
、
｢穴
ぼ
こ
｣
と

｢蓋
不
全
｣
の
上
位
二
つ
が
不
動
の
位
置
を
占
め
て
い
る
。

地
方
公
共
団
体
の
管
理
す
る
道
路
の
中
で
も
、
異
な
る
特

徴
を
見
せ
る
の
が
、
都
道
府
県
が
管
理
す
る
一
般
国
道

･

都
道
府
県
道

(図
6
参
照
)
で
あ
り
、
｢落
石
｣
が
全
体

で
年
間
三
〇
〇
件
を
超
す
状
況
で
推
移
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
都
道
府
県
が
管
理
す
る
各
道
路
の
地
理
的
特
性
な
ど

の
場
所
的
環
境
に
も
大
き
な
原
因
が
あ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。



事故態様別分類について

衾曽 事件の概要 内 容

9 工事不全

道路工事中の通行車両等に対する安全確保の方法が悪かったた
めに発生した事故,
倒:工事中、工事箇所等を標示する標識等の不備、保安施設の
損壊 (工事初段差、穴ぼこに起因する鳩合は工事中の安全確
保が悪かったものとしてこの分頌に入れる)

10 安全施設不備

ガードレール、標識等の安全施設の不備こ起因する事故, (交
通安全施設とは、道路構造令第31発こ規定するものをいう. )
例黄禍、ガードレール、照明施設、視線誘導標 的止ぬ 道路
標識、道路反射鏡

1 1 脱ト喬 橋梁の流出･損壊に起因する事故,

1 2 落下物直翳

町長枝･雪氷･道路標識等が倒壊･落下等して通行車両 歩
行者等に直撃した事故,
(落石、崩士による仲まれこ分類し、安全施設による件はこの

分類に入れる. )

1 3 その他 上記以外の道路の設置管理の瑕疵に起因する事故,

分類
番号

事故の概要 内 容

′、1-̂ 穴ぼこ 萓路の矧ぎこに起因する事故,
新上道路上の穴ぼこ、走行に伴う道路の陥没

2 段 差 萓路の段差に起因する事故

3 蓋不全

{則構、マンホール、排水口、通風ロ等の蓋 グレージング等に
起因する事故.
例:側溝の蓋損壊、不存在、鉄板と路面との段差、グレージン
グの巻き込み、支持部分の欠損lとまる蓋部分の陥没

4 スリップ
路面東結、流出土砂、排水施設の不全等に起因するスリップ.
例凍結によるスリップ、路面水に起因するスリップ、鉄講上
のスリップ

5 道路崩壊1 道路の胸受、路肩崩壊等のため通行車両が路外に転落する事
故,

6 道路崩壊2 道路の崩壊した土砂が沿道の家屋 田畑等に損害を与えた場

7 落 石
落石、崩土に起因する事故,
枦籤道路区域外から道路上への落石-崩士、道路区域内法面か
らの落石-崩士

8 路上障害物

路上放置物、路上落下物 (落石･崩土を除く)、道路の通行･
通過の際の障害物放置に起因する事故,
例:放置車両･走行車両からの落下物、工事こ際しての土砂放
置倒木･歩道上の雑草繁茂

①賠償件数及び金額について
年度内に終結したものを計上している。
したがって、 年度内に終結していない案件は、

なし･O
②道路管理者について

市には、 東京 23 区が含まれている。
③処理区分について

含まれてい

｢判決等｣ とは、 判決、 裁判上の和解、 調停などをいう。

表 1 総括表
道 路
管 理 者

処理
区 分

13年 14年 15年 16年 17年 合 計
件 数 賭備金額 件 数 脂欄金額 件 数 結構 額 件 数 賠賞金額 件 数 賠償金額 件 数 賠償 額

国土交通大臣
判決等
示 談
計

6
15]
l67

0
45,234
45,234

2
]07
109

0
l99,650
l99,550

6
144
149

邱
幻
班

682
490
072

2
144
l46

0
41,026
41,025

2
147
149

0
387 66
38,766

l7
693
710

53
362
415

582
065
647

高速道路株式会社
(旧公団)

判決等
示 談
計

2
80
靴

雑
税
蜘

038
442
480

0
249
249

榴
榴

0
655
655

2
178
l80

2
鱒
館

682
981
563

l
207
208

鉾
盟

250
654
904

8
l41
l49

0
59,988
59,988

13
855
868

19
336
356

870
720
590

公 社
判決等
示 談
計

o
“
"

OU
AMJ

0
261
261

0
26
第

?U
QJ

0
859
869

0
館
的

?り
QU

0
885
885

0
即
刻

QU
QU

0
797
797

0
24
教

0
4,935
4,935

0
l06
l06

加
鶉

0
737
737

地 方

公共団体

判決等
示 談
計

24
3,332

43
653
696

709
278
987

17
3,486
3,503

73
6l3
68G

584
386
969

l7
4,266
4 273

215
695
8lo

722
217
939

26
3,339
3365

18l
569
751

557
580
137

22
3,334
3,356

l63
760
904

377
959
33G

l06
l7,747
l7,863

667
3,l82
3,850

949
4l9
368

内

訳

都道府県
判決等
示談
計

6
L 109
u }5

20
242
262

347
206
553

7
もl20
1、l27

47
274
322

756
920
676

7
l,416
1,423

l96
232
429

703
3′lo
043

7
1,132
L 139

66
225
292

670
776
446

8
1,16l
1,l69

l5
389
404

24l
662
903

35
6,938
6,973

346
も364
も7=

717
904
621

政令指定市
判決等
示 談
鷺十

1
268
269

5
釧
“

173
835
008

2
28l
283

露
範
郎

93l
868
789

2
267
269

l
58
59

352
625
877

4
29l
295

44
44
89

667
369
036

3
346
知り

56
56

245
861
106

l2
1,453
1,‘165

64
267
33l

368
448
81G

市町村
判決等
示 談
計

“
1,966
1,972

18
349
367

189
237
426

8
2,085
2,093

l2
291
304

897
607
604

8
2瀞73
2,581

“
304
322

667
352
019

15
1,9l6
l,931

70
299
369

220
435
655

=
l,827
1,838

l37
305
4!l3

891
43G
327

59
10,356
lo,415

256
1,550
1,806

864
067
93l

全 国 計
判決等
示 談
計

32
3,580
3,6l2

60
789
849

747
215
962

l9
3,868
3,887

73
890
964

584
449
033

24
4,697
4,621

27l
683
955

886
573
459

29
3,710
3,739

181
694
875

807
066
863

32
3,646
3,678

l63
854

LO08

377
648
025

l36
19,401
19,537

7‘ll
3,911
‘l,653

40l
94l
342



表 2ー 1 事故態様別 :全道路 (単位 :千円)
分
類

事故
態様

処理
区分

13年 14年 16年 16年 17年 計
件籔 む鋭篩 平均 件数 窓"、齦 平均 件数 支込韻 平均 件数 支払額 平均 件数 言乳範 平均 件数 支 顫 平均

l 穴f沃こ
判決等
示駮
計

も267
l,269

7,!38
236,l27
243,265

3,569
l-244 98,9l5

98,9l6

0
80
80

l-898
1,goo

1-475
l-354 蜷lJ60

217
97
97

l,312
I,316

220
8l
81

7-075
1-056

2 段差 示談
計

2
l87
l89

l,220
79,33l
80,56l

6lo
424
426

0
22l
221

60,868
0

275
276

I
224
225

も623 4
240
244

2,669
32,681

667
!36
144

3
224
227

7,003
I-096

26-622
250-466

2,652

3 亞不全 示談
計

4
760
754

4-562
｣20,877

し14l 7
86l
868

26-009
l34,969

3,7l6 2
729
731

?,614 5
650
655

7-816
6-695

1-563 4
704
708

2-668
3,684

63,64G
613-641

2,893

4 スリップ 示談
計

0
33
33
0

8,935
0

271
2れ
0

1
43
44
0

8240
8,240

0
192
187

l
44
45

350
280
282

3
19
22

2,769
1go
146
l52

0
2l
れ

0
403
403

5
i60
l65

40,723
184
265
252

6 (濃行車両
の被害)

示蟄
計

0
37
37

17,940
17,940

0
485
486

0
41
41

M ,195
0

346
346

l
18
I9

138,548 0
26
26

0
679
679

I
30
31

1,635 2
i62
154

140J83
76,061

70ゆ92

6 (沿遺惣屋
等の被害)

示談
計

0
7
7

3-854
3,8S4

0
55I
65!

0
2
2

0
714
714

0
367
3S7

0
2
2

3,35l
1
5
6

1-627
0
6
6

73,663 12,259
l
22
23

92バハ6 4,203

7 落石 示
計
数

2
416
4l8

15,740
92994

れ870 1
432
433

340◆94l
34l,360

4l9
789
788

1
45l
452

l6-000 0
360
360

0
226
225

0
352
352

127-848
0

363
363

ao=
7790

8
路上

障害物

判決等
示談
計

1
182
183

27,949
27,949

0
154
騎3

0
223
223

43,479
0

l95
I95

3
198
201

867
l9l
20l

2
208
210

3-625 I
217
2l8

35,475
0

163
163

L028
1,407

9 工事不全 示談
計

1
20
21
4

8-849
6,849

0
442
42l

5

2
l6
I8

2597l l2-986 2
=
l3

3,250 3
18
2l

4-488
l,013

2
26
28

3,972
0

l53
!42

Io
9l
10l

4,693

lo
不 備

示談
計

4
140
144

56′615
76“62

5,087
404
534

S
146
ISI

20,478
29,123
49,60l

4,096 8
l77
l85

9-769 7
177
l84

l48,62I
74,718

2l-217 8
l?8
186

96.644
70-348

l2,08l 32
8I8
850

= ,380

= 脱橋 示
計
談

0
1
I

0
67
“

0
67
67

0
I
1

1-M 8
転封8

L148
1護48

0
3
3

0
56l
56l

0
3
3

2,20G
0

735
735

0
0
0

･))'〉〉]
0
0
0

0
0
0

0
8
8

0
637
637

l2
落下物

直翠
示教
計

0
306
306

74,292
74,292

0
243
243

0
302
302

69,177
0

229
229

0
262
262

0
220
220

0
344
344

れ-l86
0

207
207

l
360
36l

l75,768
80
488
487

1-674
80
285
284

13その他 示談
計

16
234
250

= ,740
6l-395
73-135

734
262
293

3
346
349

88,ool
88,708

233
254
264

3
680
583

3,7lo l
306
307

86,345
0

282
281

8
216
224

22,897
77-966

2,862
361
450

l,682
1趨勢

示談
計

3,580
60,747
7892l5

l,898
3,868

73,584
890,449

3-873
4,697

27も886
883,573

M ,329
3-710

18I-807
694-056

6-269
3,646

l53,377
854-648

4-793
191401 3,911

6-46l
202
238

表 2 ー 2 事故態様別 :一般国道 (国管理) (単位 :千円)
分
類

事故
態様

処理
区分

総年 14年 15年 16年 作年 計
件数 支払額 平均 件数 支払頭 平均 件数 支払額 平均 件数 支払額 平均 件数 支払額 平均 件数 支払額 平均

内談こ 示談
計

0
れ
2!

2,862
2,852

0
136
l36

0
9
9

0
835
836

0
93
93

0
40
40

6,367
0

169
l59

0
60
60

ILI0I
0

l85
185

0
S4
64

7梓24
0

I37
!37

0
l84
I84

28,579
0

l55
l65

2 段遼 示談
計

0
6
5

0
?38
738

0
148
148

0
5
5

4,624
4,624

0
905
905

0
8
8

l,274
0

l59
159

0
6
6

2730
0

455
455

0
3
3

0
657
657

0
2l9
219

0
27
27

9ぶ然
0

368
368

3 薑不全 示議
計

l
お
17

3,3I7
0

207
195

0
14
l4

5-460
6,460

0
390
390

2
l9
21

I6-027
2-沮8

れ5!4 0
8
8

3-678
0

447
447

0
I6
16

‘も705
0

294
294

3
73
76

16,027
l9-l78

6ぬ09

4 スリップ 示談
計

0
3
3

0
431
431

0
2
2

0
607
607

0
304
304

0
5
5

2-246
0

449
449

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
Io
10

0
4l5
416

6 (通行車両
の被害)

示談
計

0
1
美
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
1
l

0
87
87

0
R7
87

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
2
2

0
87
87

0
44
44

8 (沿道家屋
等の被害)

示
計
談

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

7 落石 示談
計

0
I3
13

15,071 1,l59
0
l5
15

l65,192 =-0l3
0
8
8

2,623
0

315
3l5

0
9
9

4-572
0

608
608

0
9
9

3,974
0

442
4｣2

0
54
54

lol,332 3,543

8
路上

騨害物
示談
計

I
10
=

2,162
2,162

0
21G
l97

0
9
9

LO97
0

122
122

0
7
7

0
561
55l

0
79
79

0
2
2

0
530
530

0
265
266

0
6
6

0
452
452

0
75
76

J
斜
35

4792
0

l41
137

9 工事不全 示談
計

I
I
2

0
546
546

0
546
273

1
!
2

0
354
354

0
354
177

l
0
1

0
0
0

0
0
0

l
0
I

0
0
0

0
0
0

2
1
3

0
67
67

0
0
22

6
3
9

0
967
967

0
322
I07

lo
安曇施設

不 備
示談
計

0
l6
16

71879
0

492
‘l92

l
l8
I9

し820
l,820

0
10I
96

I
9
1o

28-555
厩606

28-555 0
M
l4

3,194
0

228
228

0
8
8

1,3
0

165
165

2
65
67

l97lG
14278

= 競撥 示談
計

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

l2
直撃

示談
計

0
唾7
47

9,l53
9,I53

0
l95
195

0
30
30

9-339
9,339

0
311
3u

0
29
29

5,232
0

180
180

0
37
37

7,852
0

212
2l2

0
組
4I

1も75I
0

287
287

0
l84
l84

43-327
0

236
235

l3 その他 示談
計

3
l8
21

2-222
0

l23
106

0
4
･圭

lo-322 2,68l
1
18
19

-0-000
= -586

10'000 !
8
9

銃468
0

934
830

0
9
9

8,419
0

935
935

5
57
62

Io'000
40･0l?

2,00O

示談
計

6
16l
l57

45,234
46-234

0
300
288

2
l07
I09

199刃50 も865
5

l44
149

53,582
37,490

lo-71G 2
l44
l46

4I妙26
0

285
281

2
147
149

38,766
0

264
260

17
693
れ0

53,682
368065

3J52



(単位 :千円)表 2 ー 3 事故態様別 :高速自動車国道 ･一般有料道路 (高速道路㈱管理)
分
類

事故
魅様

処理
区分

13年 14年 毎年 16年 "年 計
件数 鬱勃,舗 平均 件数 鬱勃.樋 平均 件数 を私髄 平均 件数 窓鼠鮖

0
平均 体裁 平均 件数 窓≠人箱

0
平均

l 刻まこ 示談
計

0
lo
10

63,797 6,380
6,380

0
12
l2

5792
5ヌ92

0
483
483

0
26
26

9,768
9-768

0
48
‘l8

1I846
0

247
247

4-09g
l

日4
=6

95,301
95,301

0
836
829

2 段幾
判決等
示談
計

0
1
1

0
266
26G

0
266
266

0
1
3

1,800
1,800

0
1
l

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
3
3

2,087
2,087

0
69G
696

3 葭不全 示
計
殼

1
1
2

も298 I,298 0
2
2

0
481
481

0
241
24l

0
2
2

L187
Ll87

0
l
l

l-912
l,9l2

t,9l2
l,912

0
4
4

1
10
=

も298
4,192

l,298

4 スリップ
判決等
示談
計

0
I
1
0

0
426
426
0

0
426
426
0

0
4
4
0

0
878
878
0

0
220
220
0

0
I
1
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
6
6
0

0
308
308
0

5 (頚行車両
の被害)

示談
計

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

8
避聽崩壊2
(沿道家屋
等の被害)

示談
計

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

7 落石
判決等
示談
計

l
4
6

16-740
2t915

l6-740 0
1
1

0
995
995

0
995
995

0
l
I

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

l
6
7

1毎740
4,336
20-076 み868

8
路上

陣害物

判決等
示談
計

0
3
3

0
999
999

0
333
333

0
8
8

9,2
92

も162
l,162

2
7
9

2-682
も8l8

i,29i 1
33
鮒

17,951
260
544
536

1
lo
=

3-169
3,169

l
6I
65

2-832
36,l49
38′981

708
593
GOO

9 工事不全
判決等
示
計
談

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
3
3

0
3
3

0
35l
36l

0
袋"
}17

Io
安全施設

不 備
群讓
計

0
l
!

0
68
68

0
68
68

0
4
4

4,963
4,961

も240
1240

0
2
2

0
l
l

0
"
17

0
=
“

0
0
0

0
8
8

5,280
6280

0
660
6GO

= 縦橋
判決等
示談
計

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

l2
直撃

示談
計

0
=
ll

3392
0

308
308

0
34
34

9,287
0

273
273

0
19
l9

5770
5770

0
28
28

6-202
6-202

0
222
222

0
56
66

日,557
n ,667

0
148
148

36,208
0

245
245

l3 その他
判決等
示談
計

0
48
48

9-668
0

l99
l99

0
183
l83

40,249
0

220
220

0
ll9
=9

24-212
0
96
96

36-726
0

383
383

6
50
56

40-2l3
6

496
502

150-968
150908

0
304
30l

示談
計

2
80
82

l7,038
81,442

8-6l9
Lols

0
249
249

73,666
0

296
296

2
l78
180

2-582
･16,98l

1,291 1
207
208

74)654
250
361
360

8
M I
149

59,988
l3
866
868

336′720
鶏528

(単位 :千円)表 2 - 4 事故態様別 :一般有料道路 (公社管理)
分
類

事故
艫報

処理
区分

l3年 14年 15年 倦年 17年 計
件数 等",髄 平均 件数 寺私鶯 平均 件数 支払額 平均 件数 支払額 平均 停戦 方熱錨 平均 件数 出札獅 平均

斑まこ
判決等
示談
計

0
1
l

1-292
l,292

1,292
し292

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
I
l

0
=
=

0
=
=

0
4
4

0
244
244

0
6l
6l

0
6
6

0
258
258

2 段差
判決等
示談
計

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

3 薹不全 示談
計

0
3
3

0
664
664

0
I
l

0
46
46

0
46
46

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
4
4

2-039
0

6lo
6lo

4 スリップ
判決等
示談
計

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
1
l
0

0
2l8
2l8
0

0
218
218
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
2
2
0

も868
0

934
934
0

0
3
3
0

2-086
2,08G

0
695
695
0

6 (通行車両
の被害)

示談
計

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

6
道路崩壊2
(沿造家屋
等の被害)

判決等
示談
計

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

7 落石
判決等
示談
計

0
2
2

0
196
196

0
98
98

0
4
4

0
376
376

0
4
“

0
669
569

0
M2
I42

0
8
8

6-57l
G,57l

0
821
821

0
l
l

0
101
10l

0
l9
l9

8-935
8-935

0
470
470

8
路上

障害物

判決等
示籔
計

0
3
3

0
307
307

0
102
IO2

0
6
6

0
464
464

0
7G
76

0
3
3

0
48G
486

0
I62
l62

0
1
1

0
245
245

0
215
245

0
4
4

0
801
804

0
201
20l

0
“
"

2296
2,296

g 工事不全
判決等
示戯
計

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

##
安全施設

不 備

判決等
示談
計

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
l
1

0
I20
120

0
120
l20

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
1
1

0
36
36

0
36
36

0
2
2

0
l56
l56

0
78
78

## 脱橋
判決等
示談
計

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

##
臨誰

判決等
示談
計

0
2
2

4,457 2,229
0
12
12

0
108
108

0
8
8

も859
0

232
232

0
5
5

1240
1-240

0
248
248

0
6
6

1-004
LO04

0
33
33
0

9,85l
9,85l

0
299
299
0

## その他 示蛾
計

0
6
6

1-0l6
0

l69
l69

0
2
2

0
450
450

0
225
226

0
3
3

0
753
753

0
25l
251

0
6
6

0
730
730

0
l46
l46

0
6
6

0
878
878

0
22
22

3,827
0

174
l?4

判決等
示談
計

0
17
17

9,261
0

545
546

0
26
26

3-859
3,859

0
148
148

0
19
19

3,885
3,885

0
204
204

0
20
20

8,797
8,797

0
440
440

0
24
a蕁

4,935
0

206
206

30-737
30-737

0
290
290



表 2 ー 5 事故態様別 :一般国道 (都道府県 .政令指定市管理) ･都道府県道 ･市町村道 (単位 :千円)
分
類

事故
態様

処理
区分

13年 14年 15年 16年 17年 計
件数 芯報館 平均 件数 支払額 平均 件数 畜猛範 平均 件数 寺刃.節 平均 件数 支払額 平均 件数 支払錢 平均

宛まこ 示談
計

も235
l,237

7,l38
l68-186
l76,324

1,223 92-288
0
?6
?6

l,832
2-950

l63,49G
馬476

],245 108202
れ7
87
87

丸236 94,l22
293
76
"

6斧門 626294
L162

2 段差 示談
計

2
l8l
183

も220
78,327
79-547

610
433
435

0
2I6
216

54,344
0

253
263

l
2l5
2l6

l-623
32-058

】,623 4
234
238

2-669
29,85l

667
l28
l37

'
3

22l
224

2Lolo
43,876
64,886

7,003
も066

26,622
238-456

2粉52
224
24G

3 蓋不全 示
計
繊

2
730
732

3-264
n 6,655
11域8l9

も632 ?
834
8打

26,009
l28,982
郎4,991

0
708
708

l27,313
0

180
180

5
641
646

7-8l6
11l-205

1,663 4
684
688

lo,232
106,177 3-597

47-32!
5RS-232

2,629

4 スリップ
判決導
示談
計

0
29
29

7,21G
0

249
249

I
37
38

6,765
6,755

0
183
l78

簔
37
38

9,31G
9,66G

360
262
254

3
19
22

2769
l90
146
l52

0
l9
l9

6,686
0

347
347

5
14l
146

32,642
l84
232
230

5 (通行車両
の被害)

示戯
計

0
36
36
0

l7,9lo
l7,940

0
498
498

0
4l
4l

14,195
0

346
346

l
“
18

も834
l38,548 0

26
26

I7,644
0

679
679

!
30
3l

I-B35
20,361

],635 2
160
l52

140J83
74,974

70-o92

8 (沿道家屋
等の被害)

示談
計

0
7
7

3-854
3,854

0
56l
55l

0
2
2

0
714
7l4

0
357
357

0
2
2

6,701 3,35l
l
6
6

7-634 も627
0
6
6

73粁63 !2-259
1
22
23

92,45G 4203

7 落石 示談
計

!
397
398

74,8l2
0

188
l88

173-25G
4l9
423
421

l
438
439

l5,00O
74,459

l6,000 0
343
343

69-832
0

204
204

0
342
342

l23,773
0

362
362

l,932
5,4!9
6,l32

6,140

8
路上

障害物
示談
計

0
!66
l66

24-481
24,481

0
l47
147

0
200
200

32,7l6
0

164
範袋

l
l81
l82

3l,943
20
176
l76

l
172
l73

7'000
33,l92

れ000 0
I97
!97

0
158
l58

Z020
163-382

3,5lo

9 工事不全 示談
計

0
l9
l9
4

8,303
8,303

0
437
437

5 8

1
15
l6

25,971 25-9?l 1
=
乾

6,500
l再選

6-600 2
l8
20

13′463
l8225

g-732
l,0l3

0
22
22

後554
0

l62
162

4
85
89

45,934
32,l26

= -484

10
不 鯆

示談
計

4
l23
l27

48β68
5,087
396
543

4
123
l27

20,478
22-222
42夕00

5,l20 7
l66
173

49,600
" ,751

7,08G 7
I62
l69

148.521
れ-507

21-217 8
l69
" 7

96,644
68-995

l2-081 30
743
773

335,590
26I,M 3

= ,186

= 脱褐 示談
計

0
I
1

0
57
57

0
57
67

0
l
l

1,148 ｣,l48
0
3
3

l,682
0
3
3

2,206
0

736
735

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
8
8

5刃93
0

637
637

12
直撃

示教
計

0
246
246

67,290
0

233
233

0
226
226

49,260
0

四8
2l8

0
206
206

M ,686
0

2l7
2l7

0
274
274

55,892
0

204
204

l
257
258

l51,456
80
589
587

l-209 358584
80
297
296

13 その他 示談
計

l3
162
176

ll-740
48-S89

903
300
345

3
157
160

36,980
37,687

236
236
236

2
440
442

も胎1
47,460

566
108
llo

0
l97
l97

4l-421
0

210
210

2
151
l63

22,897
28-456

日,449
1'107

36.476
202-906

",824
l83
212

示談
計

籤332
3-356

43-709
653,278

1-821
3,486

73,584
613,385 4256

215,722
595-2l7

l2-690
3,339

l81,557
669,680

6,983
3,334

l53,377
750,959

6,972
17,747

667,949
3,182,4I9

G,301

表 2 ー 6 事故態様別 :一般国道 筋道府県管理) ･都道府県道 (単位 :千円)
分
類

事故
態様

処理
区分

13年 14年 -5年 16年 17年 計
件数 古檻範 平均 件数 等I人頗 平均 件数 支払額 平均 件数 "鋭輌 平均 件数 支払額 平均 件数 平均

l 穴ぼこ 示談
計

0
270
270

83,128
83,l28

0
308
308

0
239
239

l9,53G
0
82
82

0
82
82

l
238
239

2も935
0

l05
104

l5,750 1,463 78,?れ

2 段差 示談
計

0
31
31

5,083
5,083

0
164
l64

0
33
33

も416
0

l34
l34

l,623 1
46
47

み550
3-607

2-550
9-760 26,?I6

3 蓋不全
判決等
示駮
計

0
賢3
143

20-705
0

145
145

1
ln
172

2錠263
600
148
160

0
252
252

0
I43
143

0
四-633
2!-633

0
l5l
16l

lo,121
1R希19

5,06l 10,72l
1251496

3-674

4 スリップ
判決等
示談
計

0
14
14
0

4-646
0

325
325
0

0
l2
I2
0

も660
4船60

0
388
388
0

{)
271
271

0
6
6

1,l42
0

l90
190

も65〇 19-780

5 (通行車両
の被害)

示談
計

0
I2
12
0

3-893
3,893

0
324
324

0
9
9

2,905
0

323
323

8,548
1-050

0
9
9

9-879 l,098
l-635
l3-322

も635
l,903

140,l83
33]49

70-092

6 (沿道家屋
筆の被害)

示談
計

0
3
3

I,520
i-520

0
507
507

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
2
2

0
G93
693

0
347
347

40,789 43,8

7 落石 示談
計

1
321
322

57,649
0

180
179

0
339
339

"60-643
l601643

0
474
474

l5,000
64,l34
?9-134

16-000
63,i56

O
201
20l

=6,873
15-00O
46名455

71600

8
路上

障害物
示談
計

0
60
60

0-32l
0-321

0
lだ
172

0
87
87

16-099 l亀687
Q

譲番
I75

l
75
76

7-000
" ,716

7'000
日,905

7-000
73-728

?-000

9 工事不全 示談
計

0
G
6

0
967
967

0
l6l
16l

1
5
6

25,971 25,971 0
GI
61

I
4
饗

8,463
l6775

8r463
41I94

34,殺"4
18,631

17芝野

10
不 備

判決等
示頭
計

3
55
58

20-347
7-343

6782 3
34
37

20-178
4,G79
26,l67

儀826 ‘I1,632
" ,649
69-l81

10-383
280
883

き箋
45
48

8,80l
57-l58

I6,219 3メー6l
15,160

Lom “4375
53,632

= 競福 示談
計

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

l2
直撃

示談
計

0
l37
l37

36,369
36,369

0
265
265

0
lls
116

25,780
25,780

0
224
224

26,lll
0

108
198

0
l54
!54

32-882
0

214
2l4

}28,069 249-21l

l3 その他 示駿
計

2
67
59

10,682
0

187
181

2
76
78

Io'704
11,4l1

354
141
l46

22,192
22,〕92

0
224
224

0
96
96

0
24,657
24-657

0
267
257

= ,282 79,5l7

示談
計

I,]0O
九日5

20絆I7
24残刻6
262J553

3,391
1J20

“-756
274,920

6-822
1-4l6

196,703
232-340

28-100
]64
302

l,l32
66-670
225-776

9,624
1,16l

髄,24l
389-662

も905
5,938

34穢れ7
1,364,904

9,906



表 2 一 7 事故態様別 :一般国道 ･都道府県道 ･市道 (政令指定市管理)
分 事故 処理 13年 14年 15年 16年 17年 計
類 態様 区分 件数 窓",鯆 平均 件数 窓刻鰭 平均 件数 支払額 平均 性籔 支払額 平均 件数 支払鐵 平均 件数 支払圏 平均

"…マ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
- 穴ぼこ 未籔 79 =,769 M 9 82 7,31l 89 l05 篇377 l27 l00 1O誰6 lol l36 城703 108 502 67276 l閏

計 柏 l主部9 149 82 7急難 89 l05 13.377 127 1oo m誰6 10i l36 l“,703 l08 602 57,276 隻M
““、｢【丁 o o o o o o o o o I 82 82 - 200 200 2 282 l･I1

2 段差 示談 “ 6鉈0 245 36 6那0 l60 10 6朝3 343 33 為868 l48 33 6震3 201 l48 30譜94 206
計 27 6β20 勾5 36 鶉75o l60 19 6鉦3 343 34 仏950 1‘ls 綱 6β鵺 20l l50 30,?76 205
."、q o o o 2 12,931 6′466 o o 0 2 532 266 0 0 0 4 l3,463 黛366

3 蓋不全 示談 67 9,133 136 66 幅987 242 53 10崩6 拶0 “ 日-19I 238 64 10-661 l67 297 57鎖7 192
計 67 顕33 l36 68 28馴8 426 63 10,046 l90 49 n ,723 239 64 lo,G61 167 301 70,480 234

判決等 0 0 o o o o o o o o 0 o o o o o o o
4 スリップ 示談 ! 20 20 - ‘16 抵 1 276 276 0 0 o o o o 3 342 l14

計 1 20 20 1 46 “ l 276 276 o o o o o o 3 342 l14
… ‐~、ラ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 o o o o

5 (通行車両 示談 4 267 64 l I32 132 l ll9 ll9 o o o l 38 38 7 646 78
の被害) 計 4 257 64 l 132 132 l 1l9 ll9 0 0 0 1 驚 38 7 546 78
遣韶朝燬2 -′hサ o o o o o o o o o o o o o o o o o o

8 (沿道家屋 示談 o o o o o o o o o o o o o o o o o o
等の被害) 計 0 0 0 o o o o o o o o o o o o o o o

判決等 0 0 o o o o o o o o o o o o o o o o
7 落石 示談 5 1,o80 216 3 372 124 3 207 G9 2 891 “46 12 L538 l28 25 4,o88 164

計 5 1,oRO 216 3 372 l24 3 207 69 2 89l 446 12 I,538 l2R 25 4,088 l64
路上 "h } o o o o o o 3 20 20 0 0 0 0 o o l 20 20

8 示談 31 6鵜8 203 42 7翔7 l72 27 "37‘1 325 26 2釿7 1l6 25 攣3l 2l? l61 2邱07 l68
障害物 計 31 6.298 203 42 7,2" l72 28 法394 i2l 26 2,9" l16 25 5,431 2野 郎2 25,327 167

“‘ソr･｢r1r o o o o o o o o o o o o o o o o o o
g 工事不全 示談 2 1獨 88 l 67 67 2 333 167 1 1,劉6 96

計 2 l75 88 1 67 67 2 333 l67 1 29 29 7 G41 92 鴎 も劉5 96
安全施設 判決等 o o o o o o 1 奎,332 1,332 1 l‘l,053 4もo53 2 菊 23 4 45,430 跿鈎8

10 示談 R 989 124 10 2饑5 " o 23 Il38l 495 32 5馴7 i67 21 7,403 353 94 27,486 292
不 備 計 8 989 124 i0 2鰡5 270 24 脇濯3 530 33 49,o70 1,487 23 7,448 324 98 72,916 744

･" ~マ 0 0 o o o o o o o o o o o o o o o o
n 脱キ彗 示談 o o o o o o o o o o o o o o o o o o

計 o o o o o o o o o o o o o o o o o o
落下物 "ハサ o o o o o o o o o o o o o o o o o o

複 示談 37 8.433 228 31 5,53･1 l79 20 節税 4l8 35 脇田6 l86 27 翠70 l58 l50 33,l04 22l
直撃 計 37 8綿3 228 31 5鞘4 l?9 20 8,361 4l8 36 6,506 186 27 穢2?O l68 l50 33,lo4 22l

““、., 3 6-173 6,“3 o o o o o o o o o o o o l 5,I73 5,173
f3 その他 示談 7 l7.o61 2議37 8 1,737 2l7 l3 4再39 3‘l9 I5 2,774 l86 20 を燧3 222 63 30あM ‘l85

計 8 22-234 2.779 8 “37 2l7 l3 嵐斑9 349 l5 2.774 l85 20 4粥3 222 64 35.7I7 558
判決等 1 6,173 5濾73 2 12,93l 6,466 2 1,352 “6 4 44,667 日,l67 3 245 82 l2 64途68 6364
示談 268 61,835 23l 281 46,868 l67 267 58,626 219 291 44,369 I52 346 55,861 161 1,453 267,448 l84
計 269 67,oo8 249 283 Sq7R0 21l 269 59,877 223 2% on.m C 302 349 66,lo6 161 1,466 33も8l6 226

(単位 :千円)

表 2 - 8 事故態様別 :市町村道
分
類 讓 区分

13年 14年 15年 16年 17年 計
件数 平均 件数 支払額 平均 件数 支払額 平均 件数 芯盟鉛 平均 件数 支払額 平均 件数 平均

1 穴ぼこ
判決等
示談
計

2
886
888

3,569 0
902
902

l,293
2-950

ll4,697
鶏475 2

907
909

325
8l
8l

2
8l8
820

63,669
64,5l4

も806
4,8l4

lも68:;
390,247
40l,830

1,448

2 段差
判決等
示談
計

2
123
125

6lo
542
543

0
l46
146

2籤586
0

138
138

2
l56
l57

l9
139
13?

l
142
143

20,800
27-383

20β00 22,057
18l,2範

4-4月

3 茜不全
判決等
示談
計

2
520
522

l,632 4
597
601

3,l20
"β92

0
166
l56

3
45l
454

2,428
｣74
l89

2
484
486

76,897 2,6Sl
23,l37
40詠7l9

2,103

4 スリップ
判決等
示談
計

0
l4
l4
0

0
189
189
0

1
24
25
0

もl68
4,508

350
231
237
0

3
13
16

190
125
137

0
12
l2

l2,520
l84
l55
l56

5 (通行車両
の被害)

示談
計

0
20
20

0
690
690

0
31
3l

l,565
0

l20
120

0
“
17

0
t157
457

0
22
22

41-279
41-279

0
40l
401

6
道路崩壊2
(沿道家屋
等の被害)

判決尋
示談
計

0
4
4

0
584
684

0
2
2

6,885 5-885
1
3
4

2-3I4
0
6
6

6,553
偽563

48,638
49,507

3,243
3-094

7 落石
判決等
示談
計

0
れ
7I

0
227
227

1
70
れ

12,24l lo,= 8
0

202
202

0
27
27

0
2l4
214

0
34
34

49,689

8
路上

障害物

判決等
示談
計

0
76
76

0
105
105

9,390 I3-882
0

198
198

0
71
71

0
176
l76

0
76
76

54-347
0

160
160

9 工事不全 示談
計

0
=
=

0
65l
65l

0
9
9

6,600
l,124

6-500 1
l3
l4

5-00O 0
lo
lo

ll,500
12,249
23,749

5760

io
安全施設

不 備

判決等
示鞁
計

l
60
6l

40,336
0

672
661

1
79
80

14′848
6736
20-72l

3-368 3
85
88

l8-604 4
93
97

23,310 l55-786
IROP26

l4,l62

= 競橋 示談
計

0
l
1

0
57
57

0
57
57

0
1
1

lJ48
亀好8

1,l48
l-M8

1,682
1,682

0
661
661

0
3
3

0
736
735

0
0
0

5,093
5,093

0
637
637

12
直撃

示談
計

0
72
72

l2,488
l2,488

0
l73
I73

0
80
80

17,946 lo-214
0

189
189

0
85
85

16′504
0

194
194

0
68
68

t9,ll7
19,l17

76,269
?6,269

0
2l2
2I2

13 その他
判決等
示談
計

10
98
108

偽567
20.846

657
2l3
254

l
73
74

24,539
l,13l
20,729

566
63
66

0
86
86

l3,990
0

l63
l63

2
63
65

22β97
12,7ll

ll,449 30-595
92-845

2,040

示談
計

1,956
l8189
349,237

1'070
2,085

12,897
29も607 2,573 3〇4,352

2208
= 8
l25

も916
70,220
299,435

4,68l
1,827

137,891
305,436

12-636
io-356

256,864
1,650,067

4364

(単位 ;千円)
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表 3 ー 1

13年度 14年度 15年度 16年度 17年度

ノんGまこ 1,269 1244 1,900 1357 1,316

段差 1S9 221 225 2鬘 227

蓋不全 7に斗 籤稿 73l 655 703

スリップ 33 44 45 22 21

道路崩壊 37 41 19 26 31

道路崩壊2 7 2 2 6 6

落石 418 433 452 3卸 352

路上障害物 1S3 223 201 210 218

工事不全 21 18 13 21 28

安全施設不備 144 151 185 184 18G

脱橋 1 1 3 3 0

落下物 306 302 262 ,開 第l

その他 250 r習9 583 307 224

合計 3612 3,樅;7 4,621 乳739 3裔78

2-000

人
/ ＼

/ ＼
｢
/ ~

･′
′･′‐

′′′‘
△･、、、、、、、、、、

野 ,“事解~ ~ 〆-/ "撃て"~÷▲ ÷ -▼王セニ---‐‐‐---‐▲…‐‐---"-‐"-‐･･･…------･･-‐‐--…‐…----

-‐-‐--･▼----‐‐= ±t -

11800

1-600

1-400

も200

件も00〇

800

600

400

200

13年度 14年度 15年度 16年度 17年度
年度

図 1 全道路

表 3 ー 2

1 3年度 14年度 15年度 16年度 17年度

穴ぼこ 21 9 40 60 鋭

段差 5 5 8 G 3

蓋不全 17 M 21 8 16

スリップ 3 2 5 0 0

道路崩壊 1 0 1 0 0

道路崩壊2 () 0 0 0 0

落石 13 15 8 9 9

路上障害物 u 9 7 2 6

工事不全 2 2 1 1 3

安全施設不信 16 19 10 14 8

脱橋 0 0 0 0 0

落下物 47 30 29 37 4i

その他 21 4 19 9 9

合計 157 109 149 146 149

70

60
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40

30

20

10

/＼
＼
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ノヌ

さき殺ご＼ヘノ
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三 洋′彦一

≦
.
き

,.一--一
等 まき

/六‘まこ

段差

‘鼈テ△

スリップ

二 道端高｣裏

) 道路両｣裏2

･落石

路上障害物

--‐四--･工事不全

---▲--･安全施設不
備肩

---‐---勝“賛

---B--･落下物

---△--‐その他13年度 14年度 1 6年度 16年度 17年度
年度

図 2 一般国道 (国管理)

200

◆･
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ノ
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,ノ
ノ
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ノ
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表 3ー 3

13年度 14年度 15年度 16年度 17年度

穴ぼこ 10 12 26 48 19

段差 1 1 1 0 0

蓋不全 2 2 2 1 4

スリップ 1 4 1 0 0

道路崩壊 0 0 0 0 0

道路崩壊2 の 0 0 0 0

落石 5 1 1 0 0

路上陣書物 3 8 9 3l 11

工事不全 0 0 0 Q 3

安全施設不備 1 4 2 1 0

脱脂 0 0 0 0 0

落下物 11 ･鬚 19 23 執5

その他 48 183 119 96 56

合計 82 249 】80 ‘劉8 149

180

160

140

120

件 100

13年度 14年度 15年度 16年度 17年度
年度

ニ ゾ穴‘まこ

▲ 段差

　 　　　　　

--モ訃-- スリップ

□ ‐+

　 　　　　　　　　

落石

路上隊書物

--‐霊--‐工事不全

---▲--･安全施設不
備

　　　　　　　　　

--‐日--･落下物

---△--･その他

図 3 高速自動車国道 ･一般有料道路 (高速道路㈱管理)
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13年度 14年度 15年度 16年度 17年度

六‘まこ 1 0 0 1 4

段差 0 0 0 0 0

蓋不全 3 l 0 0 0

スリップ 0 0 1 0 2

道路崩壊 0 0 0 0 0

道路廟懐2 0 {) 0 0 0

落石 2 ,4 4 8 L

路上障害物 3 6 3 1 4

工事不全 0 0 0 0 0

安全施設不備 {) 1 0 0 ]

脱編 () 0 0 0 0

落下物 2 12 8 5 6

その他 6 2 3 5 6

合計 17 26 19 20 24

3 - 4
六′まこ

段差

- -÷不全
スリップ

道路崩壊

--ベテ--道路崩壊2

･落石

路上障害物

---囲--‐工事不全

---▲--･安全腕輻段不
信

　　　　　　　　　

---B--･;落下物

---△--･その他

‐
l

/
八
＼
＼

]

ノ
ノ
ノ
. ＼･＼＼、、、ト )

＼/＼
＼〆/ ＼ ノンげて=
安くノ※ X

1 3年度 14年度 16年度 17年度15年度
年度

図 4 一般有料道路 (公社管理)

1 3年度 14年度 15年度 16年度 l7年度

穴ぼこ 1237 12教3 し834 1,248 1-239

段差 】83 215 216 238 224

蓋不全 732 841 708 6MG 6都

スリップ 29 38 38 22 19

道路崩壊 36 4l 18 26 31

道路崩壊2 7 2 2 6 6

落石 398 413 439 343 rM2

路上障害物 1範 2⑧ l82 173 197

工事不全 19 16 12 20 22

安全施設不信 127 127 173 169 177

脱腸 1 1 3 3 0

落下物 246 226 2第 274 258

その他 175 160 442 197 153

合計 乱356 3,叡潟 42交3 3,365 8,356

3 ー 52,000

1,800

I,600

1,400

1-200

　　
800

600

400

200

八

1
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/ ＼髻 ＼

▲
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“
′、

′′‘′
′′ ･、、･･、、

日~ ………‐E←ノ
ノ

“-
ふき‐滲…………導

r ‐-‐--‐:#幇送

13年度 14年度 16年度 17年度15年度
年度

M 7穴!ばこ

▲ 段差

一 二◆トエ

ニーモ守ーニスリップ

^ 警醒地･戈

o 道脂崩壊2

'落石

も 鯰:- +ル. ･ - -′｣

---E--‐工事不全

---▲--･安全施■没不
備

---●--･脱僑

--‐目--･落下物

---△--･その他

図 5 一般国道 都道府県 .政令指定市管理) ･都道府県道 ･
市町村道

1 3年度 14年度 15年度 16年度 1 7年度

穴ぼこ 270 239 434 239 2較3

段差 31 ′努 41 47 47

蕾不全 1J3 172 156 143 1;越

スリップ 14 12 18 6 7

道路崩壊 12 9 4 9 8

道路崩壊2 3 0 1 2 1

落石 322 339 製RG 314 29G

路上障害物 60 87 鷁 76 96

工事不全 6 6 1 5 5

安全施設不備 58 37 67 JS 57

脱橋 0 0 0 0 0

落下物 137 115 132 1鵠 1解

その他 59 78 99 96 は8

合計 1,115 1,127 1,423 1.l39 1,169
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'落石

路上障害物
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--‐日--･落下物

---△--･そのf也
1 3年度 14年度 15年度 16年度 17年度

年度

図 6 一般国道 (都道府県管理) ･都道府県道
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プ

蛾

埖

翻
全

野

全

ッ

崩

崩

障

不

旗

物

他

　　　　
　
　
　　　13年度 14年度 15年度 16年度 17年度

年度

図 7 一般国道 ･都道府県道 ･市道 (政令指定市管理)

表 3 ー 7

1 3年度 1 4年度 1 5年度 1 6年度 1 7年度

六′まこ 秀 虔 105 100 郎

段差 “ 綿 埒 斜 斜

蕪不全 “ 黛 糒 “ “

スリップ 11 14 14 nY nY

道路廟蛾 ‘4 11 14 nv 11

道路崩壊2 n〉 0 nv 0 0

･落石 円) {HV ′t ?】 乾

路上障害物 俎 椛 芻 お %

工事不全 ど̂ 11 ?- 等･A 7･

安全施設不備 ×̂〕 m 鴉 綿 “

脱橋 ○̂〉 0 nY ○̂〉 OV

落下物 37 田 幻 $ “

その他 hXU {×〕 第 第 卸

合計 知 鮨 鸚 あ 鶏

件
数

60

40

あ

の

80

60

40

20

0

/

へ/
/ /

対んンノ
ーを,箒…入

ブ

壊

痩

物

不

一

害

全

般

全

ッ

前

廟

障

不

施

物

他

　　　
　
　　
　

表 3 ー 8

1 3年度 1 4年度 1 5年度 1 6年度 1 7年度

穴ぼこ 機 鰡 透 鮒 瀰

段差 偽 鯲 邸 157 郎

蓋不全 翔 11閲 鱒 徴 486

スリップ = あ 即 蔚 12

道路崩壊 幻 剥 窩 " 銘

道路榊精2 !--T り】 14 J4 -ご

落石 れ れ 即 " 露

路上障害物 秀 れ 70 れ 霧

工事不全 n 9“ 9〉 = m

安全施設不備 釧 割 鉈 都 餅

橋脱 --▲ .-I 〔門} Ry

落下物 “ 知 “ 臨 鰓

その他 鰓 四 =̂〕総 餐 鐙

鮒 減 纖 猟 鰓 蘂

人
＼/

＼/
･

/
ハト 三ん

虹
-

6年度 7年度　　

　
M

町市

鱸

8

燧

図

件
数

三

お
わ
り
に

道
路
は
、
供
用
さ
れ
て
い
る
以
上
、
歩
行
者
、
自
転
車
、

07

車
両
の
大
小
を
問
わ
ず
、
二
四
時
間
、
交
通
の
用
に
供
し

セ

て
お
り
･

広
く

一
般
の
利
用
者
に
お
い
て
も
、
道
路
が

断

｢通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
く
｣
(最
判
昭
和
四
五
年
八

月
二
〇
日
高
知
国
道
落
石
事
件
)
も
の
と
の
到
底
考
え
ら

れ
ず
、
道
路
は
原
則
と
し
て
安
全
で
あ
る
と
の
認
識
を
も

っ
て
利
用
し
て
い
る
。
一
方
で
、
歩
行
者
や
大
型
車
両
運

転
手
な
ど
道
路
利
用
者
又
は
天
候
や
地
形
等
周
辺
事
情
ご

と
に
、
各
々
の
利
用
者
が
払
う
べ
き
通
常
の
注
音
堂
我
務
や

場
所
的
環
境
等
に
応
じ
た

｢安
全
性
｣
の
概
念
に
は
差
が

あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
営
造
物
の
瑕
疵
の
判
断

に
当
た
っ
て
は
、
｢構
造
、
用
法
、
場
所
的
環
境
及
び
利

用
状
況
等
諸
般
の
事
情
を
総
合
考
慮
し
て
具
体
的
個
別
的

に
判
断
す
べ
き
｣
(最
判
昭
和
五
三
年
七
月
四
日
大
阪
国

際
空
港
事
件
)
と
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
判
例
上
も
定
着
し

て
い
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
本
調
査
結
果
が
多

少
な
り
と
も
各
道
路
管
理
者
の
参
考
と
な
り
、
今
後
の
適

正
な
道
路
管
理
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

"
最
後
に
、
御
多
忙
の
折
、
当
課
の
依
頼
に
よ
り
、
情

報
提
供
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
地
方
公
共
団
体
を
始
め

と
す
る
各
道
路
管
理
者
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼

を
申
し
上
げ
る
。

お



交
付
申
請

(決
定
)
に
つ
い
て

①
都
道
府
県
の
執
行
分
が
あ
る
場
合

①

都
道
府
県
に
お
い
て
、
既
に
発
注
済
み
の
工
事
等

が
あ
る
場
合
は
出
来
高
確
認
を
行
い
、
都
道
府
県
の

執
行
分
に
つ
い
て
精
算
を
行
い
、
市
町
村
へ
契
約
の

引
き
継
ぎ
等
を
行
う
と
と
も
に
、
既
交
付
決
定
額
と

執
行
済
額
と
の
差
額
に
つ
い
て
補
助
事
業
の
廃
止
申

請

(
一
部
)
が
必
要
と
な
り
ま
す

(国
に
お
い
て
は

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
道
路
法
が
改
正
さ
れ
、
指
定
市
以
外
の
市
町
村
に
お

↓

"

い
て
も
都
道
府
県
の
同
意
を
得
て
、
当
該
市
町
村
の

…

…

区
域
内
の
国
道
及
び
都
道
府
県
道
の
新
設
･
改
築
等

ト

　

　

“

の
一
部
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
と
間

◆

ん

き
ま
す
。

M

年
度
途
中
に
事
業
主
体
が
都
道
府
県
か
ら
市
町
村
に

…

　

　

…

変
更
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
場
合
の
内
定
変
更
及
び
交

~

“

"

｣
付
申
請
等
の
手
続
き
如
何
。

　
　
　
　
　
　
　
　

本
年
九
月
二
八
日
に
施
行
さ
れ
た
改
正
道
路
法
で
は
、

第
十
七
条
第
三
項
が
改
正
さ
れ
、
地
域
住
民
の
日
常
生
活

の
安
全
性
、
利
便
性
及
び
快
適
性
の
観
点
か
ら
、
指
定
市

以
外
の
市
町
村
に
お
い
て
も
、都
道
府
県
の
同
意
を
得
て
、

国
道
及
び
都
道
府
県
道
の
新
設
･
改
築
等
の
一
部
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

年
度
途
中
に
お
い
て
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定

補
助
事
業
の
取
消
決
定

(
一
部
))。

市
以
外
の
市
町
村
が
国
道
及
び
都
道
府
県
道
の
新
設
･
改

②

市
町
村
に
お
い
て
は
、
の
都
道
府
県
に
お
い
て
内

築
等
の
一
部
を
行
う
場
合
の
補
助
金
関
係
手
続
き
に
つ
い

定
額
満
額
の
交
付
決
定
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
都

て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

道
府
県
の
取
消
決
定
額
に
つ
い
て
新
た
に
交
付
申
請

が
必
要
と
な
り
、
の
都
道
府
県
に
お
い
て
内
定
額
の

事
業
主
体
が
変
更
と
な
り
ま
す
が
、
内
定
変
更
手
続
き

一
部
の
交
付
決
定
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
都
道
府

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

県
の
内
定
額
と
執
行
済
額
の
差
額
に
つ
い
て
新
た
に

な
お
、
当
該
事
業
主
体
の
変
更
に
よ
り
、
国
道
又
は
都

交
付
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

事
業
主
体
が
変
更
と
な
り
ま
す
が
、
内
定
変
更
手
続
き

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
当
該
事
業
主
体
の
変
更
に
よ
り
、
国
道
又
は
都

道
府
県
道
の
道
路
管
理
者

(補
助
事
業
者
)
で
あ
っ
た
都

道
府
県
は
補
助
事
業
等
を
継
続
す
る
必
要
が
な
く
な
り
、

補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

(以
下

｢適
正
化
法
｣
と
い
う
。)
第
十
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
事
情
変
更
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
同
条
第
一
項
に
基
づ
く
補
助
金
等
の
交
付
決
定

の
取
消
し
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
以
下
の
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

②
都
道
府
県
の
執
行
分
が
な
い
場
合

①

都
道
府
県
に
お
い
て
は
補
助
事
業
の
廃
止
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す

(国
に
お
い
て
は
補
助
事
業
の
取

消
決
定
)。

②

市
町
村
に
お
い
て
は
新
た
に
交
付
申
請
が
必
要
と

“

な
り
ま
す
。

道行セ 2007.1l

2

実
績
報
告
等
に
つ
い
て

適
正
化
法
第
十
四
条
に
規
定
す
る
補
助
事
業
の
成
果
を

第



記
載
し
た
完
了
実
績
報
告
書
を
、
都
道
府
県
で
あ
れ
ば
各

地
方
整
備
局
長
等
に
、
市
町
村
で
あ
れ
ば
都
道
府
県
に
そ

れ
ぞ
れ
提
出
し
、
同
法
第
十
五
条
に
規
定
す
る
額
の
確
定

を
経
て
、補
助
事
業
を
完
了
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

本
件
の
場
合
に
必
要
な
る
手
続
き
は
次
の
と
お
り
で
す
。

の
都
道
府
県
の
執
行
分
が
あ
る
場
合

①

都
道
府
県
に
お
い
て
は
、
補
助
事
業
の
(
一
部
の
)

取
消
決
定
後
の
内
容
に
つ
い
て
完
了
実
績
報
告
書
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
際
、
出
来
高
に
対
す
る
国
費
の
受
入
れ
超
過

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
額
の
確
定
時
に
国
費
の
返
還

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

②

市
町
村
に
お
い
て
は
、新
た
に
交
付
申
請
を
行
い
、

交
付
決
定
を
受
け
た
内
容

(都
道
府
県
の
取
消
決
定

額
)
に
つ
い
て
完
了
実
績
報
告
書
を
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

②
都
道
府
県
の
執
行
分
が
な
い
場
合

①

都
道
府
県
に
お
い
て
は
、
補
助
事
業
の
取
消
決
定

で
処
理
さ
れ
る
の
で
、
完
了
実
績
報
告
書
の
提
出
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

②

市
町
村
に
お
い
て
は
、
新
た
に
交
付
決
定
を
受
け

た
内
容
に
つ
い
て
完
了
実
績
報
告
書
を
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
国
の
会
計
年
度
が
終
了
し
た
と
き
、
事
業
が
年

度
内
に
完
了
せ
ず
、
繰
越
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
先
述

の

｢完
了
実
績
報
告
書
｣
に
代
え
て
、
｢年
度
終
了
実
績

報
告
書
｣
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

行
う
こ
と
と
さ
れ
て
ぃ
る
も
の
を
除
く
o

第
二
十
七
条
第
二
項
に
お
ぃ

“

3

事
務
費
の
取
扱
い
に
つ
い
て

都
道
府
県
の
執
行
分
は
都
道
府
県
の
事
務
費
制
限
率

を
、
市
町
村
の
執
行
分
は
市
町
村
の
事
務
費
制
限
率
を
適

用
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
都
道
府
県
の
執
行
分
が
あ
る
場
合
は
、

当
該
都
道
府
県
の
出
来
高
に
対
し
て
事
務
費
制
限
率
を
乗

じ
て
得
た
額
が
事
務
費
計
上
可
能
額
と
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
仮
に
出
来
高
に
対
す
る
事
務
費

計
上
可
能
額
以
上
の
事
務
費
の
執
行
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
上
記
2

の

①
と
同
様
に
、
国
費
の
返
還
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

(参
考
)

道
路
法

(昭
和
二
十
七
年
六
月
十
日
法
律
第
百
八
十
号
)
(抄
)

(管
理
の
特
例
)

第
十
七
条

1
~
2

(略
)

3

指
定
市
以
外
の
市
町
村
は
、
地
域
住
民
の
日
常
生
活
の
安
全
性
若
し

く
は
利
便
性
の
向
上
又
は
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
を
図
る
た
め
、
当

該
市
町
村
の
区
域
内
に
存
す
る
国
道
若
し
く
は
都
道
府
県
道
の
新
設
、

改
築
、
維
持
若
し
く
は
修
繕
又
は
国
道
若
し
く
は
都
道
府
県
道
に
附
属

す
る
道
路
の
附
属
物
の
新
設
若
し
く
は
改
築
の
う
ち
、
歩
道
の
新
設
、

改
築
、
維
持
又
は
修
繕
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
も
の
で
あ
っ
て
第
十

一
一条
た
だ
し
書
、
第
十
三
条
第

一
項
、
第
十
五
条
並
び
に
第
八
十
五
条

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
も
の

(前
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
市
又
は
指
定
市
以
外
の
市
が

て

｢歩
道
の
新
設
等
｣
と
い
う
。)
を
都
道
府
県
に
代
わ
っ
て
行
う
こ
と

が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
十
二
条
た
だ
し

書
、
第
十
三
条
第
一
項
、
第
十
五
条
並
び
に
第
八
十
五
条
第
一
項
及
び

第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
都
道
府
県
に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を

得
て
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

4
~
5

(略
)

補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

(昭
和
三
十
年
八
月
二
十
七
日
法
律
第
百
七
十
九
号
)
(抄
)

(事
情
変
更
に
よ
る
決
定
の
取
消
等
)

第
十
条

各
省
各
庁
の
長
は
、
補
助
金
等
の
交
付
の
決
定
を
し
た
場
合
に

お
い
て
、
そ
の
後
の
事
情
の
変
更
に
よ
り
特
別
の
必
要
が
生
じ
た
と
き

は
、
補
助
金
等
の
交
付
の
決
定
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
取
り
消
し
、

又
は
そ
の
決
定
の
内
容
若
し
く
は
こ
れ
に
附
し
た
条
件
を
変
更
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
補
助
事
業
等
の
う
ち
す
で
に
経
過
し
た
期
間

に
係
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

2

各
省
各
庁
の
長
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
補
助
金
等
の
交
付
の
決
定
を

取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
天
災
地
変
そ
の
他
補
助
金
等
の
交

付
の
決
定
後
生
じ
た
事
情
の
変
更
に
よ
り
補
助
事
業
等
の
全
部
又
は
一

部
を
継
続
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
場
合
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
特
に

必
要
な
場
合
に
限
る
。

3
~
4

(略
)



【廃止申請書様式1

番 号
年月日

国土交通省
0 0 地方整備局長 氏 名 殿

申請者 名 称

平成 年度道路局所管補助事業の廃止について

平成 年 月 日付け 第 号外 件をもって 〔国庫債務負担行為に係る〕 補助金
(負担金) の交付決定を受けた平成 年度道路局所管補助事業について、下記のとおり当該補助事業
の廃止を申請します。

1 科 目〔事項〕
(項) 〔事業種別〕

2 路線名及び廃止額
路線名 交付決定額 廃 止 額

千円 千円

3 廃止理由

(注) 1 l l書は、該当する事項を記入すること。
2 〔 〕書は、 国庫債務負担行為に係る申請の場合に挿入すること。
3 交付決定額及び廃止額は、補助金等 (国庫) を記載すること。

【取消通知書様式】

番 号
(支出負担行為担当官経由)
補 助 事 業 者 名

道路局所管補助金 (負担金)交付決定取消通知書

平成 年 月 日付け 第 号外をもって交付決定をした平成 年度 [国庫債務負担
行為に係る] 道路局所管補助金 (負担金) については、当該決定を取消したので通知する。

平成 年 月 日

(注) [ ] 書きは、 国庫債務負担行為に係る交付決定の場合に挿入。
l l 書割ま、該当する事項を記入。

(注) 様式は、交付決定権者が地方整備局長等である場合の一例。

マヌ ;首"〒ヤ つnn7 1l



幽
地
方
分
権
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
　

　

そ
う
ね
。
こ
の
地
方
分
権
一
括
法
は
、
地
方
公
共
団

の

鞄
体
の
事
務
に
関
す
る
記
述
の
あ
る
法
律
の
う
ち
、
地
方

1

盤
分
権
の
主
旨
か
ら
改
正
が
必
要
な
法
律
の
改
正
部
分

而

竪

を
、
一
本
の
法
律
と
し
て
改
正
し
た
も
の
よ
ね
。
こ
の

鰡

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

幽

　
　　　
　
　
　
　
　　　
　
　
　
　
　　　
　
　
　　　
　　　
　　　
　　
　
　
　　　
　　　
　　　
　　
　
　
　　
　　　
　
　
　　　
　　
　　
　　
　　　
　　　
　　　
　
　
　　　
　　　
　
　
　
　
　　
　　　
　
　
　　
　　
　　
　

坂
上
係
員

い
ん
で
す
か
?

大
野
君
お
は
よ
う
。

坂
上
係
員

大
野
係
員

あ
あ
、
そ
れ
は
地
方
分
権
の
話
に
な
る
の
よ
。
道
路

あ
、
坂
上
さ
ん
。
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

坂
上
係
員

あ
ら
、
珍
し
く
何
か
読
ん
で
い
る
み
た
い
だ
け
ど
、

ど
う
か
し
た
の
?

大
野
係
員

僕
だ
っ
て
文
書
く
ら
い
読
み
ま
す
よ
。
今
日
、
本
局

の
方
か
ら
占
用
に
関
す
る
通
達
が
届
い
た
か
ら
読
ん
で

た
ん
で
す
。
そ
れ
で
ち
ょ
っ
と
疑
問
に
思
っ
た
ん
で
す

け
ど
、
こ
の
通
達
は
都
道
府
県
に
も
送
ら
れ
て
る
ん
で

す
が
、
そ
こ
に
は

｢各
都
道
府
県
に
は
参
考
ま
で
に
送

付
し
ま
す
｣
と
書
い
て
あ
る
ん
で
す
。
ど
う
し
て
、
都

道
府
県
に
は
参
考
送
付
な
ん
で
す
か
?

通
達
っ
て
国

が
法
令
の
解
釈
や
運
用
を
定
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
地

方
公
共
団
体
は
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な

占
用
業
務
は
各
都
道
府
県
や
市
町
村
の
道
路
管
理
者
と

関
わ
る
こ
と
も
多
い
業
務
だ
か
ら
、
い
い
機
会
だ
し
大

野
君
ち
ょ
っ
と
調
べ
て
み
た
ら
?

大
野
係
員

そ
う
で
す
ね
。
調
べ
て
み
ま
す
。

坂
上
係
員

ど
う
?

何
か
わ
か
っ
た
?

大
野
係
員

え
っ
と
、
地
方
分
権
の
話
で
す
か
ら
、
や
は
り
、
平

成
三
一年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
地
方
分
権
一
括

法
に
関
わ
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

坂
上
係
員

圓
の
週
騰
占
周
関
係
通
達
の
職
撥
い
に
つ
い
て

緘
挫

で
畜

く
暑

“
れ
た
。
は
ぎ

だ
っ
。
か
･

鞠

幽

大
野
係
員

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

幽

国
の
国
の
機
関
委
任
事
務
を
廃
止
し
て
、
地
方
公
共
団
体

の
事
務
は
法
定
受
託
事
務
と
自
治
事
務
に
再
編
成
さ
れ

た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

坂
上
係
員

そ
の
と
お
り
ね
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
国
に
包
括
的
指

揮
監
督
権
を
認
め
た
機
関
委
任
事
務
制
度
が
廃
止
さ
れ

て
、
地
方
公
共
団
体
の
事
務
は
、
国
が
本
来
果
た
す
べ

き
事
務
を
対
等
な
立
場
で
地
方
公
共
団
体
に
委
託
す
る

法
定
受
託
事
務
と
、
そ
れ
以
外
の
自
治
事
務
に
再
編
成

さ
れ
た
の
よ
ね
。

大
野
係
員

こ
の
こ
と
が
、
国
の
通
達
の
取
扱
い
と
関
係
し
て
く

る
ん
で
す
か
?

坂
上
係
員

え
え
、
こ
の
国
の
包
括
的
指
揮
監
督
権
を
伴
う
機
関

委
任
事
務
の
廃
止
に
際
し
て
、
地
方
公
共
団
体
に
対
す

る
国
の
関
与
の
抜
本
的
見
直
し
が
行
わ
れ
た
の
よ
。
こ

れ
に
よ
っ
て
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
国
の
関
与
は
、

法
律
又
は
政
令
に
基
づ
く
も
の
で
な
け
れ
ば
地
方
公
共



団
体
を
拘
束
す
る
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
た
の

(地
方
自

治
法
第
二
百
四
十
五
条
の
二

(資
料
1
参
照
))。
つ
ま

り
、
た
と
え
法
律
の
解
釈
や
運
用
に
つ
い
て
の
通
達
で

あ
っ
て
も
、
法
律
や
政
令
で
規
定
さ
れ
て
い
な
い
か
ぎ

り
、
原
則
と
し
て
地
方
公
共
団
体
を
拘
束
す
る
こ
と
ば

な
く
て
、
客
観
的
に
妥
当
な
行
い
を
促
し
た
り
、
そ
の

た
め
に
必
要
な
事
柄
を
示
し
た
り
す
る
よ
う
な
一
般
的

な
技
術
的
助
言
と
い
う
扱
い
に
な
る
の
よ

(資
料
2
参

　
　
　

大
野
係
員

な
る
ほ
ど
。
だ
か
ら
参
考
送
付
な
ん
で
す
ね
。
で
も
、

例
え
ば
、
指
定
区
間
外
の
国
道
の
道
路
管
理
者
は
各
都

道
府
県
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
そ
う
す
る
と
、
国
道
で
あ

っ
て
も
、
指
定
区
間
外
だ
と
国
の
通
達
は
一
切
効
力
を

持
た
な
い
っ
て
こ
と
な
ん
で
す
か
?

坂
上
係
員

い
い
と
こ
ろ
に
気
付
い
た
わ
ね
。
さ
っ
き
、
地
方
公

共
団
体
の
事
務
は
、
法
定
受
託
事
務
と
自
治
事
務
に
再

編
成
さ
れ
た
と
言
っ
た
わ
よ
ね
。国
の
通
達
の
扱
い
は
、

法
定
受
託
事
務
と
自
治
事
務
で
若
干
異
な
っ
て
い
る
の

よ
。法
定
受
託
事
務
に
対
し
て
は
自
治
事
務
と
違
っ
て
、

国
は
地
方
公
共
団
体
が
事
務
処
理
を
行
う
際
の
法
令
の

具
体
的
な
解
釈
や
運
用
と
し
て
の

｢処
理
基
準
｣
を
定

め
る
こ
と
が
で
き
、
原
則
と
し
て
地
方
公
共
団
体
は
そ

れ
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

る
の
よ
。
た
だ
、
あ
く
ま
で
も
必
要
最
低
限
の
範
囲
で
、

地
方
公
共
団
体
の
自
主
性
を
尊
重
し
て
定
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
ん
だ
け
ど
ね

(地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
五

条
の
九

(資
料
3
参
照
と
。
こ
れ
で
大
野
君
の
言
っ
て

た
指
定
区
間
外
国
道
の
道
路
管
理
者
と
し
て
の
事
務
に

つ
い
て
も
わ
か
っ
た
わ
よ
ね
?

大
野
係
員

あ
、
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
う
言
え
ば
道
路
法
に
基
づ

く
事
務
の
場
合
、
そ
の
区
分
は
道
路
法
第
九
七
条

(資

料
4
参
昭
巴
に
定
め
て
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
指
定
区
間

外
国
道
の
道
路
管
理
者
と
し
て
の
事
務
は
た
し
か
法
定

受
託
事
務
に
あ
た
る
ん
で
し
た
ね
。
だ
か
ら
必
要
最
低

限
の
範
囲
で

｢処
理
基
準
｣
を
国
が
定
め
る
こ
と
が
で

き
る
ん
で
す
ね
。
と
こ
ろ
で
こ
の

｢処
理
基
準
｣
は
具

体
的
に
も
う
定
め
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
か
?

坂
上
係
員

そ
れ
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
三
年
二
月
二
一
日
付
け

通
知
で
従
来
の
通
達
等
の
う
ち
処
理
基
準
と
す
る
も
の

を
定
め
て
い
る
わ
よ

(資
料
5
参
照
)。

渡
邊
課
長

二
人
と
も
よ
く
勉
強
し
て
る
よ
う
だ
ね
。
ち
ょ
っ
と

わ
か
り
に
く
い
け
ど
、
整
理
す
る
と
、
地
方
公
共
団
体

の
事
務
の
う
ち
、
自
治
事
務
に
分
類
さ
れ
る
も
の
に
対

し
て
は
、
国
の
通
達
は
全
て
技
術
的
助
言
と
い
う
こ
と

だ
ね
。
ま
た
、
法
定
受
託
事
務
に
分
類
さ
れ
る
も
の
に

対
し
て
は
、
｢処
理
基
準
｣
に
定
め
ら
れ
て
い
る
通
達

等
は
地
方
公
共
団
体
に
拘
束
力
を
持
ち
、
そ
れ
以
外
は

技
術
的
助
言
と
い
う
こ
と
に
な
る
ね
。
た
だ
し
、
こ
の

｢処
理
基
準
｣
の
中
に
道
路
占
用
に
関
す
る
通
達
は
含

ま
れ
て
い
な
い
か
ら
、
道
路
占
用
関
係
通
達
に
関
し
て

は
、
結
局
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
は
全
て
技
術
的
助

言
と
い
う
取
扱
い
な
る
ね
。
道
路
占
用
の
事
務
は
地
方

公
共
団
体
の
道
路
管
理
者
と
も
色
々
と
連
携
し
て
い
く

機
会
が
多
い
だ
ろ
う
か
ら
、
二
人
と
も
こ
の
こ
と
は
よ

く
頭
に
入
れ
て
お
く
と
い
い
よ
。

坂
上
係
員
･
大
野
係
員

は
い
、
わ
か
り
ま
し
た
。

(D
お
昼
休
憩
の
チ
ャ
イ
ム
)

坂
上
係
員

さ
あ
お
昼
ね
。
近
く
に
美
味
し
い
パ
ス
タ
屋
さ
ん
が

で
き
た
み
た
い
な
ん
だ
け
ど
、
大
野
君
行
か
な
い
?

大
野
係
員

あ
、
す
み
ま
せ
ん
。
今
、
新
し
い
ゲ
ー
ム
を
買
う
た

め
に
節
約
中
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
お
昼
は
簡
単
に
済

ま
せ
て
る
ん
で
す
よ
。

坂
上
係
員

大
野
君
、
ま
だ
ゲ
ー
ム
に
夢
中
な
の
?

そ
ん
な
こ

と
だ
か
ら
い
い
歳
し
て
、
彼
女
も
で
き
な
い
の
よ
。

大
野
係
員

何
言
っ
て
る
ん
で
す
か
、
坂
上
さ
ん
。
僕
が
ど
ん
な

趣
味
を
持
っ
た
っ
て
、
僕
の
勝
手
じ
ゃ
な
い
で
す
か
!

坂
上
係
員

(あ
ら
、
ず
い
ぶ
ん
怒
っ
ち
ゃ
っ
た
わ
ね
)



単
な
る
技
術
的
助
言
よ
。

大
野
係
員

.･････o

(こ
の
号
終
わ
り
)

資
料
3

地
方
自
治
法
第
二
四
五
条
の
九

各
大
臣
は
、
そ
の
所
管
す
る
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令

に
係
る
都
道
府
県
の
法
定
受
託
事
務
の
処
理
に
つ
い
て
、
都
道

府
県
が
当
該
法
定
受
託
事
務
を
処
理
す
る
に
当
た
り
よ
る
べ
き

基
準
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
~
4

略

5

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
定
め
る
基
準

は
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
最
小
限
度
の
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

資
料
ー

地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
五
条
の
二

普
通
地
方
公
共
団
体
は
、
そ
の
事
務
の
処
理
に
関
し
、
法
律

又
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
普
通
地
方
公
共

団
体
に
対
す
る
国
又
は
都
道
府
県
の
関
与
を
受
け
、
又
は
要
す

る
こ
と
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

資
料
2

地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
五
条
の
四

各
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
そ
の
他
の
都
道
府
県
の
執
行
機

関
は
、
そ
の
担
任
す
る
事
務
に
関
し
、
普
通
地
方
公
共
団
体
に

対
し
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
事
務
の
運
営
そ
の
他
の
事
項
に

つ
い
て
適
切
と
認
め
る
技
術
的
な
助
言
若
し
く
は
勧
告
を
し
、

又
は
当
該
助
言
若
し
く
は
勧
告
を
す
る
た
め
若
し
く
は
普
通
地

方
公
共
団
体
の
事
務
の
適
正
な
処
理
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す

る
た
め
必
要
な
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
~
3

略

資
料
4

道
路
法
第
九
十
七
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
が
処
理
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の
は
、
地
方

自
治
法
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受

託
事
務

(次
項
に
お
い
て
｢第
一
号
法
定
受
託
事
務
｣
と
い

う
。)
と
す
る
。

一

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
、
指
定
市
又
は
第

十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
の
同
意
を
得
た

市

(次
項
に
お
い
て

｢都
道
府
県

等
｣
と
い
う
。)
が
、

指
定
区
間
外
の
国
道
の
道
路
管
理
者
と
し
て
処
理
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
事
務

(第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び

第
三
項
、
第
三
十
九
条
第
一
項

(第
九
十
一
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)、
以
下
、
略

二
~
四

略

2

略

資
料
5

平
成
十
三
年
二
月
二
十
一
日
国
道
政
第
八
号道

路
局
長
通
知

(抄
)

1

処
理
基
準
の
策
定
に
つ
い
て

地
方
自
治
法

(昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
)
第
二

百
四
十
五
条
の
九
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
法

(昭
和
二
十

七
年
法
律
第
百
八
十
号
)
第
九
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
都

道
府
県
又
は
指
定
市
等
が
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
し
て
行

う
こ
と
と
さ
れ
た
指
定
区
間
外
国
道
の
管
理
等
の
事
務
に
つ

き
、
道
路
の
構
造
強
度
や
道
路
標
識
の
案
内
内
容
等
に
関
し

て
一
般
国
道
に
係
る
一
定
の
水
準
を
確
保
す
る
た
め
都
道
府

県
又
は
指
定
市
等
が
法
定
受
託
事
務
を
処
理
す
る
に
当
た
り

よ
る
べ
き
基
準
を

(別
紙
)
の
よ
う
に
定
め
た
の
で
、
今
後

の
法
定
受
託
事
務
の
処
理
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
基
準
に
拠

る
こ
と
と
さ
れ
た
い
。

2

従
前
の
通
達
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て

上
記
1
に
よ
り
処
理
基
準
と
し
て
定
め
た
以
外
の
通
達
等

に
つ
い
て
は
、
文
言
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
方
自
治

法
第
二
四
五
条
の
四
の
規
定
に
基
づ
く
技
術
的
助
言
と
し
て

取
り
扱
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
通
達
の
う
ち
、
法
例
に
基
づ
か
な
い
関

与
又
は
義
務
づ
け
等
の
規
定
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当

該
部
分
の
効
力
は
失
効
し
て
お
り
、
普
通
地
方
公
共
団
体
を

拘
束
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
ご
了
知
願
い
た
い
。



〔

〕
現
場
の
取
組
み
事
例

ヘ

レ

ヘ

)

《道
路
広
報
の
取
組
み
》

南
部
圓
週
事
務
所
◎
応
報
満
醐
に
つ
い
て

沖
縄
総
合
事
務
局
南
部
国
道
事
務
所
調
査
第
一課
広
報
係
長

"比
土湯

動
バ

團

は
じ
め
に

!
南
部
国
道
事
務
所
及
び
当
事
務
所
の
道
路
事
業
の
紹
介
-

南
部
国
道
事
務
所
の
広
報
活
動
を
紹
介
す
る
に
当
た
っ

て
、
は
じ
め
に
、
南
部
国
道
事
務
所
及
び
当
事
務
所
の
道

路
事
業
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

南
部
国
道
事
務
所
は
沖
縄
の
本
土
復
帰
に
伴
い
、
昭
和

四
七
年
五
月
一
五
日
に
沖
縄
開
発
庁
の
設
置
と
共
に
、
沖

縄
総
合
事
務
局
の
出
先
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

当
事
務
所
の
管
轄
は
沖
縄
本
島
の
中
南
部
地
域
で
あ
り
、

人
口
の
八
割
が
集
中
し
、
人
口
密
度
の
高
い
地
域
で
す
。

ま
た
、
軌
道
系
交
通
は
モ
ノ
レ
ー
ル
が
わ
ず
か
一
三
如
程

度
と
少
な
く
、
移
動
手
段
は
、
自
家
用
車

･
バ
ス
･
タ
ク

シ
ー
等
の
道
路
交
通
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
朝
夕
の
通
勤
時
間
帯
に
は
那
覇
市
圏
域
や
そ
の
周
辺

で
、
激
し
い
交
通
渋
滞
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

道
路
事
業
と
し
て
は
、
沖
縄
本
島
の
中
南
部
地
域
に
お

い
て
、県
内
の
主
要
幹
線
道
路
で
あ
る
一
般
国
道
五
人
号
、

三
二
九
号
、
三
三
〇
号
、
三
三
一
号
、
三
三
二
号
及
び
五

○
六
号
の
六
路
線
、
管
理
延
長
は
、
一
五
人
･
人
知
で
す
。

当
事
務
所
は
直
轄
国
道
の
改
築
及
び
維
持
修
繕
、
そ
の

他
の
管
理
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
通
渋
滞
を
緩

和
し
地
域
間
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
や
、
安
全
で
安
心
な

道
路
空
間
の
整
備
、
観
光
支
援
や
環
境
に
配
慮
し
た
道
づ

く
り
、
ま
た
、
開
か
れ
た
道
路
行
政
を
図
る
こ
と
を
基
本

方
針
と
し
て
、
道
路
事
業
を
進
め
て
お
り
ま
す

(図
1
)。

二

広
報
活
動
の
紹
介

南
部
国
道
事
務
所
に
お
け
る
、
広
報
活
動
の
取
組
み
と

し
て
、
実
施
し
て
い
る
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

ー

南
部
国
道
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

｢オ
キ
ナ
ビ
ネ
ッ
ト
｣
の
管
理
･
運
営

当
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

｢オ
キ
ナ
ビ
ネ
ッ
ト
｣
を

開
設
し
管
理
･
運
営
を
行
っ
て
お
り
ま
す

(図
2
)。

主
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、
入
札
情
報

･
記
者
発
表
資

料

･
ト
ピ
ッ
ク
ス

･
キ
ッ
ズ
ペ
ー
ジ

･
動
画
コ
ー
ナ
ー

･

C
C
T
V
ラ
イ
ブ
映
像
等
を
配
信
し
て
お
り
、
ま
た
、
定

期
的
に
、
様
々
な
情
報
を
更
新
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
事

務
所
ホ
ー
ム
ぺ
J
ジ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
後
述
し
ま
す
。

2

工
事
記
録
の
ビ
デ
オ
撮
影
、

　

　

広
報
用
ビ
デ
オ
の
編
集
･
製
作
及
び
広
報

つノずつ ;皆“〒ヤ うnハフ11

当
事
務
所
に
お
け
る
道
路
事
業
に
つ
い
て
、
工
事
の
進

捗
状
況
や
周
辺
状
況
、
特
殊
な
工
事

･
工
法
に
つ
い
て
ビ

デ
オ
撮
影
を
行
い
、
工
事
を
記
録
す
る
も
の
で
す
。



図 1 南部国道事務所管内主要事業箇所 (平成19年度事業概要刻め
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図 2 南部国道事務所 ｢オキナビネット｣ トップページ
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勢｣

ま
た
、
道
路
の
供
用
時
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
工
事
記
録

を
も
と
に
、
一
般
の
方
々
や
関
係
者
へ
、
道
路
事
業
に
対

す
る
理
解
や
啓
発
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
広
報
用
ビ

デ
オ
の
編
集
及
び
製
作
を
し
て
い
ま
す

(図
3
)。

3

南
部
国
道
事
務
所
の
事
業
概
要
･

も
掲
載
し
て
い
ま
す

(図
3
)。

各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
及
び
広
報

当
事
務
所
の
道
路
事
業
の
紹
介
を
行
う
、
事
業
概
要
や

各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
作
成
を
行
い
、
一
般
の
方
々
や

関
係
者
へ
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、事
業
概
要
や
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

広
く
P
R
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

4

情
報
誌
へ
道
路
事
業
の
取
組
み
を
掲
載

沖
縄
県
の
地
域
に
根
ざ
し
た
地
元
の
タ
ウ
ン
情
報
誌

に
、
当
事
務
所
が
実
施
し
て
い
る
道
路
事
業
の
取
組
み
や

様
々
な
情
報
に
つ
い
て
、
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
叉
る
こ
と



を
目
的
と
し
て
、
読
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
道
路
行

政
に
関
す
る
意
見
や
関
心
の
あ
る
事
柄
を
聞
く
た

め
の
投
稿
欄
を
設
け
て
い
ま
す

(図
4
)。

5

バ
リ
ア
フ
リ
ー
体
験
施
設

｢ゆ
い
は
ー
と
｣
の
運
営

実
際
に
高
齢
者
疑
似
体
験
ツ
ー
ル
や
車
椅
子
、

ア
イ
マ
ス
ク
を
使
い
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
さ
れ
て
い

な
い
段
差
、
ス
ロ
ー
プ
、
波
を
打
っ
た
、
歩
き
に

く
い
歩
道
を
再
現
し
た
模
擬
道
路
で
、
実
際
に
体

験
す
る
こ
と
で
、
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人

へ
の
理
解

(心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
)
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
整
備
さ
れ
た
施
設
の
運
営
を
行

っ
て
い
ま
す

(写
真
ー
)。

タウン情報誌掲載記事

6

各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

南
部
管
内
の
地
域
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
、
地
元

雪口

自
治
体
の
祭
り
へ
ブ
ー
ス
を
出
展
す
る
こ
と
に
よ

り
、
パ
ネ
ル
展
や
広
報
ビ
デ
オ
上
映
会
等
を
と
お

　冒

し
て
、
地
元
の
方
々
へ
、
道
路
事
業
に
対
す
る
ご

湘
理
解
や
ご
協
力
を
呼
び
か
け
て
ぃ
ま
す
写
真
2
)o

7

｢南
国
ち
ゃ
ん
通
信
｣
の
創
刊

図

今
年
度
か
ら
、
新
た
に
取
り
組
ん
で
い
る
広
報

ツ
ー
ル
と
し
て
、
｢南
国
ち
や
ん
通
信
｣
と
い
う
広

報
誌
を
創
刊
し
ま
し
た

(図
5
)。
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図 3 南部国道事務所広報資料等



アイマスク体験

1 バリアフリー体験

当
事
務
所
で
は
、
道
路
事
業
に
対
す
る
継
続
的
な
評
価

を
し
て
頂
く

｢道
路
モ
ニ
タ
ー
｣
を
設
け
て
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
当

事
務
所
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
記
者
発
表
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
タ
ウ
ン
情
報
誌
等
で
広
報
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
全
て
の

｢道
路
モ
ニ
タ
ー
｣
へ
情
報
が
届
い
て
い

る
と
は
、
必
ず
し
も
言
え
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
｢南
国
ち
や
ん
通
信
｣
を
発
行
し
て
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
記
者
発
表
し
た
情
報
や
こ
れ
ま

で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
し
た
情
報
、
ま
た
、
道
路
事

業
の
取
組
み
紹
介
等
を
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
で

｢道
路

写真2 豊見城まつり出展状況 (平成 18年実施)

　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　 　　
~鹿部回避一事務断の取り縄みを鏑介~

　 　 　　　　　　　　　　　　 　
　
　

　

　

　　

　

　
　
　

　
　
　
　
　
　　　　
　

　

　
　
　
　

　

　
　　　
　　　
　　

滋
養護
憲賞
;

　
　　
　

モ
ニ
タ
ー
｣
の
方
々
へ
直
接
お
届
け
し
よ
う
と
い
う
試
み

で
す
。
ま
た
、
多
く
の
県
民
の
目
に
届
く
よ
う
、
公
共
的

な
各
施
設
の
窓
口
に
設
置
･
配
布
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
｢南
国
ち
ゃ
ん
通
信
｣
を
と
お
し
て
、

｢道
路
モ
ニ
タ
ー
｣
や
県
民
と
の
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

高齢者疑似体験



シ
ョ
ン
が
図
れ
る
よ
う
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

亘

『牙
キ
ナ
ビ
ネ
ツ
ト
』
の
取
組
み
紹
介

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
述
べ
て
き
た
広
報
の
各
手
段
の

中
か
ら
、
南
部
国
道
事
務
所
に
お
け
る
メ
イ
ン
の
広
報
ツ
ー

ル
で
あ
る
、
南
部
国
道
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

｢オ
キ
ナ
ビ

ネ
ッ
ト
｣
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
ま
す
。

南
部
国
道
事
務
所
は
、
開
か
れ
た
道
路
行
政
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
｢オ
キ
ナ
ビ
ネ
ッ
ト
｣
を
管
理
･
運

営
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
｢
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ
ス
回
数
｣
を
分
か

り
易
い
成
果
の
目
安
と
し
て
、
様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
｢
オ
キ
ナ
ビ
ネ
ッ
ト
｣
の
ア
ク
セ
ス

数
の
推
移
は
グ
ラ
フ

(図
6
)
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

な
お
、
国
土
交
通
省
道
路
局
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
、

｢道
路
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ガ
イ
ダ
ン
ス
｣
(平
成
一
七
年

三
月
版
)
に
お
い
て
も
、
国
民
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
情
報

提
供
の
度
合
い
を
測
定
す
る
た
め

｢ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア

ク
セ
ス
数
｣
が
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標

(※
)
と
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

次
に
、
前
年
度
及
び
今
年
度

(上
半
期
)
の

｢オ
キ
ナ

ビ
ネ
ッ
ト
｣
の
取
組
み
の
紹
介
を
し
ま
す
。

※

ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
･･･目
標
と
す
る
成
果

(ア
ウ
ト
カ
ム
)
を
数
値

で
表
し
た
も
の

1

前
年
度
の
取
組
み
紹
介

そ
れ
で
は
、
前
年
度
の
取
組
み
の
中
で
、
特
に
ア
ク
セ

ス
ア
ッ
プ
の
成
果
が
あ
っ
た
取
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

=

｢動
画
コ
ー
ナ
ー
｣
の
設
置

昨
年
の
取
組
み
と
し
て
、
新
た
に

｢動
画
コ
ー
ナ
ー
｣

を
設
置
し
、
南
部
国
道
の
道
路
事
業
の
取
組
み
等
に
つ
い

て
、
動
画
で
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
各
種
イ
ベ

ン
ト
や
開
通
式
等
の
際
は
、
文
章
だ
け
で
な
く
動
画
も
併

用
し
て
、
広
報
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
C
C
T
V
画
像
の
ラ
イ
ブ
配
信

こ
の
取
組
み
も
昨
年
実
施
し
た
も
の
で
、
C
C
T
V
の

画
像
を
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
、
ラ
イ
ブ
配
信
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、
画
像
配
信
は
既
に
各
地
方
整

備
局
の
各
事
務
所
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
他
事
務
所
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
既
に
何
台
も
の
C
C
T
V
画
像
の
ラ,イ

1

　
　

T
-

?

に
鰡

7

猫

図

密

ブ配信画像
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イ
ブ
配
信
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
事
務
所
に
お
い
て
も

今
後
は
、
ハ
ー
ド
･
ソ
フ
ト
両
方
の
課
題
を
解
決
し
、
ラ

イ
ブ
配
信
時
間
の
拡
大
や
、
画
像
台
数
を
増
や
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す

(図
7
)。

2

今
年
度
の
取
組
み
の
紹
介
と
今
後
の
予
定

そ
れ
で
は
、
次
に
今
年
度
行
っ
た
取
組
み
の
紹
介
と
、

今
後
の
予
定
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
ま
す
。

“

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
情
報
の
整
理

今
年
度
か
ら

｢オ
キ
ナ
ビ
ネ
ッ
ト
｣
を
担
当
し
て
、
最

初
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
情
報
を

整
理
し
た
こ
と
で
す
。

｢
オ
キ
ナ
ビ
ネ
ッ
ト
｣
に
は
、
｢ト
ピ

ッ
ク
ス
｣
｢
入
札

情
報
｣
｢
キ
ッ
ズ
ペ
ー
ジ
｣
｢
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
｣
｢動
画
コ
ー
ナ
ー
｣
等
、
い
ろ
い
ろ
情
報
が
あ
り
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
は
、
管
理
を
怠
る
と
、

古
く
な
っ
て
使
え
な
く
な
っ
た
情
報
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

存
在
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
リ
ン
ク
の
宛
先
が
無
い
状
態
を
是
正
し
、
リ

ン
ク
が
切
れ
て
い
る
も
の
は
新
し
い
リ
ン
ク
先
を
設
定
し
ま

し
た
。
ま
た
、
明
ら
か
に
古
く
て
使
え
な
い
情
報
は
思
い
切

っ
て
捨
て
る
こ
と
も
行
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
い
く
ら
古

く
て
も
大
切
な
情
報
は
残
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
す
る
方
々
は
、
リ
ン
ク
先
が
無

い
こ
と
や
、
明
ら
か
に
使
え
な
い
情
報
が
あ
る
と
、
次
か

ら

｢オ
キ
ナ
ビ
ネ
ッ
ト
｣
を
利
用
し
て
頂
け
な
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
は
、
リ
ピ

ー
タ
ー
が
少
な
く
な
り
、
こ
れ
以
上
の

｢
ア
ク
セ
ス
ア
ッ

プ
｣
は
望
め
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
手
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
見
る
側
に
立

っ
た
簡
単
な
整
理
を
す
る
だ
け
で
、
以
前
よ
り

｢オ
キ
ナ

ビ
ネ
ッ
ト
｣
は
、
見
易
く
な
り
ま
し
た
。

@

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
頻
度

｢オ
キ
ナ
ビ
ネ
ッ
ト
｣
に
は
、
可
能
な
か
ぎ
り
新
し
い

情
報
を
掲
載
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
ア
ク
セ
ス
数

が
多
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
更
新
回
数
が
多
い
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
更
新
が
多
い
こ
と
で
、
い
っ
訪
れ
て
も
新

し
い
情
報
を
入
手
で
き
、
定
期
的
に
見
る
価
値
の
あ
る
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
と
て
も
簡
単
な
こ
と
で
す
が
、
更
新
し
た
情
報
は
、

分
か
り
易
い
よ
う
に

｢N
E
W
｣
の
表
示
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
今
年
度
の
上
半
期
で
行
っ
た

｢オ
キ
ナ

ビ
ネ
ッ
ト
｣
の
主
な
取
組
み
は
、
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
心
が
け
ま
し
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
今
年
度
の

上
半
期
の
ア
ク
セ
ス
数
は
、
月
平
均
で
約
一
0
、
0
0
0

件
と
昨
年
か
ら
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

③
今
後
の
取
組
み
予
定

｢
オ
キ
ナ
ビ
ネ
ッ
ト
｣
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
は
、
本
格
的

に
運
用
を
は
じ
め
て
か
ら
様
々
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
追
加

や
、
情
報
量
の
拡
大
に
よ
り
、
肥
大
し
て
見
に
く
く
な
っ

て
い
ま
す
。
特
に
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
で
更
新
情
報
の
画
像

が
見
え
な
く
、
画
像
を
ス
ク
ロ
ー
ル
し
な
け
れ
ば
全
て
の

更
新
情
報
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
更
新
内
容
が
見
や
す
く
な
る
よ
う
に
、
ト

ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

(デ
ザ
イ
ン
の
変
更
等
)

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
各
種

情
報
ま
で
、
な
か
に
は
階
層
が
深
い
も
の
が
あ
り
、
閲
覧

に
手
間
が
か
か
り
不
便
な
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
ク

リ
ッ
ク
三
回
ま
で
に
、
全
て
の
情
報
が
得
ら
れ
る
よ
う
改

善
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
、
視
力
の
弱
い
方
、
高
齢

者
の
方
々
へ
の
配
慮
と
し
て
、
既
に
国
土
交
通
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
整
備
さ
れ
て
い
る
、
閲
覧
支
援
ツ
ー
ル

(音

声
読
み
上
げ
･
文
字
の
拡
大
機
能
)
等
の
ソ
フ
ト
導
入
も

検
討
し
て
い
ま
す
。

四

終
わ
り
に

当
事
務
所
の
道
路
行
政
に
お
け
る
広
報
活
動
は
、
情
報

を
公
開
す
る
こ
と
で
、道
路
行
政
の
透
明
性
を
向
上
さ
せ
、

県
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
県
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
J
シ
ョ
ン
を
深
め
る

こ
と
も
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
、
広
報
活
動
は
、
ま
す

ま
す
重
要
性
が
増
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
、
様
々
な
広

報
ツ
ー
ル
の
質
を
向
上
さ
せ
、、
そ
れ
を
、
最
大
限
に
活

用
で
き
る
取
組
み
を
行
う
こ
と
で
、
積
極
的
で
効
率
的
な

広
報
活
動
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

イワ



〔
一
審
判
決
〕

平
成
一
七
年
四
月
二
七
日

千
葉
地
裁

請
求
一部
認
容

(被
告
控
訴
)

〔二
審
判
決
〕

平
成
一
人
年
四
月
二
七
日

東
十星
局
裁

請
求
一部
認
容

(確
定
)

は
じ
め
に

公
の
営
造
物
の
設
置
･
管
理
瑕
疵
の
成
否
を
判
断
す
る

た
め
の
基
準
の
一
つ
に
、
回
避
可
能
性
が
あ
る
。
公
の
営

造
物
の
設
置
･
管
理
者
に
お
い
て
事
故
の
発
生
を
回
避
で

き
る
可
能
性
が
な
い
場
合
に
は
、
瑕
疵
が
な
い
も
の
と
判

断
さ
れ
る
。

今
回
は
、
回
避
可
能
性
に
関
す
る
裁
判
所
の
判
断
の
一

例
を
紹
介
す
る
。
本
件
は
、
道
路
管
理
者
が
崩
落
し
た
水

路
蓋
を
事
故
発
生
ま
で
に
復
旧
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
、
と
い
う
点
で
回
避
可
能
性
を
否
定
し
つ
つ
も
、
そ
も

三 ′, .
　

　
　 　 　

そ
も
、
当
該
損
壊
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ

っ
た
と
し
て
、
回
避
可
能
性
を
認
め
た
事
例
で
あ
る
。

E

事
案
の
概
嚢

1

事
案
の
要
旨
等

1

被
控
訴
人

(原
告
A
)
は
、
自
転
車
に
乗
っ
て
、
B

市
内
の
B
市
市
道

(以
下

｢本
件
市
道
｣
と
い
う
。)

に
設
け
ら
れ
て
い
る
控
訴
人

(被
告
B
市
)
が
設
置
･

管
理
す
る
歩
道

(水
路
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
水
路
蓋

で
覆
っ
て
歩
道
の
一
部
と
し
て
い
る
歩
道
。
以
下

｢本

件
歩
道
｣
と
い
う
。)
を
走
行
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
水

路
蓋
六
枚
が
壊
れ
て
崩
落
し
て
い
た
た
め
、
水
路
に
自

転
車
ご
と
転
落
し
、
そ
の
衝
撃
に
よ
っ
て
負
傷
し
た

(以
下

｢本
件
事
故
｣
と
い
う
。)。

本
件
は
、
被
控
訴
人
が
、
本
件
事
故
は
公
の
営
造
物

で
あ
る
本
件
歩
道
の
設
置
･
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
こ

と
が
原
因
で
あ
る
と
主
張
し
て
、
控
訴
人
に
対
し
、
国

家
賠
償
法
二
条

一
項
に
基
づ
き
、
治
療
費
、
休
業
損

害
、
逸
失
利
益
及
び
慰
謝
料
等
合
計
一
、五
九
七
万
八
、

九
六
八
円
及
び
こ
れ
に
対
す
る
平
成

一
四
年

三
一月

六
日

(本
件
事
故
の
日
)
か
ら
支
払
済
み
ま
で
民
法

所
定
の
年
五
分
の
割
合
の
遅
延
損
害
金
の
支
払
を
求

め
た
事
案
で
あ
る
。

2

原
判
決
は
、
控
訴
人
の
責
任
を
認
め
た
上
、
過
失

相
殺
し
、
控
訴
人
に
対
し
、
被
控
訴
人
に
一
、
一
〇
七

万
七
、四
七
四
円
及
び
こ
れ
に
対
す
る
遅
延
損
害
金
を

支
払
う
よ
う
命
じ
、
被
控
訴
人
の
そ
の
余
の
請
求
を

棄
却
し
た
。

3

こ
れ
に
対
し
、
控
訴
人
が
敗
訴
部
分
の
取
消
し
を

l48 道ネテセ 2007.11

求
め
て
控
訴
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

2

前
提
事
実

⑩

当
事
者

(略
)

②

本
件
事
故
の
発
生

歩
道
に
設
け
ら
れ
た
水
路
蓋
が
蹴
落
し
た
と
こ
ろ
に

園
嶬
薹
が
贓
落
し
た
事
讓
に
つ
い
て

道
路
の
管
理
職
癩
が
争
わ
れ
た
事
例

ー
自
転
車
転
落
事
故
損
害
賠
償
請
求
事
件
-道

路
局
道
路
交
通
管
理
課

青
柳

敬
直



被
控
訴
人
は
、
以
下
の
内
容
の
事
故

(本
件
事
故
)
に

よ
り
負
傷
し
た
。

日
時
…平
成
一
四
年
二
一月
六
日
午
後
七
時
三
〇
分
こ

ろ

′

場
所
"本
件
市
道
は
、
B
市
C
町
四
六
六
番
地
付
近
で

は
ほ
ぼ
東
西
に
近
い
方
向
に
通
じ
て
い
る
が
、

本
件
事
故
は
、
同
番
地
先
の
本
件
市
道
の
南
側

部
分
に
設
置
さ
れ
て
い
る
本
件
歩
道
上
で
発
生

し
た

(以
下

｢本
件
事
故
現
場
｣
と
い
う
。)。

態
様
…被
控
訴
人
が
本
件
歩
道
を
自
転
車
に
乗
っ
て
D

町
五
丁
目
方
面

(東
方
)
か
ら
C
町
方
面

(西

方
)
へ
走
行
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
本
件
歩
道
に

設
置
さ
れ
て
い
た
水
路
を
覆
う
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
の
水
路
蓋
六
枚
が
壊
れ
て
崩
落
し
て
お
り
、

進
行
方
向
に
向
か
っ
て
長
さ
約
三
m
、
幅
約
八

五
皿
に
わ
た
り
水
路
が
閉
口
し
て
い
る
状
態
に

な
っ
て
い
た
た
め
、
被
控
訴
人
は
水
路
に
自
転

車
ご
と
転
落
し
た
。

③

本
件
歩
道
の
正
常
時
の
状
況

本
件
市
道
は
、
J
R
総
武
線
高
架
の
南
側
下
に
あ
る
片

側
一
車
線
、
幅
員
約
一
三
･
四
m
の
道
路
で
あ
り
、
本
件

歩
道
は
そ
の
南
側
部
分
に
設
置
さ
れ
た
幅
員
約
二
･
七
m

の
歩
道
で
あ
る
。

本
件
歩
道
に
は
、
幅
員
約
二
･
七
m
の
う
ち
の
車
道
側

部
分
に
深
さ
約
一
･
0
五
m
、
内
側
の
幅
約
八
五
皿
の
U

字
溝
が
あ
り
、
U
字
溝
の
上
端
部
の
棚
状
部
分

(そ
の
幅

は
約
一
･
二
m
で
深
さ
約
一
0
m
)
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の
水
路
蓋

(約
一
･
二
m
×
約
五
〇
皿
×
約
一
○
凹

が

は
め
込
ま
れ
る
形
で
架
け
ら
れ
て
い
た
。

㈲

被
控
訴
人
の
負
傷
と
治
療
の
経
緯

(略
)

3

争
点
及
び
原
審
に
お
け
る
当
事
者
の
主
張

本
件
の
主
要
な
争
点
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

控
訴
人
の
責
任
原
因

②

被
控
訴
人
の
後
遺
障
害
の
程
度

(略
)

③

過
失
相
殺
の
当
否

(略
)

④

本
件
事
故
と
相
当
因
果
関
係
の
あ
る
被
控
訴
人
の

損
害
の
額

(略
)

原
審
に
お
け
る
当
事
者
の
主
張
は
、
原
判
決
の
事
実
及

び
理
由
の
二

2
の
と
お
り
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
引
用

す
る

(略
)。

4

当
審
に
お
け
る
控
訴
人
の
主
張

控
訴
人
の
当
審
に
お
け
る
主
張
は
、
原
判
決
の
認
定
判

断
を
批
判
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
二

(当
裁
判
所

の
判
断
)
に
お
い
て
必
要
に
応
じ
摘
示
し
、
あ
る
い
は
そ

の
主
張
を
踏
ま
え
て
、
判
断
を
加
え
る
。

二

争
点
に
対
す
る
判
断

1

争
点
①

(控
訴
人
の
責
任
原
因
)
に
つ
い
て

の

本
件
市
道
の
管
理
等
に
関
す
る
事
実
関
係

各
項
中
に
掲
記
し
た
各
証
拠
及
び
弁
論
の
全
趣
旨
に
よ

れ
ば
、
以
下
の
事
実
が
認
め
ら
れ
る
。

ア

･
イ

(略
)

ウ

控
訴
人
は
、
上
記
ア
･
イ
の
工
事
後
、
設
置
さ

れ
た
水
路
蓋
を
全
面
的
に
入
れ
替
え
る
と
い
う
工

事
を
し
た
こ
と
は
な
く
、
補
修
を
必
要
と
す
る
水

路
蓋
が
生
じ
た
場
合
に
、
当
該
水
路
蓋
の
み
を
取

り
外
し
て
新
た
に
設
置
し
又
は
修
繕
を
す
る
と
い

う
個
別
の
処
置
を
し
て
き
た
。

エ

控
訴
人
は
、
控
訴
人
の
パ
ト
ロ
ー
ル
班
、
一
般

市
民
、
道
路
安
全
推
進
モ
ニ
タ
ー

(
一
般
市
民
等

に
委
嘱
)
及
び
郵
便
局
局
員
の
報
告
等
に
よ
り
、

損
壊
す
る
な
ど
し
て
補
修
を
必
要
と
す
る
に
至
っ

た
水
路
蓋
の
発
見
に
努
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
補

修
を
必
要
と
す
る
水
路
蓋
が
発
見
あ
る
い
は
報
告

さ
れ
た
場
合
に
は
、
控
訴
人
の
職
員
が
現
場
に
行

っ
て
確
認
し
た
上
、
破
損
等
の
状
況
に
応
じ
て
、

市
役
所
内
で
簡
単
な
補
修
工
事
を
行
っ
て
い
る
直

営
班
に
補
修
さ
せ
る
か
、
業
者
に
依
頼
し
て
補
修

さ
せ
る
か
の
い
ず
れ
か
の
処
理
を
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
対
策
に
よ
り
、
本
件
歩
道
近
く
の
水

路
蓋
の
異
常
に
つ
き
、
以
下
の
よ
う
な
報
告
が
さ

れ
、
そ
の
都
度
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
補
修
さ
れ
て

き
た
。
以
下
は
報
告
の
日
時
、
異
常
が
あ
っ
た
場

所
及
び
報
告
の
内
容
で
あ
る
。
年
度
は
い
ず
れ
も

平
成
で
あ
る
。

七
年

九
月
二
四
日

C
町
三
八
一

水
路
蓋
の
破
壊

八
年

三
月
一
八
日

C
町
五
一
〇

水
路
蓋
四
枚
の
落
下

四
月

九
日

E
町
七
〇
六

路
肩
の
U
字
溝
が
間
口

七
月

二
日

E
町
五
一
五

水
路
蓋
の
割
れ

九
月

四
日

E
町
五
一
九

水
路
蓋
の
崩
落

二

年
一
一
月

四
日

C
町
五
一
〇

水
路
蓋
の
破
損

一
二
月

七
日

C
町
五
三
一

水
路
蓋
の
破
損

一
一
一月
二
一
日

E
町
五
一
五

水
路
蓋
の
破
損
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一
二
年

四
月

三
日

E
町
六
八
四
-
二

U
字
溝
の
蓋
の
破
壊

六
月

六
日

E
町
六
八
四
ー
二

側
溝
の
蓋
が
歯
抜

け
状
で
あ
っ
た
た

め
蓋
を
架
け
る
よ

う
要
求

七
月

三
日

E
町
六
五
三

U
字
溝
の
蓋
の
破
壊

七
月
二
六
日

C
町
五
一
〇

水
路
蓋
二
枚
の
交
換

八
月
一
〇
日

E
町
六
八
四

U
字
溝
の
蓋
の
破
損
、
薄

蓋
五
、
六
枚

九
月

四
日

E
町
五
一
五
-

一

水
路
蓋
二
枚
の
破
損

二

月
一
四
日

E
町
五
一
五
-

-

水
路
蓋
二
枚
の
破

損
壊

一
三
年

一
月

五
日

E
町
六
八
四
-
二

U
字
溝
の
蓋
の
破
損

一
四
年

八
月
二
八
月

C
町
六
一
三
-
-

側
溝
蓋
の
破
損

一
〇
月

三
日

C
町
五
三
0
-

一

水
路
蓋
の
が
た
つ
き

一
二
月

九
日

C
町
四
六
五
-

一

水
路
蓋
の
が
た
つ
き

な
お
、
水
路
蓋
の
破
壊
が
複
数
回
発
生
し
て
い

る
場
所
は
、
い
ず
れ
も
車
両
が
歩
道
を
横
切
っ
て

路
外
に
出
入
り
す
る
施
設
の
あ
る
場
所
で
あ
る
。

オ

本
件
歩
道
の
脇
に
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
栽
培

を
営
む
者
が
お
り
、
同
人
等
の
運
転
す
る
軽
ト
ラ

ッ
ク
や
農
作
業
用
の
ト
ラ
ク
タ
ー
等
が
日
常
的
に

本
件
歩
道
を
経
て
車
道
と
農
園
と
の
間
を
往
来
し

て
お
り
、
ま
た
、
付
近
に
は
畑
も
あ
っ
た
の
で
、

同
様
の
往
来
が
あ
っ
た
も
の
と
推
認
さ
れ
る
。

控
訴
人
は
、
本
件
水
路
蓋
崩
落
の
あ
っ
た
場
所

と
の
関
連
を
指
摘
し
て
こ
の
事
実
を
争
う
が
、
付

近
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
経
営
者
等
が
崩
落
し
た
箇

所
を
含
め
本
件
歩
道
を
往
来
し
て
い
た
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

が
通
常
の
業
務
に
お
い
て
収
集
し
た
道
路
の
損
壊

力

本
件
歩
道
の
水
路
蓋
の
施
工
時
に
お
け
る
ひ
び

等
に
つ
い
て
の
情
報
を
、
毎
週
月
曜
日
に
通
｢
し

割
れ
荷
重

(ひ
び
が
初
め
て
入
る
荷
重
)
は
、
一

鯖
当
た
り
一
、
一
〇
〇
鱈

(約
一
〇
･
七
九
キ
ロ
ニ

ュ
ー
ト
ン
)
で
あ
り
、

一
寸
当
た
り

一
、
八
〇
〇
舵

の
荷
重
が
掛
け
ら
れ
た
段
階
で
破
壊
さ
れ
る
も
の

で
あ
っ
た
。

キ

本
件
事
故
当
時
、
本
件
歩
道
と
車
道
と
の
高
低

差
は
、
約
二
0
m
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
車
道
の
本
件
歩
道
に
接
す
る
付
近
に

は
土
が
堆
積
し
て
い
て
本
件
歩
道
と
車
道
と
の
段

差
が
小
さ
く
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
車
道
の
土

砂
が
堆
積
し
た
こ
と
に
も
よ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
同
時
に
日
ご
ろ
か
ら
自
動
車
等
の
通
行
が
あ

っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
大
型
自
動
車
等
が
本
件
歩
道
と
車
道
に

ま
た
が
る
形
で
走
行
し
又
は
駐
車
す
る
こ
と
が
可

能
な
状
況
に
な
っ
て
い
た
。

ク

控
訴
人
は
、
以
下
の
方
法
に
よ
り
、
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
っ
て
い
た
。

の
毎
月
第
二
木
曜
日
に
、
お
お
む
ね
六
班
に
分
か

れ
て
、
車
両
で
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
。

の

の
と
は
別
に
、
市
民
等
か
ら
の
通
報
が
あ
る

と
、
直
ち
に
パ
ト
ロ
ー
ル
に
向
か
う
。

③
市
民
一
0
0
人
程
度
を
上
限
と
し
て
、
道
路
安

全
推
進
モ
ニ
タ
ー
を
委
嘱
し
、
適
宜
、
道
路
状
況

に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
求
め
る
。

⑭

郵
便
局
の
協
力
を
得
て
、
郵
便
局
の
外
務
職
員

等
に
つ
い
て
の
情
報
を
、
毎
週
月
曜
日
に
通
報
し

て
も
ら
う
。

ケ

本
件
歩
道
脇
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
栽
培
を
営
む

者
は
、
本
件
事
故
の
あ
っ
た
平
成
一
四
年
一
二
月

六
日
の
午
後
五
時
三
〇
分
な
い
し
午
後
六
時
こ
ろ

現
場
を
離
れ
て
帰
宅
し
た
が
、
本
件
歩
道
の
崩
落

に
気
が
付
か
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
の
時
点
で
は
崩

落
し
て
い
な
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。

コ

控
訴
人
は
、
本
件
事
故
後
に
本
件
事
故
発
生
の

報
告
を
受
け
て
初
め
て
、
本
件
歩
道
の
水
路
蓋
の

崩
落
を
知
っ
た
。

②

本
件
歩
道
の
設
置
･
管
理
の
瑕
疵
に
つ
い
て

上
記
◎
の
事
実
及
び
前
記

一
2
の
前
提
事
実
を
基
に
、

被
控
訴
人
の
主
張
に
つ
い
て
順
次
検
討
す
る
。

ア

本
件
歩
道
の
設
置
上
の
瑕
疵
に
つ
い
て

の
本
件
歩
道
の
未
舗
装
、
水
路
蓋
の
安
全
性
の
欠

如
に
つ
い
て

a

被
控
訴
人
は
、
本
件
歩
道
は
道
路
構
造
令
二

十
三
条
に
定
め
る
舗
装
が
さ
れ
て
い
な
い
と
主

張
す
る
と
こ
ろ
、
本
件
歩
道
の
よ
う
に
水
路
上

に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
蓋
を
し
て
歩
道
と
し
た

も
の
に
つ
い
て
ま
で
、
道
路
構
造
令
が
規
定
す

る
通
常
の
舗
装
を
す
べ
き
も
の
と
は
い
い
難
い

(な
お
、
水
路
に
蓋
を
設
置
し
て
歩
道
と
す
る

こ
と
が
お
よ
そ
許
さ
れ
な
い
と
も
解
さ
れ
な

い
。)
。
ま
た
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
水
路
蓋
を
設

置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
応
表
面
が
平
滑
に
さ
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れ
、
雨
水
等
が
た
ま
ら
な
い
状
態
に
さ
れ
て
い

た
と
認
め
ら
れ
る
。

て
、
通
常
の
歩
行
に
耐
え
る
強
度
を
備
え
た
と

い
う
点
で
は
、
歩
道
の
舗
装
と
同
視
す
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
件
の
よ
う
な
水
路
蓋
を
設
置
し

た
歩
道
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
本
来
備
え
る
べ

き
安
全
性
を
欠
い
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
設

置
に
瑕
疵
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
安
全
性
を
評
価
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

通
常
の
舗
装
す
べ
き
歩
道
が
路
盤
に
支
持
さ
れ

て
お
り
、
表
層
が
破
損
又
は
破
壊
し
て
も
本
件

の
よ
う
な
転
落
事
故
が
起
こ
る
余
地
は
な
い
の

に
対
し
、
本
件
歩
道
の
場
合
に
は
、
水
路
に
架

け
ら
れ
た
水
路
蓋
が
損
壊
し
て
崩
落
し
た
場
合

に
は
、
直
ち
に
本
件
歩
道
を
通
行
す
る
者
が
水

路
内
に
転
落
す
る
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
か
ら
、

そ
の
安
全
性
の
基
準
は
、
通
常
の
歩
道
の
舗
装

以
上
に
厳
格
に
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
橋

･
高
架
の
自
転
車
道
の
設
置

の
際
に
基
準
と
さ
れ
る
活
荷
重
は
、
床
版
及
び

床
組
を
設
計
す
る
場
合
は
、
一
ぱ
当
た
り
五
〇

〇
蛇
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
本
件
歩
道
の
安

全
性
の
検
討
に
関
し
こ
れ
を
参
考
に
す
る
と
、

本
件
歩
道
に
用
い
ら
れ
た
水
路
蓋
は
、
平
板
な

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
ひ
び

割
れ
荷
重
は
一
話
当
た
り
一
、
一
〇
〇
蟷
、
破

壊
に
至
る
荷
重
は
一
話
当
た
り
一
、八
〇
〇
蝮

で
あ
る
か
ら
、
上
記
基
準
を
一
応
満
た
し
て
い

1b

し
か
し
、
本
件
歩
道
は
、
車
道
と
本
件
歩
道

と
を
隔
て
る
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
そ
の
他
の

措
置
が
と
ら
れ
て
お
ら
ず
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
農

業
用
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
が
日
常
的
に
通
行
し
、

ま
た
、
大
型
自
動
車
等
が
本
件
歩
道
と
車
道
と

に
ま
た
が
る
形
で
走
行
あ
る
い
は
駐
車
す
る
こ

と
が
可
能
な
状
況
に
な
っ
て
い
た
。
本
件
市
道

を
管
理
す
る
控
訴
人
と
し
て
も
、
当
然
、
上
記

の
状
況
を
知
り
又
は
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
べ
き
と
こ
ろ
、
水
路
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の

蓋
を
架
け
る
形
で
歩
道
を
構
築
す
る
場
合
に

は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
も
予
測
し
て
、
大
型
車
が

乗
っ
た
場
合
の
荷
重
に
も
耐
え
ら
れ
る
水
路
蓋

を
架
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

措
置
を
講
じ
な
い
場
合
に
は
、
本
件
歩
道
と
車

道
と
を
隔
て
る
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設
置
す
る
こ

と
等
に
よ
り
、
自
動
車
が
本
件
歩
道
上
を
通
行

し
た
り
す
る
こ
と
を
防
ぐ
手
段
を
講
じ
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

本
件
歩
道
の
水
路
部
分
は
、
上
記
の
と
お
り

一
話
当
た
り

一
、
八
〇
0
電
の
荷
重
が
掛
か
る

こ
と
に
よ
り
破
壊
さ
れ
る
設
計
に
な
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
四
輪
自
動
車
の
場
合
、
一
輪
当
た
り

の
接
地
面
積
を
○
･
五
髭
と
仮
定
す
る
と
、
計

算
上
三
、
六
〇
〇
箱
の
自
動
車
で
一
輪
に
掛
か

る
荷
重
が
ち
m
当
た
り
一
、八
〇
〇
蛇
と
な
り
、

こ
れ
を
超
え
る
重
量
の
自
動
車

(四
t
車
等
)

が
本
件
歩
道
を
走
行
す
れ
ば
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
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製
水
路
蓋
が
破
壊
さ
れ
て
崩
落
す
る
可
能
性
が

あ
っ
た
こ
と
に
な
る

(車
輪
の
接
地
面
積
は
上

記
よ
り
小
さ
い
可
能
性
が
あ
り
、
よ
り
小
さ
い

場
合
に
は
一
話
当
た
り
に
掛
か
る
荷
重
は
よ
り

大
き
く
な
る
か
ら
、
よ
り
重
量
の
小
さ
い
自
動

車
で
も
水
路
蓋
が
破
壊
さ
れ
る
可
能
性
が
生
ず

る
。
ま
た
、
車
両
が
本
件
歩
道
を
通
過
等
す
る

際
に
は
、
そ
の
揺
れ
等
に
よ
り
一
時
的
に
一
輪

に
大
き
な
荷
重
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
得
る
か

ら
、
こ
れ
ら
の
場
合
に
は
、
上
記
の
想
定
よ
り

軽
量
の
車
両
で
も
水
路
蓋
が
崩
落
す
る
可
能
性

が
あ
る
。
経
年
に
よ
る
劣
化
が
加
わ
れ
ば
、
一

層
崩
落
の
可
能
性
は
高
ま
る
。)。

そ
し
て
、
前
記
の
と
お
り
、
現
実
に
も
、
本

件
歩
道
に
近
接
す
る
歩
道
の
水
路
蓋
が
崩
落
し

た
事
実
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
を
考
慮

す
る
と
、
上
記
程
度
の
設
計
値
を
も
っ
て
、
舗

装
に
代
え
て
水
路
蓋
を
設
置
す
る
の
で
は
本
件

歩
道
の
通
行
の
安
全
性
を
満
た
し
た
も
の
と
は

認
め
難
い
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
本
件
歩
道
の

設
置
に
は
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な

い
。

の
道
路
付
属
物
の
不
設
置
に
つ
い
て

a

街
灯
に
つ
い
て

本
件
歩
道
の
崩
落
し
た
水
路
蓋
の
あ
っ
た
箇

所
付
近
に
は
、
街
灯
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
約

四
0
m
離
れ
た
二
つ
の
街
灯
の
中
間
に
位
置
し



て
お
り
、
そ
の
近
く
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
の

年
劣
化
に
よ
り
、
破
損
又
は
が
た
つ
き
を
生
じ

程
度
劣
化
し
、
あ
る
程
度
大
型
の
自
動
車
が
本

電
灯
の
明
か
り
が
届
き
、
ま
た
、
J
R
総
武
線

て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
水
路
蓋

件
歩
道
の
水
各
挫
に

こ
り

げ
た
場
合
に
は
、

の
沿
線
に
位
置
す
る
か
ら
線
路
の
明
か
り
も
届

く
状
態
に
あ
っ
た
か
ら
、
夜
間
で
あ
っ
て
も
、

本
件
歩
道
の
状
況
が
見
え
な
い
わ
け
で
は
な
か

っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
街
灯
の
設
置
に
関
し
、

瑕
疵
が
あ
っ
た
と
ま
で
は
認
め
ら
れ
な
い
。

b

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
に
つ
い
て

本
件
事
故
当
時
、
本
件
歩
道
と
車
道
と
の
間

に
は
約
二
〇
皿
の
高
低
差
が
あ
っ
た
が
、
ビ
ニ

ー
ル
ハ
ウ
ス
の
経
営
者
等
の
使
用
す
る
軽
ト
ラ

ッ
ク
や
農
業
用
ト
ラ
ク
タ
ー
等
が
車
道
か
ら
本

件
歩
道
に
乗
り
入
れ
、
ま
た
、
大
型
自
動
車
等

が
本
件
歩
道
と
車
道
と
に
ま
た
が
っ
て
走
行
し

又
は
駐
車
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
か
ら
、
水
路

蓋
の
強
度
を
大
型
自
動
車
等
の
荷
重
に
耐
え
る

も
の
と
し
な
い
場
合
に
は
、
控
訴
人
に
は
、
本

件
歩
道
と
車
道
と
を
隔
て
る
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等

の
道
路
付
属
物
を
設
置
す
る
等
、
歩
道
の
通
行

を
防
止
す
る
措
置
を
と
る
べ
き
義
務
が
あ
っ
た

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

イ

本
件
歩
道
の
管
理
上
の
瑕
疵
に
つ
い
て

の
水
路
蓋
管
理
の
瑕
疵
に
つ
い
て

a

本
件
歩
道
の
水
路
蓋
の
崩
落
は
、
以
下
の
と

お
り
、
水
路
蓋
の
経
年
劣
化
が
寄
与
し
た
も
の

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

⑮
上
記
=
エ
の
と
お
り
、
本
件
歩
道
に
近
接
す

る
側
溝
の
上
に
設
置
さ
れ
て
い
た
水
路
蓋
が
経

て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
水
路
蓋

と
本
件
歩
道
の
水
路
蓋
と
は
ほ
ぼ
同
年
代
に
設

置
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
本
件
歩

道
の
水
路
蓋
も
同
様
に
経
年
劣
化
し
て
い
た
も

の
と
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

控
訴
人
は
、
上
記
の
水
路
蓋
は
、
本
件
の
水

路
蓋
と
は
形
状
も
設
置
場
所
も
異
な
る
な
ど
と

し
て
、
経
年
劣
化
の
事
実
を
争
う
が
、
ど
の
よ

う
に
異
な
る
の
か
は
明
ら
か
で
な
く
、
上
記
=

エ
の
事
実
か
ら
本
件
歩
道
の
水
路
蓋
も
経
年
劣

化
し
て
い
た
と
推
認
す
る
こ
と
は
、
何
ら
経
験

則
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
上
記
=

エ
は
、
C
町
及
び
E
町
の
み
の
件
数
で
あ
り
、

そ
の
中
で
生
じ
た
前
記
の
破
損
、
が
た
つ
き
等

は
、
決
し
て
少
な
い
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き

な
い
。

⑮
本
件
歩
道
に
続
く
J
R
総
武
線
沿
い
の
歩
道

で
水
路
蓋
の
破
壊
が
複
数
回
発
生
し
て
い
る
場

所
と
し
て
、
F
マ
ン
シ
ョ
ン
駐
車
場
出
入
り
口

前
、
J
R
東
日
本
G
変
電
所
前
、
中
古
車
売
場

前
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
場
所
は
、
い
ず
れ
も

車
両
の
出
入
り
の
多
い
場
所
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。

本
件
歩
道
の
場
合
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
経

営
者
が
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
農
業
用
ト
ラ
ク
タ
ー
を

運
転
し
て
本
件
歩
道
を
日
常
的
に
通
行
し
て
い

た
か
ら
、
本
件
歩
道
の
水
路
蓋
は
、
か
な
り
の

件
歩
道
の
水
路
蓋
に
乗
り
上
げ
た
場
合
に
は
、

水
路
蓋
が
破
損
し
て
崩
落
し
て
も
お
か
し
く
な

い
状
態
で
あ
っ
た
と
推
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

控
訴
人
は
、
本
件
歩
道
の
水
路
蓋
に
鉄
筋
が

入
っ
て
い
た
こ
と
、
以
前
修
理
が
さ
れ
た
経
緯

が
な
い
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
、
経
年
劣
化
の

事
実
を
争
う
が
、
控
訴
人
の
指
摘
す
る
事
実
か

ら
経
年
劣
化
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

い
う
べ
き
で
あ
る
。

⑯
そ
し
て
、
本
件
歩
道
の
水
路
蓋
が
一
挙
に
六

枚
も
崩
落
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
大
型

自
動
車
等
が
本
件
歩
道
上
を
通
行
し
た
こ
と
に

よ
り
水
路
蓋
に
荷
重
が
か
か
り
、
こ
れ
に
上
記

⑩
、
⑮
の
よ
う
に
水
路
蓋
が
経
年
劣
化
し
て
い

た
こ
と
が
加
わ
っ
て
水
路
蓋
が
崩
落
し
た
も
の

と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

⑮
控
訴
人
は
、
本
件
歩
道
か
ら
約
八
〇
0
m
離

れ
た
箇
所
に
本
件
歩
道
の
水
路
蓋
を
設
置
し
た

の
と
同

一
の
請
負
業
者
が
昭
和
五
五
年
に
設
置

し
た
同
一
規
格
の
水
路
蓋
に
つ
き
、
載
荷
試
験

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
ひ
び
割
れ
荷
重
が
約

一
二

･
四
人
キ
ロ
ニ
ュ
ー
ト
ン
で
あ
り
、
設
置

時
の
本
件
歩
道
の
水
路
蓋
の
ひ
び
割
れ
荷
重
で

あ
る

一
〇

･
七
九
キ
ロ
ニ
ュ
ー
ト
ン
よ
り
も
む

し
ろ
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
経
年
劣
化
の

度
合
い
は
極
め
て
微
少
で
あ
る
旨
を
主
張
す
る
。

し
か
し
、
こ
の
試
験
の
対
象
と
な
っ
た
水
路
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蓋
の
あ
っ
た
場
所
は
、
本
件
歩
道
の
よ
う
な
J

R
総
武
線
沿
線
で
は
な
く
、
南
に
入
っ
た
幅
員

の
狭
い
道
路
に
設
置
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る

か
ら
、
自
動
車
や
自
転
車
が
そ
の
上
を
通
行
す

る
頻
度
が
同
じ
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難
く
、
こ

れ
と
本
件
歩
道
の
水
路
蓋
と
を
同
列
に
考
え
る

こ
と
は
で
き
ず
、
本
件
歩
道
の
水
路
蓋
も
経
年

劣
化
の
度
合
い
が
微
少
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ

な
い
か
ら
、
控
訴
人
の
こ
の
点
で
の
主
張
も
採

用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

b
④

控
訴
人
は
、
水
路
蓋
が
六
枚
も
崩
落
し
て
い

た
と
い
う
事
実
か
ら
、
通
常
は
働
か
な
い
よ
う

な
過
大

(過
重
)
な
力
が
作
用
し
た
も
の
で
あ

る
と
主
張
す
る
が
、上
記
ア
で
認
定
の
と
お
り
、

本
件
水
路
蓋
は
四
t
車
程
度
の
大
型
自
動
車
が

通
行
し
て
も
崩
落
す
る
可
能
性
を
有
し
て
い
た

も
の
で
あ
り
、
本
件
歩
道
の
自
動
車
等
の
通
行

状
況
に
か
ん
が
み
る
と
、
予
測
不
可
能
な
過
大

な
力
が
作
用
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
水
路
蓋
が
崩

落
し
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
こ
の

点
の
控
訴
人
の
主
張
は
、採
用
の
限
り
で
な
い
。

⑮
控
訴
人
は
、
当
審
に
お
い
て
も
、
次
の
と
お

り
主
張
す
る
。

本
件
に
お
い
て
は
、
水
路
蓋
が
約
三
m
に
わ

た
り
六
枚
も
連
続
し
て
、
内
部
の
鉄
筋
と
と
も

に
ほ
ぼ
真
ん
中
で
分
断
さ
れ
崩
落
し
て
お
り
、

ま
た
本
件
事
故
現
場
周
辺
に
は
車
両
の
塗
料
な

ど
の
付
着
も
な
く
、
車
両
が
落
ち
込
ん
だ
形
跡

も
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
水
路
蓋
の
崩
落

の
原
因
は
、
ク
レ
ー
ン
で
つ
り
上
げ
た
大
型
の

鋼
材
の
よ
う
な
重
量
物
を
誤
っ
て
地
上
へ
落
下

さ
せ
た
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
事
故
は
予
測
不
可
能
で

あ
る
か
ら
、
控
訴
人
の
管
理
義
務
の
範
囲
を
超

え
た
不
可
抗
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
道
路

管
理
上
の
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。

控
訴
人
は
、
以
上
の
よ
う
に
主
張
す
る
が
、

①
控
訴
人
の
想
定
す
る
よ
う
な
重
量
物
の
落
下

が
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
当
然
、
直
ち
に
警
察

あ
る
い
は
道
路
管
理
者
で
あ
る
控
訴
人
に
通
報

さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
形
跡
は
な

い
こ
と
、
②
そ
の
よ
う
な
事
故
が
あ
っ
た
の
で

あ
れ
ば
、
車
道
に
も
そ
れ
な
り
の
痕
跡
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
発
見
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
等
に
照
ら
し
、
控
訴
人
の
想
定
は
観
念

的
な
想
定
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
っ
て
、
本
件

に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
事
故
が
あ
っ
た
と
は
認

め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
前
記
の
と
お
り
、
大
型

ト
ラ
ッ
ク
等
が
本
件
歩
道
を
通
行
す
る
可
能
性

は
予
測
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
本
件
水
路

蓋
の
崩
落
状
況
に
か
ん
が
み
て
も
、
そ
の
崩
落

が
そ
う
し
た
予
測
可
能
な
事
態
に
よ
る
も
の
で

な
い
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

c

控
訴
人
は
、
過
去
の
補
修
歴
か
ら
み
て
、
本

件
歩
道
に
お
け
る
崩
落
に
つ
い
て
予
見
で
き
な

か
っ
た
と
し
て
、そ
の
責
任
を
否
定
し
て
い
る
。

し
か
し
、
上
記
ア
の
と
お
り
、
そ
も
そ
も
本

件
歩
道
の
水
路
蓋
を
設
置
す
る
に
際
し
、
大
型

自
動
車
等
の
本
件
歩
道
内
へ
の
乗
入
れ
等
を
予

測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
上
、
本
件
歩
道

に
続
く
J
R
総
武
線
沿
線
の
C
町
五
三
〇
ー

一

の
水
路
蓋
に
お
い
て
、
本
件
事
故
の
約
二
ヵ
月

前
で
あ
る
平
成
一
四
年
一
〇
月
三
日
、
が
た
つ

き
が
発
生
し
、
ま
た
、
C
町
及
び
そ
れ
と
隣
接

す
る
E
町
に
お
い
て
も
上
記
=
エ
の
と
お
り
補

修
歴
が
あ
り
、
デ
ー
タ
の
そ
ろ
っ
た
平
成
一
二

年
に
限
っ
て
も
七
件
の
水
路
蓋
に
異
常
が
生
じ

て
い
る
。

の
み
な
ら
ず
、
前
記
の
エ
の
と
お
り
、
J
R

総
武
線
沿
線
に
設
置
さ
れ
た
水
路
蓋
で
車
両
の

多
い
箇
所
に
設
置
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

複
数
回
の
補
修
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
本

件
歩
道
に
お
い
て
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
経

営
者
が
日
常
的
に
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
農
業
用
ト
ラ

ク
タ
ー
等
を
乗
り
入
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
事
実
経
過
か
ら
す
れ
ば
、控
訴
人
は
、

お
お
む
ね
同
時
期
に
設
置
さ
れ
た
水
路
蓋
が
経

年
劣
化
し
て
壊
れ
や
す
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
し
て
、
本
件
歩
道
の
水
路
蓋
に
つ
い
て
も
一

定
の
外
力
が
加
わ
れ
ば
崩
落
の
危
険
性
が
あ
っ

た
こ
と
及
び
大
型
自
動
車
等
が
本
件
舗
道
上
に

乗
り
上
げ
て
一
定
の
外
力
が
水
路
蓋
に
加
え
ら

れ
る
こ
と
を
認
識
で
き
る
状
態
に
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
が
で
き
、
本
件
歩
道
上
の
水
路
蓋
の
崩



落
が
予
測
不
可
能
で
不
可
抗
力
で
あ
る
と
い
え

い
え
な
い
。

る
状
態
に
は
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

e

ま
た
、
州

よ
っ
て
、
本
件
歩
道
の
水
路
蓋
の
崩
落
が
予

測
不
可
能
で
あ
り
、
不
可
抗
力
に
よ
る
も
の
で

あ
る
旨
の
控
訴
人
の
主
張
は
、
採
用
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

d

控
訴
人
は
、
当
審
に
お
い
て
、
歩
道
上
を
車

両
が
通
行
す
る
こ
と
は
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
歩
道
と
車
道
と
の
間
に
は
約
二

0
m
の
段
差
が
あ
る
こ
と
、
路
外
に
車
両
が
進

入
す
る
施
設
が
な
い
こ
と
、
実
際
に
は
本
件
事

故
前
に
大
形
自
動
車
が
歩
道
と
車
道
と
を
ま
た

が
る
形
で
通
行
な
い
し
駐
車
し
て
い
た
事
実
が

あ
っ
た
と
の
証
拠
が
な
い
こ
と
等
を
挙
げ
て
、

控
訴
人
に
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
ま
で
予
測
す

る
こ
と
は
で
き
ず
、
予
測
す
べ
き
義
務
は
な
か

っ
た
と
主
張
す
る
。

し
か
し
、
法
令
で
禁
止
さ
れ
て
い
た
か
ら
大

型
車
の
通
行
等
が
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い

し
、
段
差
も
通
行
を
不
可
能
と
す
る
よ
う
な
も

の
で
は
な
い

(農
業
用
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
ト
ラ
ク

タ
ー
が
現
実
に
通
行
し
て
い
た
こ
と
は
前
記
の

と
お
り
で
あ
る
。)。
ま
た
、
路
外
に
施
設
が
な

い
と
し
て
も
、
車
道
と
歩
道
を
ま
た
が
る
形
で

走
行
な
い
し
駐
車
す
る
こ
と
は
十
分
あ
り
得
る

し
、
こ
れ
ま
で
の
事
例
に
つ
い
て
は
報
告
等
の

対
象
と
な
る
事
態
で
な
い
か
ら
、
証
拠
が
な
い

か
ら
と
い
っ
て
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
る
と
は

に
お
い
て
は
結
果
回
避
可
能
性
が
な
か
っ
た
と

e

ま
た
、
控
訴
人
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
よ
り

十
分
本
件
歩
道
の
水
路
蓋
の
状
況
を
管
理
し
て

い
た
も
の
で
あ
り
、
本
件
市
道
の
安
全
を
確
保

し
て
い
た
旨
主
張
す
る
。

し
か
し
、
本
件
歩
道
に
大
型
自
動
車
等
が
進

入
し
、
通
行
又
は
駐
車
を
す
れ
ば
本
件
歩
道
の

水
路
蓋
が
破
損
し
て
崩
落
す
る
こ
と
は
専
門
家

で
な
く
と
も
予
測
で
き
る
も
の
で
あ
り
(現
に
、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
所
有
者
は
、
本
件
歩
道
の

水
路
蓋
が
六
枚
崩
落
し
た
こ
と
に
つ
き
大
型
自

動
車
で
も
乗
り
上
げ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

た
旨
陳
述
し
て
い
る
。)、
上
記
の
よ
う
な
パ
ト

ロ
ー
ル
等
に
よ
り
、水
路
蓋
の
崩
落
を
予
防
し
、

こ
れ
に
よ
る
事
故
を
完
全
に
防
止
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
か
ら
、
控
訴
人
が
パ
ト
ロ
ー
ル
体

制
を
充
実
さ
せ
て
い
た
こ
と
を
も
っ
て
上
記
認

定
判
断
を
左
右
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

f

な
お
、
控
訴
人
は
、
本
件
歩
道
の
水
路
蓋
の

崩
落
が
生
じ
て
か
ら
わ
ず
か
一
時
間
二
○
分
ほ

ど
の
間
で
本
件
事
故
が
発
生
し
た
も
の
で
あ
る

か
ら
、
事
後
に
補
修
に
当
た
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
と
主
張
す
る
。

実
際
、
本
件
歩
道
の
水
路
蓋
の
崩
落
に
つ
い

て
控
訴
人
が
本
件
事
故
発
生
前
に
知
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
崩
落
し
て
か

ら
補
修
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
件
事
故
を
防

ぐ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
点

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
本
件
事
故
の
場
合
、
事
前
に
水
路

蓋
の
崩
落
を
防
止
す
べ
き
義
務
が
あ
っ
た
の
で

あ
る
か
ら
、
水
路
蓋
が
崩
落
し
た
後
に
お
い
て

本
件
事
故
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

と
し
て
も
、
本
件
歩
道
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ

た
と
す
る
判
断
を
左
右
す
る
も
の
で
は
な
い
。

の
緑
石
の
摩
耗
に
つ
い
て

本
件
歩
道
と
車
道
の
境
界
に
設
置
さ
れ
た
緑
石

は
、
車
道
か
ら
の
高
さ
が
約
二
0
m
あ
り
、
通
常

有
す
る
性
能
を
具
備
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
か
ら
、
緑
石
の
摩
耗
が
水
路
蓋
の
破
壊
の
原

因
と
な
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

◎

ま
と
め

以
上
の
と
お
り
、
本
件
歩
道
の
設
置
･
管
理
に
は
瑕
疵

が
あ
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
り
被
控
訴
人
は

傷
害
を
負
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
控
訴
人
は
、
被
控
訴

人
の
損
害
に
つ
い
て
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
も
の
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。

2

争
点
③

(過
失
相
殺
の
当
否
)
に
つ
い
て

(以
下
略
)



艦れ鬱醐廉鱗

青
森
県
の
週
の
駅

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
青
森
県
東

京
事
務
所
で
国
土
交
通
省
を
担
当
し

て
お
り
ま
す
西
岡
と
申
し
ま
す
。
東

京
に
転
勤
と
な
っ
て
か
ら
、
早
く
も

一
年
と
半
年
が
過
ぎ
て
お
り
ま
す
。

青
森
県
に
い
た
と
き
は
、
毎
日
の
よ

う
に
通
勤
や
買
い
物
、
レ
ジ
ャ
ー
に

自
動
車
を
運
転
し
て
お
り
、
自
動
車

は
生
活
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
も
の

で
し
た
。

さ
て
、
今
回
誌
面
を
頂
戴
し
て
、

ド
ラ
イ
ブ
の
時
に
欠
か
せ
な
い
も
の

だ
っ
た
青
森
県
の
道
の
駅
の
紹
介
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
道
の
駅
と
は
･!

青
森
県
の
道
の
駅
の
前
に
、
道
の

駅
と
は
そ
も
そ
も
何
な
の
か
と
い
う

話
を
し
ま
す
と
、
道
の
駅
の
駐
車
場

青
森
県
東
京
事
務
所

西
岡

忠
大

は
道
路
法
上
の

｢道
路
｣
で
、
国
道

や
県
道
、
市
町
村
道
の
一
部
で
す
。

よ
っ
て
、
道
の
駅
が
面
し
て
い
る
道

路
の
管
理
者
が
道
の
駅
の
駐
車
場
等

の
管
理
者
と
い
う
こ
と
に
法
的
に
は

な
り
ま
す
。
敷
地
内
に
あ
る
ふ
る
さ

と
産
品
の
販
売
所
や
無
料
休
憩
所
施

設
の
管
理
、
営
業
は
、
お
お
む
ね
地

元
の
市
町
村
が
出
資
し
て
い
る
い
わ

ゆ
る
第
三
セ
ク
タ
ー
が
行
っ
て
い
る

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
実
際
の
営

業
を
行
う
代
表
者
は
、
道
の
駅
だ
け

に

｢駅
長
さ
ん
｣
と
呼
ば
れ
、
施
設

は
｢駅
全
旦
と
呼
ば
れ
ま
す
(図
-
)。

道
の
駅
の
第
一
回
登
録
は
、
一
九

八
三
年
で
一
〇
三
駅
が
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
約
二
四
年
を
経

て
、
現
在
は
全
国
に
八
六
八
駅
あ
り
、

東
北
地
方
で
は
三
一六
駅
、
さ
ら
に

青
森
県
で
は
二
七
駅
が
あ
り
ま
す

(平
成
一
九
年
一
〇
月
末
時

点
登
録
)。
道
の
駅
の
数

と
し
て
は
、
青
森
県
は
多

い
方
で
す
。
ダ
ン
ト
ツ
で

多
い
の
は
･

北
海
道
で
-

“嶬
絲

○
一
駅
も
あ
り
ま
す
。
逆

に
ダ
ン
ト
ツ
に
少
な
い
の

榊
繃滲

は
、
東
京
都
で
一
駅
し
か

　　　　　　　　　　
　
　

駅
も
東
京
の
人
は
意
外
に

道
の
駅
を
知
ら
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
、

広
辞
苑
で
調
べ
て
み
た
と

　
　
　
　
　

議
で
す
ね
。

道
の
駅
の
設
置
目
的
は

大
き
く
三
つ
あ
り
、
一
つ
め
は
休
憩

機
能
で
す
。
全
て
の
道
の
駅
に
二
四

時
間
利
用
可
能
な
ト
イ
レ
と
駐
車
場

が
あ
り
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
に
休
憩

す
る
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
交
通
の

安
全
の
確
保
に
繋
が
り
ま
す
。
二
つ

め
は
、
情
報
発
信
機
能
で
す
。
道
の

駅
で
は
普
通
、
通
行
止
め
な
ど
の
道

き
,

り図 1 ｢道の駅｣ 施設イメージ (国土交通省道路局ホームページょの

　　

　
鬘

西から東から



ず
、
ど
こ
で
も
い
い
の
で
道
の
駅
に

行
く
と
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
台
紙

(無
料
)
と
な
る
麺
ロ
ー
ド
紀
行
と

い
う
小
さ
な
冊
子
が
あ
る
の
で
、
そ

れ
を
も
ら
い
ま
す
。
そ
し
て
、
指
定

さ
れ
た
ラ
ー
メ
ン
な
ど
の
麺
の
メ
ニ

ュ
ー
を
食
べ
て
、
ス
タ
ン
プ
を
も
ら

い
ま
す
。
県
内
二
七
駅
を
完
全
制
覇

し
た
暁
に
は
二
万
円
分
の
ク
オ
カ
ー

ド
を
も
ら
う
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま

す
。
完
全
制
覇
で
き
な
く
て
も
、
ニ

ニ
駅
以
上
制
覇

(制
覇
率
約
八
割
)

や
一
三
駅
制
覇

(制
覇
率
約
五
割
)

で
も
、
い
ろ
い
ろ
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

も
ら
え
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
な
ん
と
太
っ
腹
な
こ
と
に

五
駅
以
上
制
覇
で
、
道
の
駅
共
通
商

品
券
五
〇
〇
円
分
が
必
ず
も
ら
え
ま

す
。
要
注
意
な
の
は
、
青
森
県
の
場

合
、
道
路
の
冬
期
閉
鎖
が
あ
り
、
閉

鎖
に
な
っ
て
し
ま
う
道
の
駅
が
あ
り

路
情
報
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
ほ
か
観
光
や
そ
の
地
域
の
歴
史

･

文
化

･
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
情
報
が

あ
り
ま
す
。
同
じ
県
内
に
い
て
も
知

ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ
る
こ
と
に
気

づ
か
さ
れ
ま
す
。
三
つ
め
は
地
域
の

連
携
機
能
で
す
。
道
の
駅
は
、
そ
の

地
域
の
観
光
施
設

･
レ
ス
ト
ラ
ン
、

温
泉
施
設
、
記
念
館
等
地
域
の
代
表

的
施
設
が
多
く
隣
接
さ
れ
る
事
が
多

く
あ
り
ま
す

(図
2
)。

　　

　

　
　
　

　　
　
　

糧
国

　　

　

　
　

　
　

　

　　

い
つ
も
利
用
し
て
い
た
道
の
駅
も

調
べ
て
み
る
と
、
そ
う
な
ん
だ
と
思

う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
あ
お
も
り
道
の
駅

麺
ロ
ー
ド
紀
行
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

い
よ
い
よ
、
青
森
県
で
現
在
行
わ

れ
て
い
る
道
の
駅
の
イ
ベ
ン
ト
を
紹

介
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
｢麺
ロ
ー
ド

紀
行
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
｣
で
す
。
イ

ベ
ン
ト
期
間
は
二
〇
〇
七
年
九
月
一

五
日
~
二
〇
〇
八
年
二
月
二
九
日
ま

で
、
県
内
全
て
の
道
の
駅
が
参
加
し

て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

(図
3
)。

期
間
内
に
青
森
県
内
各
地
に
あ
る

二
七
ヵ
所
の
道
の
駅
に
あ
る
そ
れ
ぞ

れ
の
特
色
あ
る
ラ
ー
メ
ン
な
ど
の
麺

を
食
べ
て
、
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も

ら
い
ま
す
。
も
ら
っ
た
ス
タ
ン
プ
の

数
に
応
じ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
も
ら
え
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り

ま
す
。
挑
戦
の
仕
方
は
簡
単
で
、
ま

ま
す
。
ま
ず
は
、
閉
鎖
に
な
る
前
に

7

行
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。

道
の
駅
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
と
い

待

う
の
は
、全
国
各
地
で
あ
り
ま
す
が
、

≦

麺
を
食
べ
て
、
ス
タ
ン
プ
を
も
ら
う

“

図 2 3 つの機能を併せもつ道の駅
(国土交通省道路局ホームページより)



と
い
う
の
は
珍
し
い
パ
タ
ー
ン
で
す
。

◆
道
の
駅

｢な
み
お
か
｣
の

｢ち
ゃ
ん
こ
ラ
ー
メ
ン
｣

青
森
県
内
二
七
駅
の
ラ
ー
メ
ン
の

中
で
、
個
人
的
に
お
す
す
め
す
る
の

は
、
青
森
市
と
弘
前
市
の
中
間
に
位

置
す
る
国
道
七
号
に
面
し
た
道
の
駅

｢な
み
お
か
｣
で
食
べ
ら
れ
る

｢ち
ゃ

ん
こ
ラ
ー
メ
ン
｣
で
す

(写
真
1
)
。

こ
れ
は
、
道
の
駅
が
あ
る
浪
岡
町

(市
町
村
合
併
に
よ
り
現
在
は
青
森

市
)
が
第
五
九
代
横
綱
隆
の
里
の
出

身
地
で
あ
る
こ
と
に
ち
な
ん
だ
ご
当

地
ラ
ー
メ
ン
で
す
。
｢ち
ゃ
ん
こ
ラ
1

メ
ン
｣
は

｢ど
す
こ
い
ラ
ー
メ
ン
｣

と

｢ご
っ
つ
あ
ん
ラ
ー
メ
ン
｣
が
あ

り
ま
す
。
｢ど
す
こ
い
ラ
ー
メ
ン
｣
は

具
と
し
て
カ
ル
ビ
肉
が
入
っ
て
い
る

醤
油
ラ
ー
メ
ン
で
鉄
鋼
に
入
っ
て
き

ま
す
。
具
た
っ
ぷ
り
で
、
牛
カ
ル
ビ

の
ほ
か
に
、
肉
団
子
、
焼
き
豆
腐
、

キ
ャ
ベ
ツ
、
も
や
し
が
た
く
さ
ん
盛

り
つ
け
ら
れ
て
い
て
、
普
通
は
お
な

か
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、
そ
こ
で
は
終

わ
ら
な
い
の
が
横
綱
流
で
す
ね
。
こ

こ
か
ら
ま
だ
先
が
あ
り
ま
す
。

ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
終
わ
っ
た
後

勃
に
、
店
員
さ
ん
に

｢ま
っ
た
な

愁
し
"
…｣
と
言
う
と
･

店
員
さ
ん

硼
は
鉄
鋼
を
厨
房
に
持
っ
て
行

値

き
、
中
に
ご
飯
を
入
れ
て
、
再

ル
加
熱
し
て
、
お
じ
や
に
し
て
特

一ラ

っ
て
き
て
く
れ
ま
す
。
鉄
鋼
で

a
出
て
く
る
謎
が
解
け
ま
し
た
。

す

ア
ツ
ア
ツ
の
お
じ
や
を
フ
ー
フ

と

ー
言
い
な
が
ら
、
第
ニ
ラ
ウ
ン

頸

ド
が
始
ま
り
ま
す
o

満
腹
感
を

確
実
に
味
わ
い
た
い
方
を
決
し

て
裏
切
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
う
一
つ
の
コ
し
っ
つ
ぁ
ん
ラ

ー
メ
ン
｣
は
、
豚
し
や
ぶ
肉
が

入

っ
た
み
そ
ラ
ー
メ
ン
で
す
。

　　　　

{

や

　
　
　

が
鍬写真 2 機うにラーメン (道の駅 ｢みんまや｣)

入

っ
た
み
そ
ラ
ー
メ
ン
で
す
。

･
ゾ

の

燃
す
こ
ぃ
ラ
ー
メ
ン
｣
と
同
じ

寮　　
　　　　
　
　　

ボ
リ
ュ
ー
ム
で
満
足
で
き
ま
す
。

‘　　

　

　

ち
な
み
に
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の

群

.

“

台
紙
に
載
っ
て
い
る
メ
ニ
ュ
ー

淹

の
写
真
は
代
表
メ
ニ
ュ
ー
で
、

潴壕

そ
れ
以
外
で
ス
タ
ン
プ
を
も
ら

え
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
注
文

す
る
時
に
、
違
う
メ
ニ
ュ
ー
で

も
ス
タ
ン
プ
を
も
ら
え
る
か
ど
う
か

聞
い
て
か
ら
注
文
す
る
と
い
い
と
思

い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
道
の
駅
な
み
お
か
は
、

物
産
館
と
り
ん
ご
園
も
あ
り
、
ト
イ

レ
休
憩
の
ほ
か
リ
ン
ゴ
も
ぎ
体
験
も

で
き
た
り
す
る
、
青
森
県
ら
し
い
楽

し
い
道
の
駅
で
す
。

三
三
九
号
に
面
し
た
道
の
駅

｢み
ん

ま
や
｣
(外
ヶ
浜
町
)
の

｢磯
う
に

ラ
ー
メ
ン
｣
(写
真
2
)。
三
方
が
海

に
囲
ま
れ
た
青
森
県
が
誇
る
海
産
物

が
た
っ
ぷ
り
と
入
っ
て
い
ま
す
。
ス

ー
プ
は
塩
味
で
な
か
な
か
い
い
味
を

醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

写
真
で
は
わ
か
り
づ
ら
い
と
思
い

ま
す
が
、
う
に
の
ほ
か
に
、
ホ
タ
テ

と
さ
ら
に
ア
ワ
ビ
も
入

っ
て
い
ま

す
。
｢磯
う
に
ラ
ー
メ
ン
｣
と
言
う

よ
り
も

｢う
に

.
ホ
タ
テ

･
ア
ワ
ビ

三
色
ラ
ー
メ
ン
｣
な
わ
け
で
す
。
そ

し
て
驚
き
は
そ
の
値
段
、
た
っ
た
の

◆
道
の
駅
｢み
ん
ま
や
｣
の

｢磯
う
に
ラ
ー
メ
ン
｣

｢
こ
ん
な
ラ
ー
メ
ン
あ

っ
た
の
か

り
に
と
思
っ
て
し
ま
う
の
が
、
青
森

県
津
軽
半
島
の
北
端
部
に
あ
る
国
道



て
〇
五
〇
円
襲

ち
な
み
に
、
道
の
駅
｢み
ん
ま
や
｣

は
竜
飛
ウ
イ
ン
ド
パ
ー
ク
と
青
函
ト

ン
ネ
ル
記
念
館
が
隣
接
し
て
お
り
、

風
力
発
電
用
風
車
の
迫
力
あ
る
回
転

や
掘
削
開
始
か
ら
貫
通
ま
で
二
〇
数

年
を
か
け
た
、
一
大
国
家
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

｢青
函
ト
ン
ネ
ル
｣
を
、
見
て
、

体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

記
念
館
は
本
当
に
お
も
し
ろ
か
っ
た

で
す
。
満
足
で
き
ま
す
ね
。

ま
た
、
ち
ょ
っ
と
先
に
行
く
と
全

国
で
唯
一
の
階
段
国
道
と
い
う
の
が

あ
り
ま
す
。国
道
三
三
九
号
な
の
に
、

階
段
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
ち

ょ
っ
と
お
も
し
ろ
い
で
す
よ
ね
。
日

本
で
唯
一
の
自
動
車
が
走
れ
な
い
国

道
で
す
。
ド
ラ
イ
ブ
で
来
て
も
こ
こ

だ
け
は
車
を
降
り
て
、
歩
き
ま
し
ょ

う

(写
真
3
)。

写真 3 “階段国道" の国道 3 3 9 号

長
々
と
書
い
た
割
に
二
つ
し
か
紹

介
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
青
森
に

は
お
い
し
い
ラ
ー
メ
ン
、
お
そ
ば
が

本
当
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。是
非
、

味
わ
い
な
が
ら
、
青
森
県
の
道
の
駅

を

一
つ
で
も
多
く
制
覇
し
て
み
て
ほ

し
い
で
す
。
そ
し
て
、
青
森
の
道
を

楽
し
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

私
が
個
人
的
に
日
本
で
一
番
美
し

い
と
思
っ
て
い
る
津
軽
富
士
･
岩
木

山
を
見
な
が
ら
の
ド
ラ
イ
ブ
は
、
最

高
で
す

(写
真
4
)。

あ
お
も
り
道
の
駅
麺
ロ
ー
ド
紀
行

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
関
す
る
情
報
の

ほ
か
、
青
森
県
の
道
の
駅
に
関
す
る

情
報
、
冬
期
通
行
止
め
、
道
路
ラ
イ

ブ
カ
メ
ラ
な
ど

｢み
ち
｣
に
関
す
る

情
報
は
国
土
交
通
省
青
森
河
川
国
道

事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
青
森

県
道
路
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
。

携
帯
電
話
用
サ
イ
ト
も
充
実
し
て

お
り
、
道
路
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
画
像

も
携
帯
か
ら
見
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
そ
の
ほ
か
サ
ー
ベ
イ
青
森
と
い

う
観
光
サ
イ
ト
と
も
連
携
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
一
度
試
し
て
み
て
ほ
し

い
で
す
。

《青
森
み
ち
情
報
》

耳
忍
べ
＼8
B
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8
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｣父
逓
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
(胛
D
M
)

施
策
の
合
わ
せ
皹

新
潟
市
域
で
の
道
路
行
政
、
道
路

に
関
す
る
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
は
、

･
新
潟
市
を
起
点
に
海
を
渡
っ
て

佐
渡
市
に
至
り
、
再
び
海
上
を

経
由
し
て
、
上
越
市
に
至
る

｢海
の
上
の
国
道
｣
三
五
〇
号

(海
上
部
分
は
カ
ー
フ
ェ
リ
ー

の
航
路
が

｢道
｣
と
な
っ
て
い

ま
す
)

･
日
本
初
の
道
の
駅

(の
候
補
地

の
ひ
と
つ
)
で
あ
る
国
道
七

号
･
新
新
バ
イ
パ
ス
の
豊
栄
サ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア

･
そ
の
新
新
バ
イ
パ
ス
や
、
新
潟

バ
イ
パ
ス
･
新
潟
西
バ
イ
パ
ス

(こ
の
三
路
線
は
繋
が
っ
て
一

路
線
と
な
っ
て
い
ま
す
)
に
お

け
る
日
本
屈
指
の
交
通
量
、
加

新
潟
市
東
京
事
務
所

溝
井

晋
平

え
て
通
行
料
は
三
七
蹴
全
区
間

無
料

･
昼
夜
で
走
行
車
線
の
方
向
が
切

り
替
わ
る
国
道

一
一
六
号
の

｢中
央
線
変
移
シ
ス
テ
ム

(リ

バ
ー
シ
ブ
ル
レ
ー
ン
)｣

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
中

で
今
回
は
、
市
の
郊
外
と
中
心
部
と

の
接
合
地
点
で
行
わ
れ
て
い
る
リ
バ

ー
シ
ブ
ル
レ
ー
ン
を
中
心
に
、
効
果

的
な
T
D
M
施
策
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

◆
国
道

三

六
号
の
T
D
M
施
策

ご
承
知
の
よ
う
に
、
交
通
利
用
の

調
整
等
に
よ
り
道
路
交
通
渋
滞
の
緩

和
、
都
市
の
環
境
改
善
を
図
る

｢交

通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(T
D
M
)｣

の
施
策
が
、
全
国
で
多
岐
に
渡
っ
て

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

新
潟
市
域
に
お
い
て
も
、
国

･

県

･
市
が
単
独
又
は
連
携
し
な
が

ら
、
パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
や
ス
マ
ー

ト
･
イ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
T

D
M
施
策
に
つ
い
て
、
社
会
実
験
と

し
て
実
施
し
た
も
の
を
含
め
、
各
種

展
開
し
て
い
ま
す
。

市
の
総
人
口
は
八
一
二
、七
六
六

人

(本
年
九
月
一
日
現
在
の
推
計
人

口
･
以
下
同
)
で
す
が
、
八
つ
の
行

政
区
の
中
で
最
も
人
口
の
多
い
中
央

区

(
一
七
九
、九
三
〇
人
)
の
西
側

に
、
二
番
目
に
多
い
人
口
を
抱
え
て

い
る
西
区

(
一
六
0
、
六
九
〇
人
)
、

更
に
そ
の
西
側
郊
外
に
、
市
の
西
端

に
位
置
す
る
西
浦
区

(六
二
、
0
六

二
人
)
が
あ
り
、
ま
さ
に
新
潟
市
西

部
の
大
動
脈
と
も
言
え
る
主
要
幹
線

道
路
と
し
て
、
三
行
政
区
を
国
道
一

一
六
号
が
通
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
西
蒲
区
･
西
区
を
通
り
、
中

央
区
の
中
心
市
街
地
へ
至
る
国
道
一

一
六
号
の
う
ち
、
八

･
六
蹴
区
間

(西
区

･
五
十
嵐
東

一
丁
目
~
中
央

区
･
学
校
町
通
一
番
町
)に
お
い
て
、

朝
の
通
勤
･
通
学
ラ
ッ
シ
ュ
時
は
七

時
三
〇
分
か
ら
九
時
ま
で
中
心
市
街

地
方
向
に
、
ま
た
夕
方
五
時
か
ら
七

時
の
間
は
逆
の
西
部
郊
外
方
向
に
、

バ
ス
の
専
用
レ
ー
ン
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

併
せ
て
、
上
記
の
区
間
の
う
ち
全

三
車
線
と
な
る
六
･
九
蹴
区
間

(西

区
･
五
十
嵐
東
一
丁
目
~
中
央
区
･

関
屋
本
村
町
二
丁
目
)
で
は
、
深
夜

0
時
と
正
午
で
中
央
線
の
位
置
を
切

り
替
え
る
｢中
央
線
変
移
シ
ス
テ
ム
｣

(リ
バ
ー
シ
ブ
ル
レ
ー
ン
)｣
を
採
用

し
て
お
り
、
午
前
中
は
中
心
市
街
地

方
向
が
二
車
線
、
午
後
か
ら
は
西
部

郊
外
方
向
が
二
車
線
と
な
り
ま
す
。

ま
た
朝
と
夜
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
は
、
渋
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滞
緩
和
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に
右
折

禁
止
の
規
制
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

以
上
の
T
D
M
施
策
は
、
新
潟
県

警
察
に
よ
り
昭
和
五
五
年
か
ら
一
部

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
当
該
区

間
で
は
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
に
加
え

て
、
道
路
拡
幅
を
実
施
し
て
右
折
許

可
が
可
能
な
交
差
点
で
、
や
は
り
午

前
と
午
後
で
位
置
が
変
わ
る
右
折
車

線
の
運
用
を
行
な
っ
て
お
り
、
ま
た

西
区
と
中
央
区
の
境
界
で
あ
る
人
工

河
川

(関
屋
分
水
)
に
か
か
る
有
明

大
橋
の
中
央
区
側
交
差
点
に
つ
い
て

も
、
バ
ス
専
用
レ
ー
ン
を
確
保
し
た

形
で
の
同
様
の
連
用
形
態
と
な
っ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
当
該
箇
所
で
は
計

四
車
線
の
う
ち
、
通
勤
･
通
学
ラ
ッ

シ
ュ
時
は
中
心
市
街
地
に
向
か
っ
て

一
番
左
側
が
バ
ス
専
用
レ
ー
ン
で
、

そ
の
右
が
一
般
車
両
の
直
進
車
線
、

更
に
そ
の
右
が
右
折
専
用
車
線
と
な

り
、
残
り
の
一
番
右
側
が
反
対
車
線

と
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
複
合
的
な
T
D
M
施
策

が
更
に
円
滑
な
バ
ス
連
行
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、交
通
渋
滞
の
緩
和
や
、

ひ
い
て
は
安
全
性
の
向
上
に
寄
与
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
享
受
す

る

｢都
市
交
通
利
用
の
利
便
性
｣
は

非
常
に
高
い
レ
ベ
ル
に
あ
る
と
思
い

ま
す
。

◆
リ
バ
ー
シ
ブ
ル
レ
ー
ン
に
つ
い
て

リ
バ
ー
シ
ブ
ル
レ
ー
ン
は
全
国
で

は
二
九
ヵ
所
で
採
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
国
道
一
一
六
号
に
お
け
る
六
･

九
蝿
の
区
間
は
、
全
国
で
一
番
長
い

採
用
区
間
で
す
。
地
元
で
育
っ
た
私

が
車
を
運
転
す
る
よ
う
に
な
っ
た
頃

は
、
そ
の
存
在
自
体
が
当
た
り
前
の

よ
う
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
な
に
し

ろ
長
い
区
間
な
の
で
、
｢全
部
で
三

車
線
の
道
路
は
、
み
ん
な
こ
こ
み
た

い
に
車
線
が
切
り
替
わ
る
ん
だ
ろ
う

な
｣
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た
く

ら
い
で
す
。
し
か
し
や
が
て
、
車
の

運
転
に
も
慣
れ
て
近
所
以
外
の
道
を

走
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
ほ
ど
な

く
、
｢ど
う
も
同
じ
形
態
の
道
路
は

な
い
よ
う
だ
｣
と
い
う
こ
と
に
気
づ

い
た
次
第
で
す
。

私
の
例
は
あ
ま
り
一
般
的
な
新
潟

市
民
の
感
覚
で
は
な
く
、
大
抵
の
市

民
は
こ
の
特
徴
的
で
且
つ
利
便
性
の

高
い
シ
ス
テ
ム
を
周
知
し
て
利
用
し

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
市

外

･
県
外
か
ら
来
て
当
該
区
間
に
遭

遇
し
た
人
は
さ
ぞ
か
し
困
惑
す
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
は
た
し
て

今
、
自
分
が
走
行
し
て
い
る
の
は
本

当
に
進
行
方
向
の
車
線
な
の
か
、
も

し
か
し
た
ら
反
対
車
線
な
の
で
は
、

と
不
安
に
駆
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
想
像

さ
れ
ま
す
。
特
に
車
線
が
切
り
替
わ

る
正
午
前
後
の
時
間
帯
は
、
今
で
も

私
自
身
、
一
瞬
迷
っ
て
し
ま
う
く
ら

い
で
す
か
ら
。

し
か
し
、
写
真
1
で
お
わ
か
り
の

と
お
り
明
瞭
な
標
識
･
表
示
板
が
一

定
間
隔
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
ち
ょ

っ
と
注
意
し
て
見
て
い
れ
ば
問
題
な

く
走
行
で
き
ま
す
。
中
央
線
の
切
り

替
え
表
示
に
つ
い
て
も
、
区
間
内
を

全
て
一
斉
に
切
り
替
え
る
の
で
は
な

く
、
走
行
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
段

階
的
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。

《午 後》 《午 前》

写真 1 国道 116号の ｢中央線変移システム (リバーシブルレーン)｣
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◆
県
道

一
六
号
の
T
D
M
施
策

有
明
大
橋
と
並
行
し
て
河
川
上
流

側
に
あ
る
関
屋
大
橋
を
、
県
道
一
六

号
新
潟
亀
田
内
野
線
が
走
っ
て
い
ま

す
。
国
道
一
一
六
号
と
同
様
、
市
内

中
心
部
に
至
る
市
の
主
要
幹
線
道
路

で
す
が
、
実
は
こ
の
関
屋
大
橋
で
も

リ
バ
ー
シ
ブ
ル
レ
ー
ン
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す

(写
真
2
)。
橋
上
は
計

四
車
線
で
す
の
で
通
常
は
両
方
向
二

車
線
で
す
が
、
平
日
の
朝
の
ラ
ッ
シ

ュ
時
(七
時
三
〇
分
か
ら
九
時
ま
で
)

に
お
い
て
、
中
心
市
街
地
方
向
が
三

車
線
に
変
更
さ
れ
て
、
左
端
は
バ
ス

専
用
レ
ー
ン
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
関
屋
大
橋
を
含
む
同
県
道

の
一
･
九
如
区
間

(西
区
･
青
山
~

中
央
区
･
関
新
二
丁
目
)
で
は
、
公

共
車
両
優
先
シ
ス
テ
ム
(P
T
P
S
)

が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
、

円
滑
な
バ
ス
連
行
を
促
進
す
る
た
め

の
シ
ス
テ
ム
で
、
同
区
間
を
走
行
す

る
バ
ス
の
位
置
を

｢光
ビ
ー
コ
ン
｣

と
呼
ば
れ
る
レ
ー
ダ
ー
で
感
知
し
、

前
方
の
赤
信
号
を
短
縮
し
た
り
、
青

信
号
を
延
長
す
る
こ
と
に
よ
り
バ
ス

が
優
先
し
て
走
行
で
き
る
よ
う
に
信

号
を
制
御
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
P
T
P
S
は
、
関
屋
大
橋
の

西
側
に
接
続
す
る
県
道
四
二
号

･
新

潟
里
m埼
イ
ン
タ
ー
線
に
お
い
て
も
、

接
続
す
る
交
差
点
か
ら
一
･
三
蝿
の

区
間

(西
区
･
寺
地
~
青
山
)
で
採

用
さ
れ
て
お
り
、
バ
ス
連
行
の
定
時

性
確
保
に
一
層
の
効
果
を
上
げ
て
い

ま
す
。

写真 2 県道 16号新潟亀田内野線

一
方
、
新
潟
市
は
市
内
中
心
部
で

の
都
市
交
通
政
策
と
し
て
、
本
年
六

月
に
指
定
を
受
け
た
オ
ム
ニ
バ
ス
タ

ウ
ン
計
画
に
基
づ
き
、
三

月
一
日

よ
り
計
画
の
一
環
と
し
て
市
内
中
心

部
を
走
る
基
幹
バ
ス

｢り
ゅ
ー
と
リ

ン
ク
｣
の
連
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

今
後
五
ヵ
年
に
わ
た
っ
て
、
ノ
ン
ス

テ
ッ
プ
バ
ス
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

対
応
し
た
車
両
を
整
備
し
た
り
、
支

“

払
い
の
際
に
I
C
カ
ー
ド
を
導
入
す

l

る
な
ど
、
各
事
業
を
展
開
し
て
い
き

而　

ま
す
。

セ

ゃ
は
り
単
-
で
は
な
く
褒
品
な

断

施
策
の
展
開
が
、
有
効
な
相
乗
効
果

を
生
む
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
も
、
各
種
T
D
M
施
策
に

加
え
て
オ
ム
ニ
バ
ス
タ
ウ
ン
計
画
が

軌
道
に
乗
る
こ
と
に
よ
り
、
都
市
交

通
の
利
便
性
･
環
境
整
備
は
、
よ
り

一
層
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
く
こ

と
と
思
い
ま
す
。



に
ぎ
わ
い
と
活
気
を
轢
り
戻
す

大
構
町
社
会
実
験
i
通
り
名
で
邁
葉
内
i

出
雲
市
都
市
整
備
部
大
社
門
前
町
整
備
課
主
事

川
上

陽
"司
~

E

大
社
門
前
町
の
現
状

島
根
県
出
雲
市

(図
ー
)
は
、
島
根
県
東
部
の
島
根
半

島
西
端
に
位
置
し
て
お
り
、
北
西
は
日
本
海
に
面
し
、
南

に
は
出
雲
平
野
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
大
社
門
前
町
は
古

く
か
ら
そ
の
存
在
を
知
ら
れ
て
お
り
、
出
雲
国
風
土
記
や

古
事
記
な
ど
の
文
献
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
歴
史
あ
る
ま

ち
で
す
。
ま
た
、
山
陰
地
方
屈
指
の
観
光
地
と
し
て
知
ら

れ
て
お
り
、
大
社
門
前
町
全
体
で
は
年
間
約
四
0
0
万
人

の
入
込
み
観
光
客
数
を
有
し
ま
す
。
特
に
全
国
的
に
知
名

度
の
高
い
出
雲
大
社
を
は
じ
め
と
し
て
、
出
雲
大
社
周
辺

に
は
吉
兆
館
、
手
銭
記
念
館
等
の
観
光
施
設
を
有
し
て
お

り
、
出
雲
大
社
周
辺
の
年
間
入
込
み
観
光
客
数
は
大
社
門

前
町
を
訪
れ
る
観
光
客
の
お
よ
そ
1
/
2
と
な
る
約
二
〇

〇
万
人
を
誇
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
大
社
門
前
町
内
の
道
路
網
整
備
の
遅

れ
等
に
よ
り
、
歴
史
的
文
化
遺
産
や
自
缺
豊
泉
観
を
十
分
に

生
か
し
切
れ
ず
、
い
わ
ゆ
る
通
過
型
の
観
光
形
態
か
ら
の

脱
却
が
図
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

門
前
町
と
し
て
の
賑
わ
い
は
昭
和
五
○
年
ご
ろ
か
ら

徐
々
に
衰
退
し
、
門
前
町
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
る

神
門
通
り
は
人
通
り
も
少
な
く
な
り
、
ま
ち
の
活
気
は
失

わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
特
に
、
平
成
二
年
に
出
雲
市
の
玄

関
口
で
あ
る
J
R
出
雲
市
駅
と
大
社
門
前
町
を
結
ぶ
J
R

大
社
線
が
廃
止
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
出
雲
大
社
参
拝
者
の

ア
ク
セ
ス
手
段
は
自
動
車
主
体
と
な
り
、
出
雲
大
社
周
辺

を
歩
い
て
周
遊
す
る
観
光
客
は
激
減
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
出
雲
大
社
周
辺
で
は
平
成
一
九
年
三
月
に
県
立

,

図

　
　
　

　

　

　　

　

　

　
図

6　　　



出
雲
古
代
歴
史
博
物
館
が
オ
ー
プ
ン
し
た
ほ
か
、
平
成
一

六
年
に
温
泉
が
湧
出
し
た
こ
と
な
ど
、
新
た
な
観
光
の
魅

力
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
平
成
一
七

年
度
に
は
地
元
住
民
や
有
識
者
に
よ
る

｢
21
世
紀
大
社
門

前
町
開
発
調
査
検
討
会
議
｣
が
組
織
さ
れ
、
門
前
町
の
賑

わ
い
を
取
り
戻
す
た
め
の
具
体
的
な
整
備
計
画
が
提
言
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
整
備
計
画
の
中
に
は

｢通
り
を
楽
し
み

な
が
ら
参
拝
で
き
る
ル
ー
ト
の
確
立
｣
が
挙
げ
ら
れ
て
お

り
、
大
社
門
前
町
の
主
要
な
観
光
導
線
で
あ
る

｢神
門
通

り
｣
｢神
迎
え
の
道
｣
｢御
宮
通
｣
等
の
各
通
り
に
お
い

わ
か
り
や
す
い
ル
ー
ト
案
内
を
す
る
。

･
わ
か
り
や
す
い
道
案
内
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
こ
と

で
来
訪
者
に
対
す
る
観
光
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
向
上
さ

せ
る
。

以
上
の
二
点
を
出
雲
市
で
の
社
会
実
験
の
実
施
目
的
と
し

て
設
定
し
ま
し
た
。

三

社
会
実
験
の
実
施
内
容

○
実
施
期
間

平
成
一
八
年
三

月
三
日
~
平
成
一
九
年
一
月
一
五
日

○
実
施
地
域

社
会
実
験
は
、
大
社
門
前
町
の
主
要
な
歩
行
観
光
導

線
で
あ
る

｢神
門
通
り
｣
｢神
迎
え
の
道
｣
｢御
宮
通
｣

の
三
路
線
に
お
い
て
実
施
し
ま
し
た

(図
2
)。

○
実
施
内
容

･
｢通
り
名
｣
と

｢位
置
番
号
｣
を
示
す
案
内
板
等

の
設
置

通
り
の
起
点
か
ら
概
ね
一
0
m
ご
と
に

｢通
り

名
｣
と

｢位
置
番
号
｣
が
善
か
れ
た
案
内
標
示

板
･
路
面
標
示
板
を
通
り
の
沿
線
に
あ
る
電
柱
や

道行セ 20071 l 67

て
、
そ
れ
ぞ
れ
設
定
さ
れ
た
コ
ン
セ
プ
ト
を
も
と
に
魅
力

的
な
通
り
と
す
る
計
画
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

三

社
会
藁
験
の
実
施
目
的

こ
の
よ
う
な
現
状
の
な
か
、平
成
一
人
年
度
に
お
い
て
、

国
土
交
通
省
よ
り

｢通
り
名
で
道
案
内
｣
社
会
実
験
の
実

施
地
域
と
し
て
選
定
を
受
け
、
大
社
門
前
町
で
の
社
会
実

験
を
実
施
し
ま
し
た
。

人
が
行
き
交
う
賑
わ
い
の
あ
る
通
り
と
す
る
た
め
に

は
、
観
光
客
に
門
前
町
の
魅
力
を
歩
い
て
体
感
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
わ
か
り
や
す
い
道
案
内
が
重
要
な
要
素
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
同
様
に
大
社
門
前
町
に
住
む
人
が
、
訪

れ
る
観
光
客
に
対
し
て
分
か
り
や
す
い
観
光
施
設
等
の
案

内
を
行
え
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、
観
光
サ
ー
ビ
ス
の

水
準
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
、

･
通
り
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

.繊
麗

　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

、ミシン

　　　　　　　　　　
騨團孝鵡遡撫襲

図 2 路線図



四

実
験
の
効
果
確
認

-

事
前
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

来
訪
者
を
対
象
に
、
実
験
開
始
前
に
事
前

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
設
問
項
目

･
道
に
迷
う
こ
と
な
く
観
光
で
き
た

か
?

か
?

2

実
験
期
間
中
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

来
訪
者
を
対
象
に
、
実
験
期
間
中
に
ヒ
ア

リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
設
問
項
目

･案
内
標
示
板
･
路
面
標
示
板
に
気
付

い
た
か
?

･
案
内
標
示
板

･
路
面
標
示
板
の
評
価

(大
き
さ
、
色
、
設
置
箇
所
)

･
道
案
内
マ
ッ
プ
は
分
か
り
や
す
か
っ

た
か
?

･
回
答
者
属
性
な
ど

3

住
民
･
事
業
所
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

実
験
期
間
中
、
沿
線
の
住
民
及
び
大
社
門

　　　
　　　

緘

路
面
に
設
置
し
ま
し
た

(写
真
)。

道
案
内
マ
ッ
プ
の
作
成
･
配
布

｢通
り
名
を
活
用
し
た
道
案
内
シ
ス
テ
ム
｣
の

紹
介
、
電
柱
標
示
板
及
び
路
面
標
示
板
の
設
置
箇

所
、
観
光
施
設
を
位
置
番
号
で
確
認
で
き
る
早
見

表
等
を
記
載
し
た
｢道
案
内
マ
ッ
プ
｣
を
作
成
し
、

沿
線
商
店
、
沿
線
住
民
、
観
光
案
内
所
に
配
布
し

ま
し
た

(図
3
)
。

写真 設置された案内板

　　
　
　
　
　

　
　

　
　

　

　

回
答
者
属
性
な
ど

召バ ネ首分〒セ ?nn7 11



《案内看板があれば便利になると思うか》 《道に迷うことなく観光できたか》

便利になると
思わない

5%o
あまり便利になると

思わない
3%

実験前

20 40 60 80 100%

9 1.9 % の人が、 道に迷うことなく観光できている。やや便利に ‐
なると思う

6%o

｢道に迷うことなく観光できた｣ 人の
うち、 6 3 % が便利になる (やや便利に
なる) と思うと回答している

図4 事前ヒアリング調査

　
錢 ｢役に立った｣ と回答
穿 か＼が41 %増加 !

発

0 20 40 60 80 l00%

図 5 道案内マップ有無別 電柱案内板 ･路面標示の役立ち度

実
験
期
間
中
の
調
査
結
果
よ
り
得
ら
れ
た
主
な
成
果
と

し
て
以
下
の
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

来
訪
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
に
お
い
て
は
、
案
内
標
示

板

･
路
面
標
示
と
道
案
内
マ
ッ
プ
の
併
用
に
よ
り

｢通
り

名
で
道
案
内
｣
の
役
立
ち
度
が
向
上
し
ま
し
た

(図
5
)。

･
回
答
者
属
性
な
ど

五

調
査
結
果
の
分
析

事
前
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
で
は
、
回
答
者
の
う
ち
、
約
九

二
%
が

｢道
に
迷
う
こ
と
な
く
観
光
で
き
た
｣
と
回
答
し

ま
し
た
が
、
｢案
内
看
板
が
あ
れ
ば
便
利
に
な
る
と
思
い

ま
す
か
?
｣
と
い
う
質
問
項
目
に
対
し
て
六
三
%
の
人
が

｢便
利
に
な
る
と
思
う

(や
や
便
利
に
な
る
と
思
う
)｣
と

回
答
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
道
に
迷
う
こ
と
が
な

く
て
も
、
観
光
客
の
道
し
る
べ
と
な
る
案
内
看
板
は
観
光

周
遊
の
た
め
に
必
要
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
人

が
多
い
と
考
え
ら
れ
ま
す

(図
4
)。

　　… 調 し
を 案 色 案 案 査 た
行 内 、 内 内 項 o

っ 標 設 標 標 目

　　　

前
町
周
辺
の
事
業
所
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

案
内
標
示
板

･
路
面
標
示
板
に
気
付
い
た
か
?

案
内
標
示
板

･
路
面
標
示
板
の
評
価

(大
き
さ
、

案
内
標
示
板
･路
面
標
示
板
を
活
用
し
て
道
案
内

;首矛〒ヤ ?nr}7 11 召0



鰡
を実験前に比べて実験中において、 1 時間以上滞在する来訪者の割合が多くなっている。

《道案内マップを持って散策したか》

　
　

　
　　

　
る鱒

　
　

80

　　　

ち
か

スノ
}ハノ

の
思

60

玖
芝

プを持っていなかった人のうち
･マップを利用したいと思うか》

4

義
u
ソ

20 　

　

　
　

　

　

　
　　

N

し
燧

80

　

　
　

　
　
　

~
39

ミ
さ

6040

お

間

20

に

時
　
　大社での滞在時間

　

　

　
　

実

実

験
図

ま
た
、
来
訪
者
の
う
ち
案
内
マ
ッ
プ
を
持
っ
て
い
な
い

人
も
マ
ッ
プ
を
利
用
し
た
い
と
の
考
え
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
案
内
マ
ッ
プ
の
必
要
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た

(図
6
)。

以
上
に
よ
り
、
来
訪
者
に
対
す
る
道
案
内
の
有
効
性
が

検
証
で
き
ま
し
た
。
わ
か
り
や
す
い
道
案
内
マ
ッ
プ
に
よ

り
来
訪
者
へ
の
標
示
板
の
役
立
ち
度
が
向
上
し
た
こ
と
、

案
内
マ
ッ
プ
を
持
っ
て
い
な
い
人
の
多
く
が
マ
ッ
プ
を
利

用
し
た
い
と
回
答
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
道
案
内
標
示
板

と
分
か
り
や
す
い
道
案
内
マ
ッ
プ
の
併
用
が
有
効
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
案
内
マ
ッ
プ
に
よ
り
大
社
門
前
町

の
隠
れ
た
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
、
結
果
と

し
て
実
験
期
間
中
に
お
け
る
観
光
客
の
滞
留
時
間
の
向
上

に
つ
な
が
り
ま
し
た

(図
7
)
。

一
方
、
課
題
と
し
て
は
案
内
標
示
板
の
分
か
り
や
す
さ

に
つ
い
て
、
来
訪
者
と
地
元
住
民
･
事
業
所
の
間
で
評
価

が
異
な
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
来
訪
者
は
道
案
内
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
周
遊
経
路
が
分
か
り
や
す
か
っ
た
と
評
価

し
て
い
る
の
に
対
し
、
住
民
･
事
業
所
の
案
内
標
示
板
の

設
置
箇
所
に
対
す
る
評
価
は
低
く
な
っ
て
い
ま
す

(図

　
　

　

ま
た
、
住
民
が
道
案
内
の
た
め
に
案
内
標
示
板
を
十
分

2セ

に
活
用
で
き
て
い
な
い
こ
と
も
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま

行道

す

(図
9
)。

こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
分
か
り
や
す
い
案
内
マ

“

図 6 マ



《路面看板の設置場所の評価》

80 せ00%

　

　

　

｣1

ン̂↑

　

　　

　

60

0住民と事業所で ｢わかり“こくい｣ と回答した人が多くなっている。

4020

《電柱看板の設置場所の評価》

80 100%

《実験期間中に観光施設を尋ねられたか》

尋ねられた 14 %

TOO鱗。

　　　な
%

　
　

60

蒙

湖

20

板示標

　　

　　

　

N

事
N

《案内標示板を活用して説明したか》

0 20 40 60 80 l00%

案内標示板を活用して案内した人は 2 3 % と少ない。

た

概

つ

4

　
　

　
　
　　　繁

所
お

N

繕

80

た　

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
な
ど
、
道
案
内
シ
ス
テ
ム
の
目
的

刀

を
含
め
、
来
訪
者
に
対
す
る
観
光
案
内
の
方
法
に
つ
い
て

地
元
住
民
へ
の
周
知
徹
底
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら

"

れ
ま
す
。

セ

穴

お
わ
り
に

行道

出
雲
市
で
は
、
平
成
一
七
年
度
に
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と

し
て
策
定
し
た

｢刎
世
紀
出
雲
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
｣
に

お
い
て
、
｢
21
世
紀
出
雲
神
話
観
光
大
国
の
創
造
｣
を
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
方
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
掲
げ
、
一
、
0

0
0
万
人
の
交
流
人
口
を
目
指
し
た
基
盤
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
今
後
増
加
を
見
込
む
観
光
客
に
対
し
て
分
か
り

や
す
い
道
案
内
を
行
い
、
大
社
門
前
町
の
魅
力
を
感
じ
な

が
ら
ま
ち
を
歩
い
て
も
ら
う
こ
と
で
賑
わ
い
と
活
気
の
創

出
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
回
の
社
会
実

験
結
果
を
参
考
に
し
、
観
光
客
に
も
地
域
の
住
民
の
方
に

も
心
地
よ
い
、
ま
ち
歩
き
に
ふ
さ
わ
し
い
み
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。




